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平成26年度からの継続事業
「いのちのおはなし」の様子

■平成27年度下野市市民活動補助事業一覧
No. 事業名（団体名） 事業概要 種類

1 いのちのおはなし（えがおのたまご）
市内の幼稚園、小学生を対象に出産等に関する体験型の出前授

業を行い、命の大切さを子ども達に伝える活動を行う。（通年） 継続

2
婚活イベント事業
（石橋ライオンズク
ラブ）

独身男女に出会いの場を提供し、結婚後下野市への定住促進を
図る。また、恒例事業として定着を目指す。募集定員：男性20名
女性40名（男性参加者は、市民限定。）実施予定日：６月14日（日）

新規

3
ジャコウアゲハの
保護事業
（下野市自然に親し
む会）

ジャコウアゲハの餌であるウマノスズクサを適正に管理する
ことにより、絶滅の危機にあるジャコウアゲハの数を増加させ、
市内の自然を豊かにしていく。また、吉田西小学校のビオトープ
にウマノスズクサを移植し、児童達にジャコウアゲハを観察する
機会を提供し、自然を大切にする心を育む活動を行う。（通年）

継続

4
こどもの健全育成
事業
（東方台地コミュニ
ティ推進協議会）

友愛館と健康広場を活用して、日本の伝統的な行事の意義や昔
遊びの良さを子ども達に教えながら交流を深める。地域住民との
交流と伝統文化の向上を目指す。（通年）

新規

5
お囃子会の復活と継承
（仁良川コミュニティ
センター運営協議会）

伝統芸能の復活継承・人材育成を通じて、大人と子ども・老若
男女・新旧住民の交流連携・他団体との交流を図る。（通年） 新規

6
しもつけマーケッ
ト事業
（シモティ）

地域の活性化、地域住民の世代を超えた幅広い交流、地域商業
の認知向上を目指し、地域住民による地域住民のためのイベン
ト（仮称）しもつけマーケットを開催し、市内を中心とした商店、
アーティスト、農作物生産者等の出店協力によって、物販、ワー
クショップ、展示、発表等を行う。（実施予定：８月・12月）

継続

7
おこと体験ワーク
ショップ事業
（箏・樹陽会）

伝統音楽文化の継承のため、主に小中学生を対象に箏（こと）
の体験ワークショップを開催する。箏（こと）の歴史や楽器の説明。
子ども達との交流を取り入れながら、箏（こと）の音色の美しさ
を実際に体験する講座やコンサートの開催。（実施予定：９月）

継続

8 けやきサポーター（けやきサポーター）

地域ぐるみで市内の障がい児童の活動を見守り、支えていくため、
けやき通園者の保護者を中心に会を立ち上げた。けやき通園者以外の
障がい児と保護者、地域ボランティア、けやき職員等を広く募集し、
障がい児童向けの「ダンス教室」、保護者の交流の場としての「学習会」、
療育に対する情報提供の場としての「発達育児相談」を行う。（通年）

継続

9

下野天平フェス
ティバル来場者数
増員計画（下野天
平フェスティバル
実行委員会）

天平の丘の自然を活用し、花見以外にも人の流れをつくるイベ
ントの開催。大人から子どもまで様々な人が楽しめる音楽・芸術
を通じて地域活性化を図る。（実施予定：10月）

継続

10

体験 広報しもつけ 
読み解く技術 デイ
ジー版ＣＤ作成（音
訳ボランティアこ
だま）

広報しもつけを聴覚障害者へどのように伝え音訳ＣＤを作成
しているのか、体験活動を通じてその必要性を理解してもらう。
この活動を通し、音訳ボランティアに興味をもち活動に参加する
人材を育成する。（実施予定：７月～９月）

新規
（トライ
コース）
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選考会の様子
申請団体が、選考委員の前で事業説明

■下野市制施行10周年記念市民提案事業一覧
No. 事業名（団　体　名） 事業概要

1
歴史探訪健康ウォークラリー
事業（栃木県シルバー大学校
同窓会ウォークラリー実行委
員会）

市内外に周知を図り参加者を募集。ウォークラリー（5コース）を通じて、健康づ
くりの啓発、歴史・文化の魅力発信、市ブランド品のPR。5月23日実施済

2 国分寺少年剣友会創立40周年
記念大会（国分寺少年剣友会）

県内の剣道団体を招待する大会を開催。市制10周年・観光名所等を印刷したクリ
アファイル及び市パンフレットを配布し、地域資源を発信する。実施予定日：７月
５日㈰

3
おまつり音頭創作とおひろめ
事業（エコライフまつり実行
委員会）

小中学生から子ども目線による歌詞を募集。曲・振付を作成し、エコライフまつ
りにて音頭と踊りを発表。グリーンタウン地域に広め郷土の愛着心を高める。また、
市内保育園・幼稚園・小学校等へ普及促進に努める。実施予定日：７月25日㈯

4 しもつけ親子フェスティバル
事業（下野市幼稚園連合会）

市内７つの幼稚園が連携協力し、乳幼児から小学3年生まで子をもつ若い世代の保
護者（親子）にスタンプラリー・クイズ・カルタを通し、地域資源など市の魅力を
発信するイベントを開催。
また、園長による子育て相談コーナーを設置し、若い世代の子育てをサポートする。
実施予定日：８月１日㈯

5 男女共同参画啓発事業
（下野つばさの会）

講演会を開催し、男女共同参画社会づくりのため普及啓発活動を行う。
パネルディスカッションでは、市条例制定等の取組を説明予定。気軽に楽しみな
がら参加できるよう開催方法を工夫し、男女共同参画社会の実現を目指す。実施予
定日：11月29日㈰

6 吉田村まつり事業
（吉田村まつり実行委員会）

まつりを通し、地域住民のふれあいと市内外へ地域ならではの魅力を発信するま
つりを開催。
市内若手農家による地域野菜の販売、風情のある軽音楽、子ども向けのワーク
ショップの開催、雑貨屋、飲食店の出店など地域の魅力を発信し、郷土愛の醸成と
地域活性化を図る。実施予定日：10月４日㈰

7 ゆうがお混声合唱の集い
（下野混声合唱団）

近接市において活動する混成合唱団を市に招聘し、合唱の集いを開催。
他市との交流を深めるとともに地域資源などの発信により、広域連携の進展に資
する。（11月～１月に1回実施予定）

8
祝下野市制施行10周年記念第
７回グリムの森イルミネー
ション事業（下野市ウィンター
活性化推進協議会）

６回の実績により昨年度市内外者約９万人の来場者を迎えた。
入口エントランスのイルミネーションをリニューアルし、祝下野市制施行10周年及
びお菓子の家のイルミネーションを作成しグレードアップを図る。また、石橋駅西口
にもイルミネーションを飾る。
周知方法は500枚のポスター及び1万枚のリーフレットを作成し、市の良さ魅力及び
市ブランド（地域資源）を市内外へ周知する。実施予定日：11月29日㈰～１月３日㈰

9
しもつけご当地グルメの推進
と市民発信型のPR事業
（石橋商工会青年部）

市特産物のかんぴょうやごぼうを使用し、ご当地グルメとして団体公募の中から
選ばれた「かんぴょう＆ごぼうフライ」を市内のイベント等に出店・販売し地域活
性化に努める。
ご当地グルメとして市民ファンをつくり、クチコミやSNSにより市内外へ発信で
きるよう市民の協力を得て推進を図る。今後は、市外のイベント参加・ブランド認
定に努める。

10 しもつけディグリング事業（企業　アンプワークス）

市民や観光客が市の歴史文化施設等を自転車により回遊できるマップを作成し、
市の魅力を市内外に発信。
マップには、駅を中心に10コース以上を設定し、写真や距離、所要時間を表示。
余白には、コース内の飲食店や地域の特色などを記載する。観光協会が設置してい
るレンタサイクル所（JR3駅・ポッポ館・道の駅等）に設置してもらい活用・充実を図っ
てもらう。マップは１万枚印刷予定
【ディグリング】とは、物事を発掘・探究する意味のディグ（Dig）とサイクリン
グ（Cycling）をかけ命名。
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S h i m o t s u k e -C i t y  T o p i c s　　まちの話題

今年もトウサワトラノオが咲き
ました

　下野市に生息する絶滅危惧種トウ
サワトラノオが、今年も咲きました。
　５月１８日に開催された観察会で
は、保全地の管理・整備を行ってい
る下野市トウサワトラノオ保存会や
地元自治会の方々、栃木県立小山北
桜高校の生徒、市立吉田西小学校の
児童が参加し、一面に咲いた白い花
を眺めながら交流を深めました。

平成27年春の叙勲・褒
章で、本市からは４名が
受章されました。
また、第24回危険業務
従事者叙勲で、本市から
は３名が受章されました。
おめでとうございまし
た。

（順不同）

春の叙勲・褒章、危険業務従事者叙勲のお知らせ

地域防災力の一層の充実を図ります
消防団協力事業所に対する表示証を交付

４月30日、従業員に消防団活動への配慮や入団促進を行ったり、
災害時に事業所の資機材を提供するなど、下野市消防団の活動に対
し積極的に協力している４つの事業所に、「下野市消防団協力事業所
表示証」を交付しました。
これにより事業所が地域への社会貢献を果たしていると広く認め

られるとともに、地域防災力のより一層の充実を図ります。
■表示証交付事業所
　岡本建設株式会社（小金井1丁目3番地1）
　日光産業株式会社（下古山16-2）
　株式会社須藤工業（下坪山1475）
　有限会社川中子住建（小金井3009-73）

元下野市議会議員、元
下野市議会議長を務めら
れ、地方自治の発展に寄
与されました。

南河内土地改良区理事
長として、土地改良事業
の発展に寄与されていま
す。

（小山市在住）
元栃木県教育長、元下
野市教育長を務められ、
教育にご尽力されました。

日産自動車株式会社で、
フライス盤工の技能発展
に寄与されています。

元自衛隊栃木地方協力
本部（准陸尉）を務められ、
国の防衛の発展に寄与さ
れました。

元栃木県警部を務めら
れ、地域の安全に寄与さ
れました。

元東京消防庁消防司令
長を務められ、地域の消
防の発展に寄与されまし
た。

大　島　將　良　氏 黒　川　英　代　氏古　口　紀　夫　氏

櫻　岡　勤　氏岩　上　和　樹　氏 佐　藤　善　行　氏 澤　田　正　廣　氏

旭日双光章（地方自治功労） 旭日単光章（土地改良事業功労）瑞宝小綬章（教育功労）

黄綬褒章（業務精励）瑞宝単光章（防衛功労） 瑞宝単光章（警察功労） 瑞宝単光章（消防功労）

田川沿いにある保全地
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S h i m o t s u k e -C i t y  T o p i c s　　まちの話題

市内５児童館では４月25日、市制施行10周年を記念し、５館合同の
こどもまつりを国分寺公民館にて開催しました。遊びの広場、ワーク
ショップ、パフォーマンスショーなど多彩な催しがあり、小学生や親
子など多くの方にご来場いただきました。
遊びの広場では、緑地区のグリーンクラブの皆様からベーゴマやお
手玉などの昔の遊びを教えていただきました。地域の方と親子がふれ
あい、楽しいひと時を過ごしていました。
紙トンボやプラ板製作などに挑戦したり、おやつに出来立ての綿あ
めとポップコーンを食べたりと、子どもたちの笑顔が絶えません。
足利市在住の大道芸人ｔａ２（タッツー）によるジャグリング
ショーでは、子どもたちの笑い声がホールに響き渡りました。
児童館は、子どもたちが安全安心に集える施設で、遊びを通じ子ど
もたちが心身ともに健やかに成長できるようにお手伝いをしていま
す。ぜひ、お気軽に遊びに来てください！

自衛官募集相談員をご紹介します

　４月14日、自衛官募集相談員の委
嘱式が行われました。
　募集相談員は、志願者に関する情
報の提供や自衛隊地方協力、本部が
行う募集のための広報に対する支援
を行っています。
　相談員は以下の２名です。
　　佐々木　健三氏（緑在住）
　　金田　幸子氏（橋本在住）
　また、伊藤重信氏が平成27年３月
31日をもって募集相談員を退任され
ました。募集相談員として多大なご
尽力をいただきありがとうございま
した。

下野市保護区保護司会下野市分区・下野市更生保護
女性会の各総会を開催

石橋地区消防組合から感謝状

こどもまつりを開催しました
市制施行10周年記念事業

４月15日、石橋庁舎において下野保護区保護司会下野市
分区の総会が開催されました。下野保護区保護司会は、下
野市・壬生町・上三川町の１市２町の51名から構成され、
その内、下野市分区では21名の保護司が活動しています。
保護司は、法務大臣から委嘱を受け、更生保護や非行防止
のために活動している国家公務員です。
また、４月23日、コミュニティセンター友愛館において
下野市更生保護女性会の総会が開催されました。同会は、
更生保護の思想普及と支援活動をしている団体で、小学校
訪問や社会を明
るくする運動の
啓発活動、街頭パ
トロール、チュー
リ ッ プ 球 根 の
植え付けなどを
行っています。

４月21日に石橋地区消防組合石橋消防署で
中山克俊氏に感謝状が贈呈されました。
この感謝状は、３月15日に駅東地内にて発

生した一般建物火災において、中山氏が逃げ
遅れた住人を、危険を顧みず救助した功績が
認められ贈呈されたものです。

佐々木氏（左から２番目）と金田氏
（左から３番目）

Shimotsuke
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S h i m o t s u k e -C i t y  T o p i c s　　まちの話題

４月17日、天平の花まつり会場において、安倍里葎子
さんによる歌謡ショーが開催されました。
当日は、荒天の予報が出されていたことから、会場を
屋外ステージから聖武館に変更することになりました
が、約1,000人の観客が訪れました。
ステージでは、安倍さんによる素晴らしい歌はもちろ
ん、下野市出身のものまね芸人哀小出　翔（あいこで　
しょう）さんや、観客の方とのデュエットなども行われ、
大いに盛りあがりました。
また、心配された荒天には見舞われなかったため、聖
武館でのショー終了後に、安倍さんが「会場に入りきれ
なかった方のために」と、急きょ屋外ステージでもショー
を開催してくださいました。 

ソフトテニスで大活躍

一本松ソフト
テニスクラブ
（グリムの里
スポーツクラ
ブ）と竹の子
クラブ（下野
市スポーツ少
年団）の小・
中学生が、ソ
フトテニス大会で見事な成績を収めました。
■主な成績（敬称略）
○全国小学生ソフトテニス大会（3月29日～ 31日）
　・６年女子シングルス
　　９位　三好　夏未
　・５年男子ダブルス
　　３位　嶋田　和也・小野崎　夢真
　・４年以下男子ダブルス
　　９位　木島　凛翔・須藤　漱太
○栃木県中学生ソフトテニス大会（11月29日～ 30日）
　・女子１年ダブルス
　　優勝　手塚　梨菜・老沼　美音
　・男子１年ダブルス
　　優勝　木下　公平・林　崇雅

いちおしグルメ選手権で３連覇達成！新たな下野ブランドに認定証
下野ブランド認定証交付式

安倍里葎子歌謡ショー
第36回天平の花まつり

天平の花まつり
会場において、天
平の花まつりに出
店している市内の
商店の自慢のい
ちおしグルメの中
から、最も来場者
から支持される一
品を決める「いち
おしグルメ選手権
ファイナル」が開
催されました。４月25日、投票結果が発表され、
ちづるのじゃがバターが３連覇を達成しまし
た。
表彰式では、広瀬市長ととちぎテレビのご
当地ヒーロー雷様剣士ダイジが、優勝したち
づるのじゃがバターを試食し、「こでらんねぇ
（栃木弁で「たまらない」の意味）」と感想を
述べました。

４月25日、天平の花まつり会場において「下野ブランド
認定証交付式」、「いちおしグルメ選手権ファイナル表彰式」
が行われました。
下野ブランド認定証交付式では、今回、新たに下野ブラ
ンドに認定された「かんぴょうのきんぴらまん」、「手づく
りのかんぴょう菓子　ふくべえ」、「スーパーケムラー（茅
葺屋根保存技術）」「機織形埴輪２基（甲塚古墳出土）」が
紹介され、各申請者に認定証が交付されました。

Shimotsuke
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【
展
示
場
所
】
下
野
市
役
所
国

分
寺
庁
舎
、
ゆ
う
ゆ
う
館
、
き

ら
ら
館
、
道
の
駅
し
も
つ
け

■
問
い
合
わ
せ
先

市
民
協
働
推
進
課

　

☎（
40
）５
５
８
５

チ
ェ
ッ
ク
①

「
家
事
・
介
護
は
妻
や
娘
、
庭

仕
事
は
夫
」
の
よ
う
に
、
性
別
に

よ
っ
て
役
割
を
固
定
す
る
こ
と
は

望
ま
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。
家
族
一

人
ひ
と
り
の
考
え
を
尊
重
し
て
認

め
合
い
、
性
別
に
関
わ
り
な
く
、

家
事
・
育
児
・
介
護
な
ど
、
家
族

全
員
で
役
割
分
担
し
ま
し
ょ
う
。

チ
ェ
ッ
ク
②

男
女
が
協
力
し
て
双
方
の
視
点

を
活
か
し
、
性
別
に
関
わ
り
な
く

興
味
の
あ
る
仕
事
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

で
き
る
職
場
は
、
働
き
や
す
く
、

い
き
い
き
と
し
た
職
場
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
責
任
を
共
有
し
な

が
ら
、
一
人
ひ
と
り
の
個
性
や
能

力
を
発
揮
で
き
る
職
場
に
し
て
い

き
ま
し
ょ
う
。

チ
ェ
ッ
ク
③

意
思
決
定
の
場
で
、
何
気
な
く

男
性
と
女
性
の
役
割
が
決
ま
っ
て

い
る
こ
と
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

意
思
決
定
の
場
に
お
い
て
も
、
男

女
の
双
方
の
視
点
を
活
か
し
な
が

ら
、
性
別
に
と
ら
わ
れ
ず
に
協
力

し
て
進
め
ま
し
ょ
う
。

し
も
つ
け
ク
イ
ズ

Ｆ
Ｍ
ラ
ジ
オ
番
組
「
し
も
つ
け
サ
タ
デ
ー
モ
ー
ニ
ン
グ
」
の
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
ー
は
、
ミ
キ
チ
ン
と
ミ
ッ
シ
ー
と
あ
と
は
誰
で
し
ょ
う
？

①
ま
ち
ゃ
ま
ち
ゃ　

②
み
さ
み
さ　

③
り
ん
り
ん 

問
１

６
月
23
日
㈫
〜
29
日
㈪
は
男
女
共
同
参
画
週
間
で
す

〝
地
域
力
×か

け
る

女
性
力
＝

イ
コ
ー
ル

無
限
大
の
未
来
〞

■
男
女
共
同
参
画
社
会
っ
て
何
？

男
性
と
女
性
が
、
お
互
い
に

そ
の
人
権
を
尊
重
し
な
が
ら
、

責
任
を
分
か
ち
合
い
、
そ
れ
ぞ

れ
の
個
性
と
能
力
を
十
分
に
発

揮
す
る
こ
と
が
で
き
る
社
会
の

こ
と
を
い
い
ま
す
。

社
会
に
活
力
を
も
た
ら
す
た

め
に
は
、
性
別
に
か
か
わ
ら
ず
、

だ
れ
も
が
生
き
生
き
と
活
躍
す

る
こ
と
の
で
き
る
男
女
共
同
参

画
社
会
の
実
現
が
必
要
で
す
。

■
男
女
共
同
参
画
週
間

毎
年
６
月
23
日
か
ら
29
日
ま

で
の
１
週
間
は
「
男
女
共
同
参
画

週
間
」
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
性
別

に
と
ら
わ
れ
ず
に「
自
分
ら
し
さ
」

を
大
切
に
し
て
豊
か
な
生
活
を

送
る
た
め
、
身
の
回
り
の
男
女
の

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
つ
い
て

考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

■ 

〝
地
域
力
×か

け
る

女
性
力
＝

イ
コ
ー
ル

無
限

大
の
未
来
〞

内
閣
府
が
、
身
近
な
女
性
の

活
躍
を
地
域
ぐ
る
み
で
応
援
す

る
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
を
募
集

し
、
今
年
度
の
男
女
共
同
参
画

週
間
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
と

し
て
選
ば
れ
た
の
が
、「
地
域

力
×か

け
る

女
性
力
＝

イ
コ
ー
ル

無
限
大
の
未

来
」
で
す
。

●
つ
ど
い
の
ご
案
内
●

　

男
女
共
同
参
画
社
会
を
考
え

る
、
と
ち
ぎ
県
民
の
つ
ど
い
を

開
催
し
ま
す
。

■
日
時
・
内
容　

６
月
20
日
㈯

午
前
の
部（
10
時
〜
正
午
）

　

 

映
画
上
映「
何
を
怖
れ
る
〜

フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
を
生
き
た
女

た
ち
」

午
後
の
部（
13
時
30
分
〜
15
時
）

　

 

記
念
講
演「
リ
ブ
か
ら
40
年
、

日
本
の
女
は
ど
こ
ま
で
変

わ
っ
た
か
？
」

■
講
師

　

上
野
千
鶴
子
氏

　

 （
社
会
学
者
、
認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
ウ
イ
メ
ン
ズ
ア
ク
シ
ョ

ン
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
理
事
長
）

■
場
所　

パ
ル
テ
ィ
と
ち
ぎ
男

女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー　

ホ
ー
ル

（
宇
都
宮
市
野
沢
町
４

－

１
）

※
入
場
無
料
。
要
事

前
申
し
込
み
。（
託
児

あ
り
）

■
申
し
込
み
・
問
い

合
わ
せ
先

栃
木
県
人
権
・
青
少

年
男
女
参
画
課

☎
０
２
８（
６
２
３
）

３
０
７
４

□ 女性は家庭があるのだから、仕事
の時間は短く、責任の軽い仕事に
携わるべきだと思う。

□ 子どもの世話やしつけは母親がす
ることで、父親が口をはさむこと
ではない。

□ 自治会やPTAの会長は、男性が
務めるほうが信頼感があり、うま
くまとまる。

平
成
27
年
度
男
女
共
同
参
画

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ

■
意
識
度
チ
ェ
ッ
ク
！
！

次
の
３
つ
の
場
面
で
の
あ
な
た
自
身
の
意
識
度
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て

み
ま
し
ょ
う
。

①②③

国
で
は
、
社
会
全
体
で
女
性

の
活
躍
を
応
援
す
る
気
運
を
醸

成
し
て
い
く
た
め
、
輝
く
女
性

応
援
会
議
を
開
催
し
、
女
性
が

輝
く
社
会
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

そ
れ
は
、
同
時
に
男
性
に
と
っ

て
も
、
そ
れ
ぞ
れ
が
望
む
形
で

人
生
を
選
べ
る
社
会
を
つ
く
る

こ
と
に
繋
が
る
も
の
と
期
待
さ

れ
て
い
ま
す
。

下
野
市
で
は
、
下
野
市
男
女

共
同
参
画
プ
ラ
ン
（
シ
ェ
ア
リ

ン
グ
し
も
つ
け
）
に
基
づ
い
て
、

「
お
互
い
を
理
解
し
尊
重
す
る

心
豊
か
な
社
会
の
実
現
を
め
ざ

す
下
野
市
」
を
将
来
像
に
、
男

女
の
自
立
と
男
女
共
同
参
画
社

会
の
実
現
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。

■
パ
ネ
ル
展
示
を
行
い
ま
す

７
月
１
日
ま
で
の
１
か
月
間
、

男
女
共
同
参
画
の
啓
発
を
目
的

と
し
た
パ
ネ
ル
の
展
示
を
行
い

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ

い
。

Shimotsuke
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次
の
と
お
り
敬
老
会
を
開
催
し
ま
す
。

■
日
時

　

９
月
18
日
㈮

　

午
前
９
時
〜
11
時
30
分

■
会
場

　

聖
武
館
（
天
平
の
丘
公
園
内
）

■
内
容

　

式
典
、
演
芸
観
賞
な
ど

■
対
象
者

・ 

75
歳
以
上
の
高
齢
者
（
平
成
27
年

12
月
31
日
ま
で
に
75
歳
の
誕
生
日

を
迎
え
る
方
）

・ 

金
婚
夫
婦
を
祝
福
す
る
会
へ
の
出

席
者

■
そ
の
他

　

バ
ス
の
運
行
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
後
日
広
報
等
で
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

月
１
日
〜
12
月
31
日
に
婚
姻

届
を
提
出
し
、
継
続
し
て
50

年
を
迎
え
る
夫
婦
が
対
象
で

す
。）

⑶ 

市
が
行
う
金
婚
夫
婦
へ
の
祝

福
を
希
望
す
る
方

■
申
込
期
間

　

６
月
１
日
㈪
〜
７
月
31
日
㈮

■
申
込
方
法

　

市
民
課
、
高
齢
福
祉
課
窓
口

ま
た
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

取
得
し
た
「
金
婚
夫
婦
祝
福

会
参
加
申
込
書
兼
戸
籍
確
認
同

意
書
」
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

き
ら
ら
館
内
高
齢
福
祉
課
ま
で

郵
送
ま
た
は
直
接
お
持
ち
く
だ

さ
い
。

敬老会とあわせて
　「金婚夫婦を祝福する会」を
　　　　　　　　　　　　　　実施します

平成27年度敬老会のお知らせ

平成27年度敬老会のお知らせ平成27年度敬老会のお知らせ

■申し込み・問い合わせ先
　〒329-0502　下野市下古山1220番地
　高齢福祉課（きらら館内）　☎（52）1115

昨年度の敬老会の様子

し
も
つ
け
ク
イ
ズ

【
正
解
は
②
】
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
ー
は
、
ミ
キ
チ
ン
こ
と
斉
藤
美
貴
さ
ん
、
ミ
ッ
シ
ー
こ
と
渡
辺
美
潮
さ
ん
、
み
さ
み
さ
こ
と
日
暮
美
沙
子
さ
ん
の
３
人
で
す
。

　

結
婚
以
来
50
年
の
永
き
に
亘

り
、
お
互
い
に
い
た
わ
り
合
い
、

励
ま
し
合
い
、
苦
楽
を
共
に
し
、

家
庭
の
隆
昌
に
尽
力
し
、
社
会

に
貢
献
し
て
き
た
ご
夫
婦
を
祝

福
し
ま
す
。

■
日
程

　

９
月
18
日
㈮

　

敬
老
会
の
式
典
時

■
会
場

　

聖
武
館
（
天
平
の
丘
公
園
内
）

■
対
象
者

次
の
要
件
を
全
て
満
た
す
方

⑴ 

住
民
基
本
台
帳
法
に
よ
り
本

市
の
住
民
票
に
記
載
さ
れ
て

い
る
方

⑵ 

平
成
27
年
１
月
１
日
か
ら
12

月
31
日
ま
で
に
結
婚
50
年
を

迎
え
る
方
（
※
昭
和
40
年
１

Shimotsuke
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2.3
29.1

4.2
21.1
16.5
21.6

38.1
51.3

24.9
24.3

その他
定期健診に行く

口の体操や唾液腺マッサージをしている
食事のときは良く噛むようにしている
フッ素入りの歯磨剤を使用している

舌をみがくようにしている
糸ようじや歯間ブラシを使う

歯と歯ぐきの境目をみがくようにしている
１日１回は５分以上みがくようにしている

歯や歯ぐき、口の中を自分で観察する
（単位：％）

0 20 40 60 80 100

第
１
期
下
野
市
歯
科
保
健
基
本
計
画
を
策
定
し
ま
し
た

■
問
い
合
わ
せ
先　

健
康
増
進
課
☎（
52
）１
１
１
６

■
策
定
の
趣
旨

本
計
画
は
、
市
民
の
生
涯
に

わ
た
る
健
康
の
保
持
及
び
増
進

に
寄
与
す
る
た
め
、
歯
及
び
口

腔
の
健
康
づ
く
り
の
推
進
に
関

す
る
基
本
理
念
等
を
定
め
た

「
下
野
市
歯
及
び
口
腔
の
健
康

づ
く
り
推
進
条
例
」（
平
成
26

年
4
月
施
行
）
に
基
づ
き
、
歯

及
び
口
腔
の
健
康
づ
く
り
を
総

合
的
か
つ
計
画
的
に
推
進
す
る

た
め
に
策
定
し
ま
し
た
。

■
計
画
期
間

平
成
27
年
度
〜
29
年
度
（
３

か
年
）

■
計
画
の
基
本
理
念

①
市
民
が
日
常
生
活
に
お
い
て
、

歯
及
び
口
腔
の
健
康
づ
く
り
に

取
り
組
む
こ
と
を
促
進
す
る
。

②
市
民
が
そ
の
発
達
段
階
、
年

齢
階
層
、
心
身
の
状
況
等
に
応

じ
て
、
良
質
か
つ
適
切
な
歯
及

び
口
腔
の
保
健
医
療
サ
ー
ビ
ス

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
環
境

の
整
備
を
図
る
。

③
保
健
、
医
療
、
福
祉
、
教
育

そ
の
他
の
分
野
に
お
け
る
施
策

相
互
の
連
携
を
図
り
、
総
合
的

か
つ
計
画
的
に
歯
及
び
口
腔
の

健
康
づ
く
り
を
推
進
す
る
。

■
計
画
の
基
本
方
針

①
「
下
野
市
歯
及
び
口
腔
の
健

康
づ
く
り
推
進
条
例
」
に
基
づ

い
た
取
り
組
み
を
実
施
す
る
。

②
「
健
康
し
も
つ
け
21
プ
ラ
ン
」

と
の
整
合
性
を
図
る
。

③
目
標
と
目
標
値
を
設
定
し
、

達
成
状
況
を
評
価
す
る
。

■
具
体
的
な
取
組

　

ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
（
乳
幼
児

期
・
学
齢
期
・
成
人
期
・
高
齢
期
）

に
お
け
る
具
体
的
な
取
組
に
つ

い
て
は
、
７
月
号
の
広
報
で
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

■
計
画
の
推
進

・ 

広
報
紙
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等

に
計
画
の
内
容
を
掲
載
し
周

知
・
啓
発
し
ま
す
。

・ 

歯
及
び
口
腔
の
健
康
づ
く
り

の
各
種
事
業
や
健
康
診
査
等

の
機
会
を
通
じ
て
取
組
等
を

周
知
し
ま
す
。

・ 

市
民
一
人
ひ
と
り
の
歯
及
び

口
腔
の
健
康
づ
く
り
を
増
進

さ
せ
る
た
め
の
支
援
の
充
実
、

地
域
や
行
政
の
連
携
を
強
化

し
た
推
進
体
制
を
充
実
し
ま

す
。

・ 

関
係
す
る
庁
内
各
課
と
の
連

携
を
深
め
、
全
庁
的
に
推
進

し
ま
す
。

■
計
画
の
評
価

　

本
計
画
は
、
平
成
29
年
度
に

評
価
を
行
い
、
目
標
の
達
成
度

を
検
証
・
評
価
し
、
次
期
歯
科

保
健
基
本
計
画
に
反
映
し
ま
す
。

６
月
１
日
〜
10
日
は
、

歯
と
口
の
健
康
週
間
で
す
！

計
画
策
定
に
あ
た
り
実
施
し

た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
は
、
自

分
の
口
の
中
（
歯
と
歯
ぐ
き
）

の
健
康
で
気
を
付
け
て
い
る
こ

と
は
、
歯
と
歯
ぐ
き
の
境
目
を

み
が
く
よ
う
に
し
て
い
る
人
が

51
・
３
％
と
最
も
高
い
結
果
で

し
た
。
定
期
健
診
に
行
く
人
の

割
合
は
29
・
１
％
で
す
が
、
歯

の
痛
み
な
ど
、
自
覚
症
状
が
な

く
て
も
定
期
的
に
歯
科
健
診
を

受
診
し
ま
し
ょ
う
。

■目標値

項目 現状値
（平成25年度）

目標値
（平成29年度）

乳幼児期 むし歯のない児の割合（3歳児） 82.0％ 90.0％
（国の目標値）

小 学 生

むし歯のない児の
割合 49.2％ 60.0％

（国の目標値）

処置完了者の割合 24.0％ 27.0％

未処置者の割合 26.8％ 13.0％

中 学 生

むし歯のない生徒
の割合 78.6％ 80.0％

処置完了者の割合 13.2％ 17.0％

未処置者の割合 8.2％ 3.0％

成 人 期

歯科の定期健診を受
けている人の割合

男性27.4％
女性35.9％

男性50.0％以上
女性50.0％以上

歯周疾患検診を受
けている人 99人 150人以上

高 齢 期

60歳以上で歯が20
本以上ある人の割
合

68.9％ 70.0％

8020運動を知って
いる人の割合 59.4％ 70.0％

障がい者
要介護者

口腔ケアについて
指導を受けたこと
がある施設の割合

障がい者（児）
施設　22.2％
介護施設　55.6％

100％
100％

自分の口の中（歯と歯ぐき）の健康で気を付けていること
（複数回答）

し
も
つ
け
ク
イ
ズ

平
成
27
年
度
男
女
共
同
参
画
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
○
○
○
に
入
る
の
は
？

「
地
域
力
×
女
性
力
＝
○
○
○
」

問
２

Shimotsuke

広報しもつけ　2015.6
9



し
も
つ
け
ク
イ
ズ

【
正
解
は
「
無
限
大
の
未
来
」】
6
月
23
日
〜
29
日
は
男
女
共
同
参
画
週
間
で
す
。
詳
し
く
は
７
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

児
童
手
当
現
況
届
の
お
知
ら
せ

現
況
届
は
１
年
に
１
度
の
更
新

手
続
き
で
す
。

　

５
月
31
日
現
在
、
児
童
手
当

を
受
給
し
て
い
た
方
で
、
引
き

続
き
児
童
手
当
を
受
給
す
る
た

め
に
は
、
６
月
に
更
新
の
手
続

き
と
な
る
現
況
届
の
提
出
が
必

要
と
な
り
ま
す
。

　

対
象
と
な
る
方
に
は
、
６
月

中
旬
に
現
況
届
を
郵
送
に
て
お

送
り
し
ま
す
。

■
提
出
す
る
書
類

【
全
員
提
出
が
必
要
な
も
の
】

・
現
況
届

・ 

受
給
者
（
保
護
者
）
の
健
康

被
保
険
者
証
の
コ
ピ
ー
（
国

民
健
康
保
険
に
加
入
の
方
は

不
要
）

【
該
当
す
る
方
の
み
提
出
が
必

要
な
も
の
】

・ 

平
成
27
年
１
月
１
日
に
下
野

市
に
住
民
票
が
な
か
っ
た
保

護
者
の
方
は
、
「
平
成
27
年

度
の
児
童
手
当
用
所
得
証
明

書
」

※ 

受
給
者
の
配
偶
者
が
当
該
受

給
者
の
扶
養
親
族
に
な
っ
て

い
る
場
合
に
は
、
配
偶
者
の

方
の
分
の
児
童
手
当
用
所
得

証
明
書
は
省
略
で
き
ま
す
。

・ 

受
給
者
と
児
童
が
別
居
し
て

い
る
場
合
に
は
、
「
監
護
・

生
計
同
一
申
立
書
」
及
び

「
児
童
の
属
す
る
世
帯
全
員

分
の
住
民
票
」

※ 

下
野
市
内
で
別
居
の
場
合
に

は
、
住
民
票
は
不
要
で
す
。

● 

そ
の
他
の
書
類
が
必
要
と
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
提
出
方
法

　

提
出
は
、
同
封
の
返
信
用
封

筒
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
提
出

の
際
は
、
提
出
書
類
に
不
足
の

な
い
よ
う
ご
確
認
い
た
だ
き
提

出
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
左
記
の
窓
口
で
も
受

付
ま
す
が
、
混
雑
が
予
想
さ
れ

ま
す
。
混
雑
時
に
は
お
待
ち
い

た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、

郵
送
で
の
提
出
に
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

○
こ
ど
も
福
祉
課
窓
口

　
　
（
石
橋
庁
舎
１
階
）

○
市
民
課
国
分
寺
窓
口

　
　
（
国
分
寺
庁
舎
１
階
）

○
市
民
課
南
河
内
窓
口

　
　
（
南
河
内
図
書
館
２
階
）

■
提
出
期
限

　

６
月
30
日
㈫

■
現
況
届
提
出
後
に
つ
い
て

　

審
査
の
結
果
、
受
給
要
件
を

満
た
し
、
継
続
し
て
６
月
分
以

降
の
手
当
が
支
給
さ
れ
る
方
へ

は
、
更
新
結
果
の
通
知
は
お
送

り
し
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
左
記

の
場
合
に
は
通
知
を
お
送
り
し

ま
す
。

・ 

所
得
の
審
査
の
結
果
、
５
月

分
ま
で
の
手
当
額
と
６
月
分

以
降
の
手
当
額
に
変
更
の
あ

る
場
合
に
は
、
認
定
通
知
書

を
お
送
り
し
ま
す
。 

・ 

所
得
の
審
査
の
結
果
、
配
偶

者
の
方
の
所
得
が
所
得
制
限

限
度
額
以
上
で
あ
っ
た
場
合

に
は
、
受
給
者
の
変
更
手
続

（
今
ま
で
の
受
給
者
か
ら
配

偶
者
へ
の
変
更
手
続
）
が
必

要
と
な
り
ま
す
。
消
滅
通
知

と
受
給
者
変
更
に
必
要
な
書

類
を
お
送
り
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

こ
ど
も
福
祉
課

　

☎（
52
）１
１
１
４

子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給

付
金
に
つ
い
て
は
、11
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

Ｑ：現況届を提出しないとどうなりますか？
Ａ：平成27年6月分（10月振込分）以降の手当の支給が一時差止となります。必ずご提出ください。

Ｑ：提出書類に不足があった場合はどうなりますか？
Ａ： 不足書類がある場合には、審査保留となります。こども福祉課から不足書類提出の通知が届いた方は、
速やかに不足書類をご提出ください。提出が遅れた場合には、10月の振込が遅れる場合があります（11
月以降の振込となります）。

Ｑ：転入の際に児童手当用所得証明書を提出したのですが、現況届提出時にも提出が必要ですか？
Ａ： 転入の際に提出いただいた所得証明書は、平成26年度の児童手当用所得証明書（平成25年中の所得を
証明する所得証明書）となります。現況届の際に提出する所得証明書は、平成27年度の児童手当用所
得証明書（平成26年中の所得を証明する所得証明書）であり年度が異なるため、平成27年1月1日時点
で下野市に住民票がなかった方は提出が必要です。なお、児童手当用の所得証明書は、多くの市区町
村において、郵送で取得することができますので取得先の各市区町村にお問い合わせください。

～現況届に関するＱ＆Ａ～ 例年、多くの方から、お問い
合わせをいただく質問です。

Shimotsuke
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■
対
象
児
童

支
給
対
象
者
の
平
成
27
年
６

月
分
の
児
童
手
当
の
対
象
と
な

る
児
童
（
中
学
生
ま
で
の
児
童
）

※ 

平
成
27
年
６
月
１
日
か
ら
給

付
金
の
支
給
決
定
ま
で
の
間

に
亡
く
な
ら
れ
た
児
童
は
対

象
外
と
な
り
ま
す
。

■
支
給
額

　

対
象
児
童
１
人
に
つ
き

３
，０
０
０
円

■
下
野
市
の
申
請
期
間

　

平
成
27
年
７
月
１
日
㈬

〜
平
成
28
年
１
月
４
日
㈪

※
公
務
員
の
方
も
同
じ
で
す
。

■
支
給
時
期

支
給
は
、
10
月
以
降
の
お
振

込
み
と
な
り
ま
す
。

※ 

児
童
手
当
現
況
届
及
び
子
育
て

世
帯
臨
時
特
例
給
付
金
の
両
方

の
提
出
確
認
及
び
審
査
を
す
る

必
要
が
あ
る
た
め
支
給
ま
で
に

時
間
が
か
か
り
ま
す
。

※ 

審
査
の
結
果
に
つ
い
て
は
通

知
書
を
お
送
り
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

こ
ど
も
福
祉
課

　

☎（
52
）１
１
１
４

し
も
つ
け
ク
イ
ズ

と
ち
ぎ
テ
レ
ビ
の
ご
当
地
ア
イ
ド
ル
ユ
ニ
ッ
ト
「
ま
ろ
に
☆
え
〜
る
」
の
か
ん
ぴ
ょ
う
担
当
は
誰
で
し
ょ
う
？

①
春
崎
野
乃
花　

②
堤
愛
実　

③
瓜
田
瑠
梨

問
３

「
子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金
」の
ご
案
内

消
費
税
率
引
き
上
げ
の
影
響

等
を
踏
ま
え
、
子
育
て
世
帯
に

対
し
て
、
臨
時
特
例
的
な
給
付

措
置
と
し
て
、「
子
育
て
世
帯
臨

時
特
例
給
付
金
」を
支
給
し
ま
す
。

給
付
金
を
受
け
取
る
に
は
、

平
成
27
年
５
月
31
日
時
点
で
住

民
票
の
あ
る
市
区
町
村
へ
の
申

請
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
平
成
26
年
度
と
平
成

27
年
度
で
、
対
象
者
や
支
給
額

等
が
異
な
り
ま
す
の
で
、
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

■
支
給
対
象
者

　

平
成
27
年
６
月
分
の
児
童
手

当
の
受
給
者

※ 

所
得
制
限
限
度
額
以
上
の
た

め
特
例
給
付
の
受
給
者
（
手

当
額
が
対
象
児
童
１
名
に
つ

き
月
額
５
，０
０
０
円
の
受

給
者
）
は
支
給
対
象
者
に
な

り
ま
せ
ん
。

※ 

平
成
27
年
６
月
分
の
児
童
手
当

は
児
童
手
当
現
況
届
の
提
出
が

必
要
と
な
り
ま
す
。
児
童
手
当

現
況
届
が
未
提
出
の
場
合
に
は
、

こ
の
給
付
金
を
受
給
す
る
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
児
童
手

当
現
況
届
を
忘
れ
ず
に
ご
提
出

く
だ
さ
い
。

≪申請先≫
　平成27年5月31日時点で住民票のある市区町村
　※ 平成27年６月１日以降に下野市に転入した場合でも、申請先は平成27年5月31日時点で住民
票のある市区町村です。

≪下野市の申請期間≫
　平成27年７月１日㈬～平成28年１月４日㈪　※当日消印有効
　※ 申請期間は市区町村によって異なります。申請先が下野市以外の方は、各市区町村に確認

してください。
≪申請方法≫
　下野市で支給対象となる可能性のある方へは、申請書を７月１日以降に郵送にてお送りします。
　 申請書が届き次第、申請期間内に申請してください。提出書類など申請に関する詳細は、申
請書に同封の案内をご確認ください。
≪その他≫
・ 児童手当現況届の通知には、子育て世帯臨時特例給付金の申請書は同封されていません
（別々の郵便にてお送りします）。
・ 児童手当の現況届とその添付書類が提出されていない場合、子育て世帯臨時特例給付金を申
請しても給付金は支給されません。現況届とその添付書類を忘れずに提出してください。

公務員の方の申請は、平成27年7月1日より受付を開始します。
■申請に必要なもの
・勤務先より発行される申請書
※「公務員児童手当受給状況証明欄」に所属庁の証明を受けてください。
　所属庁の証明のない申請書は受付することはできません。
・振込先口座の通帳の写し
※ 下野市より平成26年度子育て世帯臨時特例給付金を受給し、平成27年
度においても同じ口座を振込先に指定する場合には、通帳の写しは省
略ができます。

公務員の方について

公務員の方へは、勤務先よ
り申請書等を発行します。
市役所からは通知が行き
ませんので、お忘れないよ
うお手続きください。

Shimotsuke
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し
も
つ
け
ク
イ
ズ

【
正
解
は
③
】
か
ん
ぴ
ょ
う
の
妖
精
「
か
ぴ
ょ
ー
ん
」
に
頼
ま
れ
て
か
ん
ぴ
ょ
う
を
普
及
す
る
た
め
ア
イ
ド
ル
に
な
り
ま
し
た
。

プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
発
行
事
業
に
つ
い
て

プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
発
行
事
業
に
つ
い
て

地
元
消
費
の
拡
大
と
地
域
経

済
の
活
性
化
を
図
る
こ
と
を
目

的
に
、
国
の
地
域
消
費
喚
起
の

た
め
の
交
付
金
を
活
用
し
、
次

の
と
お
り
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品

券
の
発
行
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
あ
わ
せ
て
多
子
世
帯

の
支
援
を
図
る
た
め
、
要
件
を

満
た
す
多
子
世
帯
に
対
し
て
、

プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
の
割
引

販
売
を
行
う
予
定
で
す
。

プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
の
発

行
及
び
割
引
券
の
発
行
に
つ
い

て
は
次
の
と
お
り
で
す
。

下
野
市
制
施
行
10
周
年
記
念

共
通
商
品
券
に
つ
い
て

市
及
び
下
野
市
共
通
商
品
券

実
行
委
員
会
で
は
、
下
野
市
制

施
行
10
周
年
記
念
共
通
商
品
券

の
発
行
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

詳
細
に
つ
い
て
は
、
内
容
確
定

後
、
新
聞
折
込
チ
ラ
シ
等
で
お

知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

現
在
の
予
定
は
、
次
の
と
お

り
で
す
。

■
発
行
時
期　

９
月
予
定

■
プ
レ
ミ
ア
ム
率　

20
％
予
定

　

１
セ
ッ
ト
１
０
，０
０
０
円

　
（
１
，０
０
０
円
券
12
枚
）

■
問
い
合
わ
せ
先

　

下
野
市
商
工
観
光
課

　

☎（
48
）２
１
１
２

　

石
橋
商
工
会

　

☎（
53
）０
４
６
３

　

下
野
市
商
工
会

　

☎（
44
）０
２
０
２

　

下
野
市
商
工
会
南
河
内
支
所

　

☎（
48
）０
０
５
９

多
子
世
帯
支
援
に
つ
い
て

■
内
容

市
が
、
対
象
と
な
る
多
子
世

帯
の
方
へ
、
下
野
市
制
施
行
10

周
年
記
念
共
通
商
品
券
購
入
時

に
利
用
で
き
る
割
引
券
を
発
行

し
ま
す
。
こ
の
割
引
券
と
引
き

換
え
に
、１
セ
ッ
ト
に
限
り
、７
，

０
０
０
円
で
購
入
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

※ 

１
セ
ッ
ト
１
，０
０
０
円
券

×
12
枚
と
な
る
予
定
で
す
。

■
対
象
世
帯

平
成
27
年
５
月
１
日
時
点
に

お
い
て
、
次
の
す
べ
て
に
該
当

す
る
世
帯
。

⑴ 
児
童
手
当
を
受
給
し
て
い
る

こ
と

⑵ 
児
童
手
当
の
受
給
者
（
保
護

者
）
が
下
野
市
内
に
住
民
登

録
を
し
て
い
る
こ
と

⑶ 

平
成
９
年
４
月
２
日
以
降
に

出
生
し
た
児
童
（
高
校
３
年

生
以
下
に
相
当
す
る
児
童
）

を
３
人
以
上
養
育
し
て
い
る

こ
と

※ 

高
校
生
の
児
童
の
み
を
養
育

し
て
い
る
世
帯
は
児
童
手
当

を
受
給
し
て
い
な
い
た
め
、

対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

※ 

対
象
児
童
が
下
野
市
内
に
住

民
登
録
を
し
て
い
る
場
合
で

も
、
児
童
手
当
の
受
給
者
が

下
野
市
に
住
民
登
録
が
な
い

場
合
（
下
野
市
以
外
の
市

区
町
村
か
ら
児
童
手
当
を
支

給
さ
れ
て
い
る
場
合
）
に
は
、

対
象
外
と
な
り
ま
す
。

※ 

特
例
給
付
（
児
童
手
当
の
月

額
が
児
童
１
人
当
た
り
５
，

０
０
０
円
）
の
方
で
も
、
対

象
児
童
が
３
人
以
上
の
場
合

に
は
対
象
と
な
り
ま
す
。

■
割
引
券
の
発
行
に
つ
い
て

下
野
市
か
ら
児
童
手
当
を
支

給
さ
れ
て
い
る
対
象
世
帯
へ
は
、

８
月
上
旬
に
割
引
券
を
郵
送
し

ま
す
。
下
野
市
か
ら
児
童
手
当

を
支
給
さ
れ
て
い
る
対
象
世
帯

の
方
は
、
申
請
な
ど
の
手
続
は

必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

対
象
世
帯
と
な
る
公
務
員
の
方

は
申
請
が
必
要
で
す
！

勤
務
先
か
ら
児
童
手
当
を
支

給
さ
れ
て
い
る
公
務
員
の
対
象

世
帯
の
方
で
、
割
引
券
の
発
行

を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
申
請
が

必
要
で
す
。
申
請
い
た
だ
い
た

後
、
審
査
を
行
い
、
対
象
世
帯

に
該
当
す
る
方
へ
は
８
月
上
旬

に
割
引
券
を
郵
送
し
ま
す
。

■
申
請
期
間

６
月
15
日
㈪
〜
７
月
17
日
㈮

■
申
請
に
必
要
な
も
の

・
申
請
書
（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
い
た

だ
く
か
、
こ
ど
も
福
祉
課
窓
口

に
あ
り
ま
す
）

・
印
鑑
（
シ
ャ
チ
ハ
タ
・
ゴ
ム

印
は
不
可
）

・
児
童
手
当
を
受
給
し
て
い
る

保
護
者
と
対
象
児
童
全
員
分
の

健
康
保
険
証
の
写
し

■
受
付
窓
口

こ
ど
も
福
祉
課
窓
口
（
石
橋

庁
舎
１
階
）

※ 

各
市
民
課
窓
口
で
の
受
付
け

は
し
て
お
り
ま
せ
ん
。

＊
郵
送
で
の
申
請
＊

郵
送
で
の
申
請
の
場
合
に
は
、

必
要
書
類
を
揃
え
、
こ
ど
も
福

祉
課
宛
に
お
送
り
く
だ
さ
い
。

【
宛
先
】
〒
３
２
９

－

０
５
９
４

　

下
野
市
石
橋
５
２
２

－

４　

　

下
野
市
役
所
こ
ど
も
福
祉
課

■
問
い
合
わ
せ
先

　

こ
ど
も
福
祉
課

　

☎（
52
）１
１
１
４

公
務
員
の
方
へ

Shimotsuke
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し
も
つ
け
ク
イ
ズ

と
ち
ぎ
テ
レ
ビ
ご
当
地
ア
イ
ド
ル
ユ
ニ
ッ
ト
「
ま
ろ
に
☆
え
〜
る
」
の
瓜
田
瑠
梨
ち
ゃ
ん
の
住
ま
い
は
ど
こ
で
し
ょ
う
？

①
宇
都
宮
市　

②
那
須
町　

③
下
野
市

問
４

○月○日の特定健診を

受けたいのですが

健康 安心 みんなの国保健康 安心 みんなの国保健康 安心 みんなの国保健康 安心 みんなの国保
平成27年度の特定健診（特定健康診査）は、６月から始まります

皆さんの健康を守るために大切なものです。皆さんぜひ受診してください

５月下旬に「特定健康診査受診券」を送付しました

特定健診の申込方法について

特定健診の申し込み

特定健診の受診

　国民健康保険に加入している特定健診対象者に、市民課より5月下旬頃に受
診券を送付しました。受診券の記載内容を必ず確認してください。
　対象者とは、平成27年度の健診期間中（平成27年6月1日から平成28年1月
31日）で受診日時点に40歳以上75歳未満の方です。

保険証

受診券

持ち物はこれで

大丈夫！

保険証

受診券

国民健康保険から
お知らせです

国民健康保険から
お知らせです

◎ 申し込みには受診券･保険証（国民健康
保険被保険者証）が必要です。

　集団健診をご希望の場合は、希望の日時・場所を
決め、受診券・保険証を持って、直接健康増進課窓
口へお越しいただくか、電話でお申し込みください。
　健診日の2週間前くらいまでに健診の問診票をお
送りします。
■申し込み先　健康増進課（きらら館内）☎（52）1116
※受診券と保険証をお手元にご用意ください。
　医療機関での個別健診をご希望の場合は、
　健診実施医療機関に直接お申し込みください。

■ 受診券がまだお手元に届いていない場合は、お
申込時に保険証をご用意ください。
■ 集団健診を実施する日程（健診日・施設等）に
ついては行政カレンダーで、個別健診を実施す
る医療機関については広報しもつけでご確認く
ださい。

◎ 受診当日に準備するもの
　集団健診を受ける方は、受診券・保険証が必要です。
忘れず健診会場にお持ちください。
　医療機関での個別健診を受ける方は、直接医療機
関に受診券・保険証を持って受診してください。

■ 受診券を忘れると健診を受けることができませ
ん。

■ 人間ドックとの重複受診はできませんので、ご
注意してください。

国民健康保険

■問い合わせ先　 市民課 ☎（40）5556

Shimotsuke
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制
度
で
は
こ
れ
を
「
施
設
型
給

付
費
」
と
し
て
一
本
化
し
て
市

か
ら
保
護
者
に
支
給
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

た
だ
し
、
こ
の
給
付
費
が
確

実
に
「
子
ど
も
子
育
て
支
援
」

に
使
わ
れ
る
こ
と
が
必
要
な
た

め
、
各
事
業
者
が
保
護
者
に
代

わ
り
、
直
接
市
に
給
付
費
の
請

求
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。（
法

定
代
理
受
領
）

施
設
給
付
費
は
、
児
童
一
人

一
人
の
「
認
定
区
分
」
に
応
じ

て
計
算
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、

実
際
に
施
設
を
利
用
す
る
と
き

に
は
、
事
前
に
入
園
申
込
と
あ

わ
せ
て
施
設
型
給
付
費
の
支
給

認
定
申
請
を
行
い
、
認
定
を
受

け
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。詳

し
く
は
次
頁
の
施
設
ま
た

は
こ
ど
も
福
祉
課
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

し
も
つ
け
ク
イ
ズ

【
正
解
は
③
】
下
野
市
夕
顔
一
丁
目
に
特
別
住
民
登
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制

度
ス
タ
ー
ト
に
あ
わ
せ
て
、
教

育
・
保
育
施
設
に
係
る
事
業
に

つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

○
「
施
設
型
給
付
」
に
つ
い
て

平
成
27
年
度
４
月
か
ら
ス

タ
ー
ト
し
た　

子
育
て
応
援
し

も
つ
け
っ
子
プ
ラ
ン
の
中
で

「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
給
付
」

制
度
が
で
き
ま
し
た
。

こ
の
制
度
の
中
に
は
「
施
設

型
給
付
」
制
度
と
「
地
域
型
保

育
給
付
」
制
度
の
２
つ
が
あ
り

ま
す
。

下
野
市
内
で
は
「
地
域
型
保

育
給
付
」
制
度
に
該
当
す
る
施

設
が
無
い
の
で
、
今
回
取
り
上

げ
る
の
は
保
育
園
等
の
施
設
に

通
園
さ
れ
て
い
る
方
に
関
係
の

深
い「
施
設
型
給
付
」制
度
で
す
。

こ
れ
ま
で
の
制
度
で
は
保
育

所
、
幼
稚
園
、
認
定
こ
ど
も
園

を
所
管
す
る
各
省
庁
か
ら
、
個

別
の
給
付
費
と
し
て
施
設
へ
の

経
費
や
保
護
者
へ
の
補
助
金
が

支
給
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
新

新 制 度

市町村

利用者 教育・保育施設
保育科

公的契約

学校教育・保育の提供

利用者 認可保育園

保育の実施

保　　育

学校教育

保育科

契　約
利用者 幼稚園

旧 制 度

教
育
・
保
育
施
設

市町村 市町村幼
稚
園

保
育
所

利用支援、あっせん、
要請、調整、措置

※利用する施設により保育料の
納付先が異なります。
・認定こども園：
　　通園する施設へ
・公立保育園：
　　通園する施設がある市町へ
・私立保育園：
　　園児の住民票のある市町へ

（
法
定
代
理
受
領
）

 
み
ん
な
笑
顔
で
地
域
の
宝
を
育
て
る
た
め
に

「
子
育
て
応
援

　
　
　
　
　

し
も
つ
け
っ
子
プ
ラ
ン
」
プラン紹介
その3

Shimotsuke
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し
も
つ
け
ク
イ
ズ

栃
木
県
民
の
日
（
６
月
15
日
）
の
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
は
？

①
カ
ン
ピ
く
ん　

②
と
ち
ま
る
く
ん　

③
ル
リ
ち
ゃ
ん

問
５

○ 新制度では保護者からの申請を受けて市が国の定める基準に基づきこどもの年齢や保育の必要性を鑑みて、
次の区分にそれぞれ認定し学校教育・保育を提供することになります。
○認定区分について

年齢 認定
区分 保育の必要性 教育・保育の時間 利用できる施設

（下野市内）

３歳以上

１号 満３歳以上のお子さんで保育を必要とせず、教育の
みを希望する方 教育標準時間 認定こども園

２号
満３歳以上のお子さんで、保護者の就労等の「保育
を必要とする事由」に該当し、保育園等で保育を希
望する方

保育標準時間
（11時間利用） 保育園

認定こども園保育短時間
（８時間利用）

３歳未満 ３号
満３歳未満のお子さんで、保護者の就労等の「保育
を必要とする事由」に該当し、保育園等で保育を希
望する方

保育標準時間
（11時間利用） 保育園

認定こども園保育短時間
（８時間利用）

※教育標準時間・保育短時間の利用時間は施設毎に定めています。

市内施設と認定区分一覧

施設名
認定区分

１号 ２号 ３号

認
可
保
育
園

公
立

グリム保育園 － ○ ○

こがねい保育園 － ○ ○

しば保育園 － ○ ○

薬師寺保育園 － ○ ○

吉田保育園 － ○ ○

私
立

あおば保育園 － △ ○

わかくさ保育園 － ○ ○

わかば保育園 － ○ ○

認
定
こ
ど
も
園

幼
保
連
携
型

むつみ愛泉こども園 ○ ○ ○

第二愛泉幼稚園 ○ ○ ○

幼
稚
園
型

愛泉幼稚園 ○ ○ ○

野ばら幼稚園 ○ ○ ○

△…３歳になった年の最初の３月31日まで利用可能

Shimotsuke
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廃
棄
物
の
野
外
焼
却
は

原
則
禁
止
で
す

「
洗
濯
物
に
煙
の
臭
い
が
つ
い

て
し
ま
う
」「
煙
の
臭
い
で
窓
が

開
け
ら
れ
な
い
」
な
ど
、
ご
み

を
焼
却
し
た
際
に
発
生
す
る
煙

や
臭
い
で
困
っ
て
い
る
人
が
ご

近
所
に
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

家
庭
か
ら
出
る
ご
み
は
焼
却

せ
ず
決
め
ら
れ
た
日
に
、
行
政
カ

レ
ン
ダ
ー
の
「
家
庭
ご
み
の
正
し

い
分
け
方
・
出
し
方
」
に
従
い
分

別
し
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
雑
草
等
を
排
出
す
る

際
に
は
ご
み
減
量
化
の
た
め
、

乾
燥
さ
せ
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

思
い
や
り
の
心
を
持
っ
て
、

み
ん
な
が
住
み
よ
い
環
境
づ
く

り
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

６
月
は「
環
境
月
間
」で
す

６
月
５
日
は
環
境
の
日
で
す
。

こ
れ
は
、
昭
和
47
年
６
月
５
日
に

ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
で
開
催
さ
れ
た

「
国
連
人
間
環
境
会
議
」
を
記
念

し
て
定
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

国
連
で
は
、
日
本
の
提
案
を

受
け
て
６
月
５
日
を
「
世
界
環

境
デ
ー
」
と
定
め
て
お
り
、
日

本
で
は
「
環
境
基
本
法
」
が
「
環

境
の
日
」
を
定
め
て
い
ま
す
。

し
も
つ
け
ク
イ
ズ

【
正
解
は
③
】
栃
木
県
の
鳥
「
オ
オ
ル
リ
」
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
マ
ス
コ
ッ
ト
で
す
。（
46
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。）

誰
も
が
犬
・
猫
を
好
き
と
は

か
ぎ
り
ま
せ
ん
。
ル
ー
ル
を
守

ら
な
い
犬
・
猫
の
飼
い
方
は
誰

も
が
不
快
で
す
。

み
ん
な
か
ら
理
解
が
得
ら
れ

る
よ
う
、
飼
い
主
は
責
任
と
自

覚
を
も
っ
て
犬
・
猫
を
飼
い
ま

し
ょ
う
。
飼
い
主
の
モ
ラ
ル
が

問
わ
れ
て
い
ま
す
。
近
隣
や
周

囲
の
人
に
迷
惑
を
か
け
る
こ
と

な
く
、
楽
し
く
ペ
ッ
ト
と
暮
ら

し
ま
し
ょ
う
。

■『
ふ
ん
』の
処
理
は
飼
い
主
の

責
任
で
す
。

・
散
歩
中
は
「
ふ
ん
」
を
片
付

け
る
道
具
を
携
帯
し
、
必
ず

「
ふ
ん
」
を
片
付
け
自
宅
で
処

理
し
て
く
だ
さ
い
。
道
路
や
公

園
な
ど
、
公
共
の
場
所
を
汚
さ

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

・
猫
は
専
用
の
ト
イ
レ
を
用
意

し
、
決
ま
っ
た
場
所
で
さ
せ
ま

し
ょ
う
。

■
放
し
飼
い
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

・
放
し
飼
い
を
す
る
と
、
人
に

か
み
つ
い
た
り
、
物
を
壊
し
て

し
ま
っ
た
り
と
い
う
危
険
性
が

あ
り
、
み
ん
な
の
迷
惑
と
な
り

ま
す
。
ま
た
、
犬
に
と
っ
て
も
、

交
通
事
故
な
ど
危
険
が
い
っ
ぱ

他
人
に
迷
惑
を
か
け
な
い
よ
う

に
正
し
く
飼
い
ま
し
ょ
う
。

再
生
資
源
の
集
団
回
収

に
協
力
し
ま
し
ょ
う
。

現
在
、
市
内
の
自
治
会
、
子

供
会
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
な
ど
約
70
団
体

が
集
団
回
収
実
施
団
体
と
し
て

登
録
し
、
活
動
を
行
っ
て
い
ま

す
。お

住
ま
い
の
地
域
で
集
団
回

収
を
実
施
し
て
い
る
場
合
は
、

で
き
る
だ
け
、
地
域
の
取
組
に

協
力
し
ま
し
ょ
う
。

・
回
収
し
て
い
る
資
源
は
古
紙

類
（
新
聞
、
雑
誌
、
段
ボ
ー
ル
）、

古
布
、
ア
ル
ミ
缶
な
ど
で
す
。

・
団
体
に
よ
っ
て
回
収
す
る
品

目
や
、
回
収
日
時
等
が
異
な
り

ま
す
の
で
自
治
会
や
近
隣
の
人

に
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

い
で
す
。

・
家
の
中
や
サ
ー
ク
ル
で
飼
っ

て
い
る
犬
で
も
、
カ
ミ
ナ
リ
や

花
火
な
ど
大
き
な
音
が
し
た
と

き
、
驚
い
て
外
に
飛
び
出
す
こ

と
が
あ
り
ま
す
の
で
注
意
し
ま

し
ょ
う
。

・
散
歩
の
時
は
リ
ー
ド
（
引
き

綱
）
を
付
け
ま
し
ょ
う
。

・
猫
は
、
ご
近
所
へ
の
ふ
ん
尿

等
の
被
害
防
止
の
ほ
か
、
交
通

事
故
や
感
染
症
の
危
険
か
ら
守

る
た
め
に
も
、
屋
内
飼
育
に
努

め
ま
し
ょ
う
。

■『
鳴
き
声
』、『
に
お
い
』、『
こ

う
傷
事
故
』に
注
意
し
ま
し
ょ

う
。

・
鳴
き
声
が
近
所
の
迷
惑
に
な

ら
な
い
よ
う
、
し
つ
け
を
し
ま

し
ょ
う
。

・
飼
っ
て
い
る
場
所
、
そ
の
周

辺
を
常
に
清
潔
に
す
る
こ
と
を

心
が
け
ま
し
ょ
う
。

・
飼
い
犬
が
人
に
危
害
（
人
に

か
み
つ
く
等
）
を
加
え
た
場
合

は
、
届
出
が
必
要
で
す
。

【
す
べ
て
の
方
へ
】

■
犬
・
猫
に
エ
サ
だ
け
与
え
る

こ
と
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

・
飼
う
な
ら
責
任
を
持
っ
て
、

 

あ
な
た
の
犬
・
猫
が
ご
近
所
か
ら
好
か
れ
る
た
め
に
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斎
場
使
用
料
補
助
金
に

つ
い
て

管
外
の
斎
場
（
火
葬
場
）
を

使
用
し
管
外
料
金
を
支
払
っ
た

場
合
、
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

管
外
料
金
を
全
額
支
払
っ
て

い
た
だ
き
、
補
助
金
申
請
・
請

求
後
に
補
助
金
が
交
付
さ
れ
ま

す
。

■
対
象
者　

亡
く
な
ら
れ
た
方

又
は
斎
場
使
用
申
請
者
が
下
野

市
民
で
あ
る
こ
と

■
対
象
施
設　

全
国
全
て
の
斎

場
で
の
火
葬
及
び
待
合
室
が
対

象
に
な
り
ま
す
。

※ 

「
宇
都
宮
市　

悠
久
の
丘
」

「
小
山
聖
苑
」
に
関
し
て
は

式
場
、
控
室
、
霊
安
室
等
も

補
助
対
象
に
な
り
ま
す
。

■
補
助
額　

火
葬
に
つ
い
て
は

１
体
に
つ
き
５
８
，８
０
０
円
、

待
合
室
に
つ
い
て
は
１
室
１
回

に
つ
き
１
６
，５
１
０
円
を
限

度
に
補
助
金
が
交
付
さ
れ
ま
す
。

式
場
等
に
つ
い
て
は
、
管
外

料
金
と
管
内
料
金
の
差
額
に
な

り
ま
す
。

■
申
請
方
法　

補
助
金
交
付
申

請
書
に
領
収
書
を
添
付
し
、
環

境
課
又
は
市
民
課
南
河
内
窓

口
・
市
民
課
石
橋
窓
口
へ
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

〜
管
外
斎
場
〜

○
石
橋
地
区
の
方
：
全
て
の
斎
場

○
国
分
寺
・
南
河
内
地
区
の
方
：

小
山
聖
苑
以
外
の
斎
場

小
枝
を
出
す
時
の

お
願
い

剪
定
し
た
小
枝
は
、
１
ｍ
位

に
切
り
、
束
ね
て
小
枝
の
日
に

お
出
し
く
だ
さ
い
。（
枝
の
太

さ
は
10
㎝
ま
で
）

ま
た
、
束
ね
る
際
は
、
で
き

る
だ
け
紙
・
麻
ひ
も
で
束
ね
て

出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

下
野
市
環
境
課

　

☎（
40
）５
５
５
９

　

市
で
は
、
リ
サ
イ
ク
ル
社
会
の
構
築

と
ご
み
減
量
化
の
た
め
、
不
用
品
リ
サ

イ
ク
ル
の
情
報
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

　

あ
な
た
の
『
譲
り
た
い
』『
譲
っ
て

ほ
し
い
』
情
報
を
お
受
け
し
て
い
ま
す

の
で
、
希
望
さ
れ
る
方
は
環
境
課
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

〈
譲
り
た
い
〉

・
犬
の
ゲ
ー
ジ
・
ベ
ッ
ド
・
授
乳
用
ク
ッ

シ
ョ
ン
・
ソ
プ
ラ
ノ
リ
コ
ー
ダ
ー
・
冷

蔵
庫
・
車
い
す
・
サ
ン
ヨ
ー
石
油
フ
ァ

ン
ス
ト
ー
ブ
・
石
油
タ
ン
ク
５
Ｌ
用
・

木
製
乳
幼
児
用
ダ
イ
ニ
ン
グ
チ
ェ
ア
・

緑
小
学
校
体
操
着
（
長
袖
１
５
０
㎝
）・

緑
小
学
校
体
操
着
（
長
袖
１
６
０
㎝
）・

ポ
ー
タ
ブ
ル
ト
イ
レ
介
護
用
・
大
型
食

器
戸
棚
・
学
習
机
・
セ
ミ
ダ
ブ
ル
ベ
ッ

ド
・
中
学
生
用
英
和
辞
典
・
中
学
生
用

和
英
辞
典
・
ベ
ビ
ー
布
団
セ
ッ
ト

〈
譲
っ
て
ほ
し
い
〉

・
愛
泉
幼
稚
園
制
服
（
男
児
１
１
０
㎝

前
後
）・
愛
泉
幼
稚
園
体
操
着
（
男
児

１
１
０
㎝
前
後
）・
ジ
ュ
ニ
ア
シ
ー
ト
・

ア
ッ
プ
ラ
イ
ト
ピ
ア
ノ
・
ジ
ュ
ニ
ア

シ
ー
ト
・
女
児
服
（
１
０
０
㎝
）・
男

児
服
（
９
０
㎝
）・
石
橋
幼
稚
園
制
服

（
女
児
１
３
０
㎝
）・
石
橋
幼
稚
園
制

服
（
男
児
１
３
０
㎝
）・
自
転
車
（
子

供
用
２
０
〜
２
２
イ
ン
チ
）・
愛
泉
幼

稚
園
制
服
（
女
子
１
１
０
㎝
）・
第
二

愛
泉
幼
稚
園
体
操
着
（
長
袖
１
０
０
〜

１
２
０
㎝
）・
第
二
愛
泉
幼
稚
園
体
操

着
（
長
ズ
ボ
ン
１
０
０
〜
１
２
０
㎝
）・

第
二
愛
泉
幼
稚
園
体
操
着
（
シ
ョ
ー
ト

パ
ン
ツ
１
０
０
〜
１
２
０
㎝
）・
薬
師

寺
幼
稚
園
制
服
（
男
児
ズ
ボ
ン
１
１
０

〜
１
２
０
㎝
）・
薬
師
寺
幼
稚
園
体
操

着
（
男
児
長
ズ
ボ
ン
１
１
０
〜
１
２
０

㎝
）

※
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
リ
サ
イ
ク

ル
情
報
の
確
認
や
登
録
が
で
き
ま
す

の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

不
用
品
リ
サ
イ
ク
ル
情
報

不
法
投
棄
は
犯
罪
で
す
！

ご
み
の
減
量
に
取
り
組
ん
で

い
る
一
方
で
、
ま
ち
の
中
や
山

林
、
河
川
な
ど
へ
の
不
法
投
棄

が
目
に
つ
き
ま
す
。
不
法
投
棄

は
大
き
く
分
け
て
、
集
積
場

付
近
に
レ
ジ
袋
な
ど
で
ご
み
を

捨
て
る
場
合
と
、
空
地
や
山
林
、

河
川
な
ど
に
粗
大
ご
み
や
産
業

廃
棄
物
な
ど
を
捨
て
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

市
で
は
、
こ
れ
ら
の
不
法
投

棄
対
策
の
た
め
パ
ト
ロ
ー
ル
、

看
板
の
設
置
、
排
出
者
を
特
定

す
る
た
め
の
調
査
な
ど
を
行
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
悪
質
な
も
の

は
警
察
と
連
携
し
て
処
置
を

と
っ
て
い
ま
す
。

【
不
法
投
棄
さ
れ
た
家
電
製
品
】

〜
ご
み
を
出
す
時
は

ル
ー
ル
を
守
っ
て
！
〜

○
必
ず
カ
レ
ン
ダ
ー
で
収
集
品

目
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

○
朝
８
時
ま
で
に
、
決
め
ら
れ

た
場
所
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

（
収
集
が
終
わ
っ
た
あ
と
に
出

し
た
場
合
、
ご
み
は
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
に
残
っ
て
し
ま
い
ま
す

の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
）

○
自
分
の
出
し
た
ご
み
が
収
集

さ
れ
な
か
っ
た
時
は
、持
ち
帰
り
、

分
け
方
・
出
し
方
を
再
度
確
認

し
て
出
し
直
し
て
く
だ
さ
い
。

○
き
ち
ん
と
分
別
し
、
決
め
ら

れ
た
分
け
方
で
出
し
て
く
だ
さ

い
。

・
石
橋
地
区
に
お
住
ま
い
の
方
へ

　

ビ
ン
・
缶
は
、
ビ
ニ
ー
ル
袋

に
入
れ
ず
、
ポ
リ
カ
ゴ
に
入
れ

て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

○
清
潔
な
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
管
理

に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。
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平成26年度下半期の財政状況
　市では、皆さんに納めていただいた市税などの収入の状況や、それがどのように使われているか、
また、市の財産や借入金の状況がどのようになっているかを、年２回に分けて公表しています。
　今回は、平成27年３月末までの財政状況についてお知らせします。
　４、５月の出納整理期間を含めた決算の状況については、決算特集号にてお知らせします。

【歳　入】　予算総額２３５億５，２２９万円　収入済額２０９億１，１４９万円（収入率８８．８％）

【歳　出】　予算総額２３５億５，２２９万円　支出済額２０２億８，６７０万円（執行率８６．１％）

市  税 市民の皆さんや市内に事務所などを持
つ法人などに納めていただく税金です。

議  会  費 議員報酬や市議会運営のための
経費です。

総  務  費 庁舎や財産の維持管理、戸籍管理、税
金の徴収などの経費です。

民  生  費 障がいのある方や高齢者に対する福祉の
充実、子育て支援などの経費です。

衛  生  費 感染症予防、健康増進、環境保
全、清掃費などの経費です。

農林水産業費 農林水産業の振興を図るための支援
や、生産基盤整備などの経費です。

商  工  費 商工業や観光の振興などの経費
です。

土  木  費 道路、河川、公園などの整備や
維持管理のための経費です。

消  防  費 消防や火災予防などの災害対策
のための経費です。

教  育  費 学校教育・生涯学習の充実、文化・
スポーツ振興などの経費です。

公  債  費 市債の元金・利子を支払うため
の経費です。

そ  の  他 労働費、予備費などです。

譲与税・交付金
地方譲与税、地方消費税交付金、
自動車取得税交付金などです。

地 方 交 付 税 国税の一定割合を財源として、国が一
定基準により市に交付するものです。

国 庫 支 出 金 国からの負担金や補助金などで
す。

県 支 出 金 県からの負担金や補助金などで
す。

繰  入  金 基金の取り崩しなどです。

繰  越  金 前年度で生じた決算剰余金を翌年
度の歳入に繰り越したものです。

市  債 政府・金融機構・銀行などから
調達する長期的な借入金です。

そ  の  他 分担金及び負担金、使用料及び
手数料などです。

91億4,578万円91億4,578万円
92億 830万円92億　830万円

（99.3%）

9億8,607万円
11億1,856万円 （113.4%）

33億3,722万円
36億6,300万円 （109.8%）

26億6,200万円
23億4,137万円 （88.0%）

15億7,469万円
10億8,235万円 （68.7%）

4億5,845万円
4億5,836万円 （100.0%）

12億1,576万円
12億1,576万円 （100.0%）

30億1,810万円
7億8,440万円 （26.0%）

10億9,170万円
11億　191万円 （100.9%）

2億　953万円
2億　637万円 （98.5%）

34億6,229万円
28億8,293万円 （83.3%）

67億　386万円
59億8,410万円 （89.3%）

15億1,697万円
13億9,204万円 （91.8%）

12億9,816万円
9億8,017万円 （75.5%）

7億9,264万円
6億7,768万円 （85.5%）

27億4,644万円
20億　520万円 （73.0%）

9億4,701万円
9億2,715万円 （97.9%）

29億4,419万円
23億2,209万円 （78.9%）

29億1,128万円
29億　808万円 （99.9%）

1,992万円
89万円 （4.5%）

予 算 現 額
収 入 済 額

※（　）内は収入率

予 算 現 額
支 出 済 額

●一般会計予算執行状況●

平成26年度 下半期の財政状況
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●特別会計・水道事業会計予算執行状況●

●市税の状況●　住民基本台帳人口 ６０，０６６人　　世帯数 ２２，５６６世帯

●地方債の残高● ●市有財産の現在高●

歳 入 歳 出

国民健康保険

予 算 現 額
支 出 済 額

予 算 現 額
収 入 済 額

※（　）内は収入率

後 期 高 齢 者 医 療

介 護 保 険
（保険事業勘定）

介 護 保 険
（介護サービス事業勘定）

公共下水道事業

農業集落排水事業

石橋駅周辺土地
区画整理事業

仁良川地区土地
区画整理事業

水 道 事 業
(収益 )

水 道 事 業
(資本 )

56億8,349万円56億8,349万円
51億3,215万円51億3,215万円 （90.3％）

5億　266万円
4億8,593万円 （96.7％）

33億5,342万円
30億1,050万円 （89.8％）

423万円
337万円 （79.8％）

19億1,759万円
14億2,937万円 （74.5％）

4億2,680万円
3億9,766万円 （93.2％）

3,898万円
2,932万円 （75.2％）

7億9,810万円
5億9,359万円 （74.4％）

8億7,954万円
8億1,281万円 （93.2％）

6億5,478万円
6億3,866万円

56億8,349万円56億8,349万円
52億8,280万円52億8,280万円

5億　266万円
4億9,204万円

33億5,342万円
32億6,837万円

423万円
374万円

19億1,759万円
15億9,466万円

4億2,680万円
4億2,296万円

3,898万円
3,898万円

7億9,810万円
7億9,834万円

10億4,413万円
8億6,291万円

1億8,450万円
1億8,088万円 （97.5％）

（92.9％）（92.9％）

（97.9％）

（97.5％）

（88.5％）

（83.2％）

（99.1％）

（100.0％）

（100.0％）

（82.6％）

（98.0％）

科　　目 収入状況 市民の負担状況
1人あたり 1世帯あたり

18万3,846円
17万7,017円

4,138円
１万9,250円
２万1,039円
40万5,290円

164万8,617㎡
18万9,098㎡
183万7,715㎡
17万8,498㎡

６万9,069円
６万6,503円
1,554円
7,232円
7,904円

15万2,262円

41億4,868万円
39億9,456万円

9,338万円
４億3,439万円
４億7,477万円
91億4,578万円

区　　　　　分 内　　　訳

土　地
行 政 財 産
普 通 財 産

計
建　物 行 政 財 産

問い合わせ先 財政課　☎（40）5552

地域づくり事業推進基金
4億4,848万円
地域づくり事業推進基金
4億4,848万円公共施設整備基金

5億4,743万円
公共施設整備基金

5億4,743万円

国民健康保険国民健康保険
財政調整基金財政調整基金

土地開発基金

高額療養費資金貸付基金

財政調整基金財政調整基金
25億1,316万円25億1,316万円

庁舎等整備基金庁舎等整備基金
15億6,319万円15億6,319万円

地域福祉基金
4億3,982万円

保健福祉施設整備基金
4億4,834万円

グリーン保存育成基金
586万円

5億4,672万円5億4,672万円

1,000万円

減債基金減債基金
29億8,183万円29億8,183万円

地域振興基金地域振興基金
15億7,744万円15億7,744万円

6億7,929万円

石橋駅周辺土地区画整理事業
403万円

仁良川地区土地区画整理事業
735万円

農業集落排水事業
26億5,022万円
農業集落排水事業
26億5,022万円

道の駅しもつけ基金
5,139万円

東日本大震災復興基金
486万円

介護給付費準備基金

一般旅券印紙等購買基金
3億1,421万円

300万円

市 民 税
固 定 資 産 税
軽 自 動 車 税
市 た ば こ 税
都 市 計 画 税
合 計

299億6,102万円
公共下水道事業
69億5,359万円
公共下水道事業
69億5,359万円

一般会計
177億8,338万円
一般会計
177億8,338万円

25億6,245万円25億6,245万円
水道事業水道事業

地方債残高

基金残高
121億3,502万円

平成26年度 下半期の財政状況
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Let’s SPORTSLet’s SPORTS

　
（
雨
天
時
は
翌
週
に
順
延
）

■
場
所　

祇
園
原
公
園
テ
ニ
ス

コ
ー
ト
及
び
大
松
山
運
動
公
園

テ
ニ
ス
コ
ー
ト

■
対
象
者　

原
則
と
し
て
下
野

市
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
方

■
種
目　

一
般
男
子
ダ
ブ
ル
ス
、

一
般
女
子
ダ
ブ
ル
ス

全
種
目
下
野
市
代
表
選
手
選

考
の
対
象
と
し
ま
す
。

■
参
加
費　
　

２
，５
０
０
円

■
申
し
込
み　

６
月
15
日
㈪
〜

25
日
㈭
午
後
５
時
ま
で
に
、
申

込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
載
し
、

下
野
市
ス
ポ
ー
ツ
交
流
館
窓
口

へ
参
加
費
を
添
え
て
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

■
そ
の
他

ド
ロ
ー
発
表　

６
月
29
日
㈪
以
降

■
問
い
合
わ
せ　

下
野
市
テ
ニ

ス
協
会　

井
上

　

☎
０
９
０（
１
４
６
７
）０
２
６
５

　

テ
ニ
ス
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

 
http://hom

epage2.nifty.
com
/SCT

A
/

■
対
象
者　

原
則
と
し
て
下
野

市
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
方

■
種
目　

一
般
女
子
ダ
ブ
ル
ス

■
参
加
費　
　

２
，
５
０
０
円

■
申
込
方
法　

ス
ポ
ー
ツ
交
流

館
窓
口
ま
た
は
電
子
メ
ー
ル
で

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

tennis_m
urao@

nifty.com

※ 

メ
ー
ル
で
の
申
し
込
み
の
場

合
、
①
氏
名
②
所
属
③
住
所

ま
た
は
勤
務
先
④
連
絡
先
を

本
文
に
記
載
し
て
送
信
し
て

く
だ
さ
い
。

（
受
付
完
了
の
返
信
を
確
認
く
だ

さ
い
。）

■
申
し
込
み　

６
月
８
日
㈪
〜

19
日
㈮
午
後
５
時
ま
で

■
そ
の
他

ペ
ア
の
変
更
は
当
日
ま
で
受

け
付
け
ま
す
が
、
キ
ャ
ン
セ
ル

は
で
き
ま
せ
ん
。

■
問
い
合
わ
せ

　

下
野
市
テ
ニ
ス
協
会　

井
上

　

☎
０
９
０（
１
４
６
７
）０
２
６
５

第
10
回
下
野
市
ダ
ブ
ル
ス

テ
ニ
ス
大
会
参
加
者
募
集

下
野
市
テ
ニ
ス
協
会
の
公
式
試

合
と
し
て
標
記
大
会
を
開
催
し
ま

す
。
多
数
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
日
時　

７
月
５
日
㈰
午
前
８

時
30
分
集
合

・
ゴ
ー
グ
ル
（
必
要
に
応
じ
て
）

・
運
動
の
で
き
る
服
装
、
帽
子

・
飲
み
物
（
事
務
局
で
も
用
意

し
ま
す
が
、
ご
用
意
願
い
ま
す
）

○
教
室
参
加
中
の
事
故
や
け
が
等

に
お
け
る
補
償
に
つ
い
て
は
、
主

催
者
が
加
入
す
る
傷
害
保
険
内
の

み
の
補
償
と
な
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

　

☎（
52
）１
１
２
４

体
育
協
会　

テ
ニ
ス
協
会

第
８
回
下
野
市
春
季

レ
デ
ィ
ス
ダ
ブ
ル
ス

テ
ニ
ス
大
会
参
加
者
募
集

■
日
時　

６
月
26
日
㈮

　

午
前
８
時
30
分
集
合

　
（
雨
天
時
は
翌
週
に
順
延
）

■
場
所　

大
松
山
運
動
公
園
テ

ニ
ス
コ
ー
ト
ほ
か

■
日
時　
７
月
11
日
㈯

　

受
付
：
午
前
８
時
30
分

　

開
会
：
午
前
９
時

　

閉
会
：
午
後
０
時
30
分

■
場
所　

大
松
山
運
動
公
園

■
対
象

○
小
学
４
年
生
以
上（
要
同
意
書
）

○
親
子（
小
学
生
以
上
）

■
参
加
料　

１
人
５
０
０
円

　
（
保
険
料
を
含
む
）

※
参
加
料
は
当
日
持
参
く
だ
さ
い

■
内
容

　

ミ
ニ
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
大
会

※ 

大
会
前
に
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
教

室
・
水
辺
の
安
全
教
室
を
開
催

■
申
し
込
み

申
し
込
み
用
紙
に
必
要
事
項

を
記
入
の
う
え
、
ス
ポ
ー
ツ
振

興
課
へ
直
接
持
参
す
る
か
郵
送
、

ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

　
７
月
８
日
㈬
必
着

■
そ
の
他

○
参
加
に
必
要
な
も
の（
携
行
物
）

・
自
転
車
（
ど
の
よ
う
な
自
転

車
で
も
Ｏ
Ｋ
）

・
ヘ
ル
メ
ッ
ト
（
用
意
で
き
な

い
場
合
は
事
務
局
ま
で
ご
相
談

く
だ
さ
い
）

・
運
動
靴
（
濡
れ
る
可
能
性
が

あ
り
ま
す
）

・
水
着

・
ス
イ
ミ
ン
グ
キ
ャ
ッ
プ

ミ
ニ
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン

大
会

〜
ウ
ォ
ー
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
ｉ
ｎ
し
も
つ
け
〜

参
加
者
募
集

ウ
ォ
ー
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
を
通

じ
て
、
参
加
者
相
互
の
交
流
と

親
睦
を
深
め
ま
し
ょ
う
。
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合
格
者
は
、
９
月
20
日
（
日
・

予
備
日
27
日
）
に
実
施
す
る
リ

バ
ー
ツ
ー
リ
ン
グ
に
参
加
で
き

ま
す
。

ビ
ギ
ナ
ー
水
泳
教
室

参
加
者
募
集

★
下
野
市
委
託
事
業

初
心
者
、
初
級
者
を
対
象
と

し
た
水
泳
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

■
日
時

　

Ａ
コ
ー
ス
：
７
月
８
日
〜

　

Ｂ
コ
ー
ス
：
８
月
５
日
〜

※ 

各
コ
ー
ス
４
回
、
毎
週
水
曜

日
、
午
後
６
時
30
分
〜
午
後

８
時

■
場
所　

国
分
寺
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋

セ
ン
タ
ー
プ
ー
ル

■
対
象

　

下
野
市
に
住
所
を
有
す
る
小
学

生
以
上
及
び
市
内
在
住
在
勤
者

■
募
集
人
数

　

各
コ
ー
ス
20
名
程
度

■
参
加
費

　

各
コ
ー
ス
１
，０
０
０
円
／

４
回
（
保
険
料
な
ど
を
含
む
）

■
持
ち
物 

　

水
着
、水
泳
キ
ャ
ッ
プ
、ゴ
ー

グ
ル
、
飲
み
物

■
申
込
期
間 

　

６
月
10
日
㈬
か
ら
先
着
順
で

受
け
付
け
ま
す
。

カ
ヌ
ー
教
室
参
加
者
募
集

水
に
親
し
む
た
め
の
カ
ヌ
ー

教
室
で
す
。

■
日
時

７
月
３
日
〜
８
月
28
日
（
８

月
14
日
除
く
）
講
習
６
回
、
補

習
２
回
の
合
計
８
回
、

毎
週
金
曜
日
、
午
後
６
時
45

分
〜
午
後
８
時
45
分

■
場
所　

国
分
寺
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋

セ
ン
タ
ー
プ
ー
ル

■
対
象

小
学
５
年
生
以
上
（
グ
ル
ー

プ
申
し
込
み
は
認
め
ま
せ
ん
）

■
募
集
人
数　

10
名
程
度

■
講
師

し
も
つ
け
指
導
者
会
（
Ｂ
＆

Ｇ
財
団
海
洋
性
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
）

■
参
加
費（
５
回
分
）

・
会　

員
：
３
，０
０
０
円

・
会
員
外
：
４
，０
０
０
円

　
（
保
険
料
を
含
む
）

■
持
ち
物

水
泳
パ
ン
ツ
、
ラ
ッ
シ
ュ

ガ
ー
ド
な
ど
の
Ｔ
シ
ャ
ツ
、
飲

み
物
、
着
替
え

■
申
し
込
み

　

６
月
10
日
㈬
か
ら
先
着
順
で

受
け
付
け
ま
す
。

■
そ
の
他

６
回
目
に
実
施
す
る
テ
ス
ト

※ 

参
加
申
込
書
は
窓
口
に
用
意

し
て
あ
り
ま
す
。（
電
話
申

込
不
可
）

・
キ
ャ
ン
セ
ル
は
７
月
３
日
㈮

午
後
５
時
ま
で
と
し
ま
す
。

■
使
用
球

公
認
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ボ
ー
ル

■
そ
の
他

組
合
せ
は
体
育
協
会
卓
球
部

役
員
会
に
て
行
い
ま
す
。
ダ
ブ

ル
ス
は
当
日
抽
選
で
す
。

※ 

ラ
ケ
ッ
ト
、
体
育
館
シ
ュ
ー

ズ
は
各
自
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

体
育
協
会
卓
球
部

理
事
長　

水
越

　

☎（
44
）２
３
８
２

午
後
10
時
か
ら
午
後
11
時

■
申
し
込
み

　

下
野
市
ゴ
ル
フ
協
会
事
務
局

　

☎（
44
）４
４
３
３

　

６
月
10
日
㈬
締
切
り

体
育
協
会　

卓
球
部

第
10
回
市
民
ラ
ー
ジ
ボ
ー
ル

卓
球
大
会
を
開
催
し
ま
す

■
日
時　

７
月
19
日
㈰

　

午
前
９
時
集
合

　

午
前
９
時
30
分
開
始

■
場
所

　

国
分
寺
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

■
対
象
者　

市
在
住
／
在
勤
の

40
才
以
上
の
男
女

■
種
目

・
男
子
シ
ン
グ
ル
ス
／
ダ
ブ
ル
ス

・
女
子
シ
ン
グ
ル
ス
／
ダ
ブ
ル
ス

■
競
技
方
法

　

３
セ
ッ
ト
マ
ッ
チ
（
11
本
）

　

予
選
リ
ー
グ
・
決
勝
ト
ー
ナ

メ
ン
ト

■
参
加
費　

５
０
０
円
／
一
人

参
加
費
は
保
険
料
含
み
ま
す
。

大
会
当
日
に
徴
収
し
ま
す
。

■
申
し
込
み

６
月
８
日
㈪
午
前
９
時
か
ら

７
月
３
日
㈮
午
後
５
時
ま
で
に
ス

ポ
ー
ツ
交
流
館
、
南
河
内
体
育

セ
ン
タ
ー
、
国
分
寺
Ｂ
＆
Ｇ
海

洋
セ
ン
タ
ー
の
窓
口
に
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

体
育
協
会　

ゴ
ル
フ
協
会

ゴ
ル
フ
教
室

ゴ
ル
フ
を
始
め
て
み
よ
う
と

い
う
方
大
歓
迎
で
す
。

■
日
時

火
曜
ク
ラ
ス
：
６
月
９
日
〜

７
月
14
日
午
後
７
時
〜
９
時

土
曜
ク
ラ
ス
：
６
月
13
日
〜

７
月
18
日
午
前
10
時
〜
正
午

■
場
所

フ
ラ
ワ
ー
ヒ
ル
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ

■
参
加
費　

１
３
，０
０
０
円（
ゴ

ル
フ
協
会
会
員
１
２
，０
０
０
円
）

■
定
員　

各
ク
ラ
ス
16
名

■
申
し
込
み

下
野
市
ゴ
ル
フ
協
会
事
務
局

　

☎（
44
）４
４
３
３

　

定
員
に
な
り
次
第
締
切
り

腕
試
し
ゴ
ル
フ
会

日
頃
の
練
習
の
成
果
を
試
す

ゴ
ル
フ
会
で
す
。

■
日
時

　

６
月
16
日
㈫
午
前
８
時
集
合

■
場
所　

新
バ
ー
ク
レ
イ
カ
ン

ト
リ
ー
ク
ラ
ブ（
日
光
市
）

■
参
加
費　

５
，５
０
０
円（
昼

食
＋
ド
リ
ン
ク
付
）

■
定
員　

20
名

■
そ
の
他　

プ
レ
ー
終
了
後
反

省
会
を
行
い
ま
す（
ド
リ
ン
ク
付
）

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人 

夢
く
ら
ぶ
国
分
寺

か
ら
の
お
知
ら
せ

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

国
分
寺
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン

タ
ー
内
ク
ラ
ブ
事
務
局
窓
口
で

申
込
書
に
記
入
の
う
え
参
加
費

を
添
え
て
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

い
。

　

担
当　

近
藤
敬
子

　

☎（
44
）０
８
４
９

※ 

火
・
水
・
木
曜
日
午
前
８
時

30
分
〜
午
後
５
時
15
分
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プ
ン
キ
ン
ボ
ー
ル
ス
ポ
ー
ツ
大

会
に
比
べ
大
規
模
か
つ
高
レ
ベ

ル
で
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
大
会

の
運
営
の
様
子
や
レ
フ
ェ
リ
ン

グ
を
間
近
で
見
ら
れ
た
こ
と
は
、

非
常
に
大
き
な
経
験
と
な
り
ま

し
た
。
こ
の
研
修
で
学
ん
だ
こ

と
を
活
か
せ
る
よ
う
、
今
年
度

も
積
極
的
に
活
動
し
て
い
き
ま

す
。

す
。
私
た
ち
は
、
参
加
者
が
心

か
ら
楽
し
い
と
思
え
る
イ
ベ
ン

ト
に
す
る
た
め
に
、
実
戦
や
研

修
を
通
し
て
技
術
を
磨
い
て
い

ま
す
。

★
先
進
地
視
察
研
修

３
月
21
日
に
、
東
京
都
中
央

区
立
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

に
て
開
催
さ
れ
た
、「
東
京
オ
ー

プ
ン
キ
ン
ボ
ー
ル
ス
ポ
ー
ツ
大

会
」
の
視
察
研
修
を
行
い
ま
し

た
。
こ
の
大
会
は
、
下
野
オ
ー

約
１
㎏
の
ボ
ー
ル
を
「
ヒ
ッ
ト
」

と
「
レ
シ
ー
ブ
」
の
繰
り
返
し

に
よ
り
、
３
チ
ー
ム
が
同
時
に

得
点
を
競
い
合
う
ス
ポ
ー
ツ
で

す
。
下
野
市
で
は
、
月
に
１
度

日
曜
日
に
、
講
習
会
を
兼
ね

た
体
験
会
の
「
キ
ン
ボ
ー
ル
ス

ポ
ー
ツ
サ
ン
デ
ー
」、「
市
民
体

育
祭
キ
ン
ボ
ー
ル
ス
ポ
ー
ツ
大

会
」、「
オ
ー
プ
ン
キ
ン
ボ
ー
ル

ス
ポ
ー
ツ
大
会
」
を
開
催
し
て

お
り
、
私
た
ち
ス
ポ
ー
ツ
推
進

委
員
は
受
付
や
司
会
進
行
、
レ

フ
ェ
リ
ー
に
至
る
ま
で
、
運
営

の
中
核
を
担
う
重
要
な
役
割
を

果
た
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
イ
ベ
ン
ト
の
中
で
、

ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
が
担
う
最

も
重
要
な
役
割
が
レ
フ
ェ
リ
ー

で
す
。
イ
ベ
ン
ト
の
成
功
た
め

に
は
、
円
滑
か
つ
正
確
な
レ

フ
ェ
リ
ン
グ
が
必
須
と
な
り
ま

グ
リ
ム
の
里
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

か
ら
の
お
知
ら
せ

■
問
い
合
わ
せ

下
野
市
ス
ポ
ー
ツ
交
流
館
内

グ
リ
ム
の
里
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

　

担
当　

黒
川
恵
里

※
月
・
水
・
金
曜
日

　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

　

☎（
52
）１
１
８
２

爽
や
か
ハ
イ
キ
ン
グ

★
下
野
市
委
託
事
業

爽
や
か
な
風
を
感
じ
な
が
ら

湿
原
を
散
策
し
て
み
ま
せ
ん

か
。奮
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
日
時　

８
月
23
日
㈰

午
前
５
時
30
分
大
松
山
運
動

公
園
駐
車
場
集
合

■
場
所　

池
の
平
湿
原（
長
野
県
）

■
対
象
者

　

下
野
市
在
住
・
在
勤
者
（
小

学
生
４
年
生
以
上
）

※
小
学
生
は
要
保
護
者
同
伴

■
参
加
費　

一
人
３
，５
０
０
円

■
定
員　

35
名
（
先
着
順
）

■
申
し
込
み

　

７
月
６
日
㈪
〜
８
月
14
日
㈮

ま
で
に
ス
ポ
ー
ツ
交
流
館
内
ク

ラ
ブ
事
務
局
で
申
込
用
紙
に
記

入
し
、
参
加
費
を
添
え
て
お
申

込
み
く
だ
さ
い
。

The スポ推
スポーツ推進委員会だより No.2

■問い合わせ先　スポーツ推進委員会事務局
　（スポーツ振興課）　☎５２－１１２４

ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
活
動
報
告

私
た
ち
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員

は
「
ス
ポ
ー
ツ
が
苦
手
・
興
味

が
な
い
・
時
間
が
な
い
・
き
っ

か
け
が
な
い
」
そ
ん
な
み
な
さ

ん
に
、《
市
民
一
人
１
ス
ポ
ー

ツ
》
の
実
現
に
向
け
て
、
年
間

を
通
し
て
誰
も
が
参
加
し
や
す

い
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
や
健
康

づ
く
り
の
企
画
・
運
営
を
し
て

い
ま
す
。

★
キ
ン
ボ
ー
ル
ス
ポ
ー
ツ
と
の

か
か
わ
り

下
野
市
が
普
及
推
進
を
お
こ

な
っ
て
い
る
キ
ン
ボ
ー
ル
ス

ポ
ー
ツ
と
は
、
直
径
１
２
２
㎝
・
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く
す
り
と
は
？

薬
は
人
体
に
と
っ
て
は
異
物
で
も
あ
る

こ
と
を
ご
存
知
で
し
ょ
う
か
？

人
間
に
は
本
来
自
然
治
癒
力
が
備
わ
っ

て
い
ま
す
が
、
そ
の
自
然
治
癒
力
だ
け
で

は
病
気
が
治
ら
な
い
場
合
に
化
学
物
質
を

体
内
に
取
り
込
む
こ
と
で
、
症
状
を
や
わ

ら
げ
治
癒
を
早
め
ま
す
。
私
た
ち
は
疾
病

の
回
復
を
期
待
し
て
使
用
す
る
化
学
物
質

を
医
薬
品
と
し
て
扱
っ
て
い
ま
す
が
、
そ

の
一
方
で
期
待
し
な
い
効
果
が
副
作
用
で

す
。
薬
を
不
適
切
に
使
用
す
る
と
治
療
効

果
が
得
ら
れ
な
い
だ
け
で
な
く
、
逆
に
健

康
を
損
な
う
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。

つ
ま
り
薬
は
ご
自
分
の
状
態
に
合
わ
せ

た
使
い
方
を
し
な
い
と
毒
に
な
る
一
面
も

持
っ
て
い
ま
す
。

実
は
多
面
的
な
薬
剤
師

主
な
薬
剤
師
の
職
種
は
、
病
院
勤
務
薬

剤
師
、
調
剤
薬
局
（
ド
ラ
ッ
グ
ス
ト
ア
）

で
勤
務
す
る
保
険
薬
剤
師
、
公
務
員
（
県

庁
や
保
健
所
、
公
立
病
院
な
ど
の
公
的
機

関
）、
卸
業
・
製
薬
企
業
、
教
育
・
研
究

職
に
大
別
で
き
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
薬
剤

師
は
医
療
、
公
衆
衛
生
、
企
業
、
教
育
と

幅
広
い
場
面
で
活
動
し
て
い
ま
す
。
私
た

ち
病
院
勤
務
薬
剤
師
は
市
販
薬
は
取
り
扱

い
ま
せ
ん
が
、
病
院
内
の
医
療
ス
タ
ッ
フ

と
と
も
に
薬
物
の
適
正
使
用
を
推
進
し
つ

○
医
薬
品
情
報
室

医
療
ス
タ
ッ
フ
か
ら
の
医
薬
品
に
関
す

る
質
問
へ
の
応
対
や
医
薬
品
情
報
を
発
信

し
て
い
ま
す
。

○
治
験
推
進
室

治
験
薬
を
使
用
す
る
患
者
さ
ん
の
治
療

支
援
を
行
い
ま
す
。

そ
の
他
に
も
薬
学
部
の
学
生
実
習
の
受

け
入
れ
や
研
究
活
動
も
行
い
ま
す
。

疾
病
の
治
療
は
、
単
に
手
術
や
薬
を
使

え
ば
良
い
と
い
う
わ
け
で
は
な
く
、
適
正

に
使
用
す
る
た
め
に
薬
同
士
の
飲
み
合
わ

せ
や
、
薬
と
食
品
と
の
飲
み
合
わ
せ
に
も

つ
患
者
さ
ん
の
治
療
に
貢
献
で
き
る
よ
う

日
々
努
力
し
て
い
ま
す
。

自
治
医
科
大
学
附
属
病
院
薬
剤
部
に
つ
い
て

自
治
医
科
大
学
附
属
病
院
の
薬
剤
部

と
と
ち
ぎ
臨
床
試
験
推
進
部
に
は
全
部

で
76
名
の
薬
剤
師
が
働
い
て
お
り
、
常

時
１
０
０
０
人
近
い
入
院
患
者
さ
ん
や

２
５
０
０
人
を
超
え
る
外
来
患
者
さ
ん
の

治
療
を
支
え
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
薬
剤

師
の
業
務
も
多
岐
に
渡
り
、
分
担
制
と

な
っ
て
い
ま
す
の
で
主
な
業
務
を
ご
紹
介

い
た
し
ま
す
。

○
調
剤
業
務
係

内
服
薬
や
外
用
薬
の
調
剤
を
行
い
ま
す
。

○
注
射
供
給
・
注
射
調
製
業
務
係

病
棟
で
使
用
す
る
注
射
薬
の
セ
ッ
テ
ィ

ン
グ
や
抗
が
ん
剤
な
ど
の
点
滴
薬
を
特
殊

な
環
境
下
で
混
ぜ
ま
す
。
ま
た
市
販
さ
れ

て
い
な
い
医
薬
品
を
院
内
製
剤
と
し
て
調

製
し
ま
す
。

○
病
棟
業
務
係

医
師
や
看
護
師
な
ど
の
病
棟
ス
タ
ッ
フ

と
、
よ
り
安
全
で
効
果
的
な
治
療
を
行
え

る
よ
う
に
診
療
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。
ま
た

入
院
患
者
さ
ん
へ
内
服
指
導
を
行
い
ま
す
。

○
チ
ー
ム
医
療
係

院
内
の
様
々
な
専
門
医
療
チ
ー
ム
に
専

従
し
て
、
治
療
支
援
を
行
い
ま
す
。

注
意
し
た
り
、
患
者
さ
ん
の
全
身
状
態
に

合
わ
せ
た
薬
物
投
与
量
を
チ
ェ
ッ
ク
し
た

り
し
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。
ま
た
薬
の

投
与
後
は
治
療
効
果
と
副
作
用
の
観
察
も

必
須
と
な
り
ま
す
。
薬
剤
師
は
薬
の
化
学

的
な
性
質
を
考
慮
し
て
薬
物
療
法
を
支
援

し
て
い
ま
す
。

身
近
な
存
在
と
し
て
の
薬
剤
師

当
院
は
急
性
期
か
つ
重
症
度
の
高
い
患

者
さ
ん
を
中
心
に
高
度
な
治
療
を
行
う
た

め
、
医
師
は
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
域
を
持
つ

ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
で
す
。
患
者
さ
ん
と
一

緒
に
最
適
な
治
療
法
を
見
出
し
な
が
ら
実

践
し
ま
す
の
で
、
私
た
ち
薬
剤
師
も
高
度

な
知
識
と
技
術
で
サ
ポ
ー
ト
す
る
一
方
で
、

在
宅
治
療
の
患
者
さ
ん
や
他
院
の
患
者
さ

ん
に
は
ど
う
し
て
も
サ
ポ
ー
ト
が
行
き
渡

り
に
く
く
な
り
ま
す
。
そ
こ
で
日
常
の
診

療
や
健
康
維
持
に
は
、
地
域
の
調
剤
薬
局

の
薬
剤
師
が
キ
ー
マ
ン
と
な
り
ま
す
。

健
康
年
齢
を
長
く
保
つ
に
は
、
か
か
り

つ
け
医
だ
け
で
な
く
、
な
じ
み
の
あ
る

薬
剤
師
を
ぜ
ひ
見
つ
け
て
、
ち
ょ
っ
と
し

た
こ
と
で
も
相
談
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

き
っ
と
薬
剤
師
が
薬
を
渡
す
だ
け
の
存

在
で
は
な
く
化
学
的
な
面
か
ら
親
身
に
サ

ポ
ー
ト
す
る
存
在
で
あ
る
と
わ
か
っ
て
頂

け
る
と
思
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
入
院
中
も

遠
慮
な
く
薬
剤
師
を
活
用
し
て
く
だ
さ
い
。

自治医科大学附属病院　連携協働コラム

治
療
を
化
学
的
な
視
点
か
ら
サ
ポ
ー
ト　
〜
薬
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
と
し
て
〜

自
治
医
科
大
学
附
属
病
院　

薬
剤
部

薬
剤
師　

芝し
ば　

祐ゆ
う
す
け輔
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■
問
い
合
わ
せ
先

　

生
涯
学
習
文
化
課
☎（
52
）１
１
１
９

自治医科大学の教授などが講師を務め、予防医療や最新医療についてわかり
やすく教えてくれる｢自治医科大学公開講座｣が開催されます。今年のメインテー
マは『老いとともに生きる－加齢と抗加齢の医学－』です。
昨年に引き続き下野市との連携事業として開催しますので、ぜひこの機会に
受講してください。
〇場　　所 自治医科大学構内　地域医療情報研修センター　大講堂
〇受　講　料 無料　〇募集定員　500名
〇受付期間 ６月１日㈪～６月30日㈫　※定員となり次第締切り
〇申 込 先 どちらからでもお申し込み可能です。
　①自治医科大学学事課　☎0285（58）7044　
　　ホームページ http://www.jichi.ac.jp/extension/index.html
　　※ホームページからのお申し込みは、随時受け付けています。
　②生涯学習文化課　☎0285（52）1119
　　電話での受付時間は、平日午前８時30分から午後５時です。
　　本講座は、とちぎ県民カレッジ登録講座です。
〇当日のお願い
　・会場には机のご用意はありませんので了承ください
　・ 大きな会場のため、空調の微調整ができません。
　　扇子や上着などをお持ちください。
〇日程、演題、講師
（全５日間のうち、3日間受講された方には修了証書をお渡しします。）

日　程 演　題 講　師 時　間

７/４
㈯

1 生活習慣病と予防 自治医科大学
 永井 良三 学長

午後１時30分～
 ２時45分

2 高血圧の予防は血管の老化防止につながる 循環器内科学部門
 苅尾 七臣 教授

午後３時～
 ４時15分

７/11
㈯

3 高齢者の難聴と耳の手術
東京北医療センター
耳鼻咽喉科
 飯野 ゆき子 科長

午後１時30分～
 ２時45分

4 最後まで動ける人生を目指して 整形外科学
 竹下 克志 教授

午後３時～
 ４時15分

７/１８
㈯

5 加齢に伴う眼疾患 眼科学
 川島 秀俊 教授

午後１時30分～
 ２時45分

6 腎臓の働きと老化
分子病態治療研究センター
抗加齢医学研究部
 黒尾 誠 教授

午後３時～
 ４時15分

７/２５
㈯

7 前立腺について知りたいところ 泌尿器科学部門
 高山 達也 准教授

午後１時30分～
 ２時45分

8 健康長寿食の科学（何を食べるべきか？）

さいたま医療センター
総合医学第２
 早田 邦康 准教授

午後３時～
 ４時15分

８/１
㈯

9 地域医療政策の動向について
地域医療学センター
地域医療政策部門
 小池 創一 教授

午後１時30分～
 ２時45分

10 長寿を健やかに過ごす
地域医療学センター
地域医療学部門
 梶井 英治 教授

午後３時～
 ４時15分

※日程、演題、講師等は、都合により変更となる場合があります。

平成27年度自治医科大学公開講座のご案内

昨年の講座の様子
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生
涯
学
習
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

自
主
企
画
講
座

夏
休
み
企
画

「
子
ど
も
の
た
め
の
囲
碁
講
座
」

囲
碁
は
集
中
力
、
創
造
力
、

発
想
力
を
育
む
頭
脳
ゲ
ー
ム
。

最
近
は
、
右
脳
の
刺
激
に
よ
り

判
断
力
ア
ッ
プ
や
ス
ト
レ
ス
解

消
に
も
効
果
的
で
あ
る
と
医
学

的
に
も
実
証
さ
れ
ま
し
た
。
そ

ん
な
趣
味
と
実
益
を
兼
ね
ら
れ

る
伝
統
的
ゲ
ー
ム
を
体
験
し
て

み
ま
せ
ん
か
？

■
日
程

　
７
月
25
日
、
８
月
１
日
、
８
日

（
全
て
土
曜
日
）

■
時
間　

午
前
９
時
〜
11
時

■
会
場

　

生
涯
学
習
情
報
セ
ン
タ
ー

■
対
象
者

　
小・中
学
生（
親
子
で
の
参
加
可
）

　

初
心
者
、
経
験
者
問
わ
ず

■
参
加
費　

無
料

■
講
師　
生
涯
学
習
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

月
井　

誠　

氏

■
受
付

　

６
月
20
日
〜
７
月
17
日
ま
で

に
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。（
日
祝
・
水
を
除
く
）

■
定
員　

先
着
20
名

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

生
涯
学
習
情
報
セ
ン
タ
ー

　

☎（
40
）０
９
１
１

シ
ニ
ア
向
け
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
体
験
講
座
受
講
生

募
集

　

シ
ニ
ア
の
方
々
を
対
象
と
し
、

タ
ブ
レ
ッ
ト
の
操
作
を
通
し
て

今
話
題
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の

性
能
を
体
験
し
て
い
た
だ
く
講

座
で
す
。

■
日
時

　

８
月
４
日
㈫

　

午
後
２
時
〜
４
時

■
場
所

　

南
河
内
東
公
民
館　

学
習
室

■
対
象
者

　

市
内
在
住
で
概
ね
65
歳
以
上

の
方

■
定
員　

20
名

■
講
座
の
内
容

　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
性
能
を

体
験
す
る
（
操
作
に
は
タ
ブ

レ
ッ
ト
を
使
用
）

■
費
用　

無
料

※ 

タ
ブ
レ
ッ
ト
は
貸
し
出
し
ま

す
。
二
人
で
一
台
使
用
し
て

い
た
だ
き
ま
す
。

■
講
師

　
（
株
）
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
栃
木
支

店■
申
込
方
法

　

６
月
22
日
㈪
か
ら
７
月
６
日

㈪
ま
で
電
話
で
受
け
付
け
ま
す
。

　

受
付
時
間
は
午
前
９
時
〜
午

上
在
学
し
て
、
１
２
４
単
位

を
修
得
し
卒
業
す
る
と
、
学

士
（
教
養
）
の
学
位
を
取
得

で
き
ま
す
。

○ 

一
つ
の
分
野
を
体
系
的
に
学

び
た
い
方
に
は
「
放
送
大
学

エ
キ
ス
パ
ー
ト
」
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

■
出
願
期
間

　

第
１
回
は
８
月
31
日
㈪
ま
で

　

第
２
回
は
９
月
20
日
㈰
ま
で

■
資
料
請
求
・
問
い
合
わ
せ
先

　

資
料
請
求
は
無
料

　

〒
３
２
１

－

０
９
４
３

　

宇
都
宮
市
峰
町
３
５
０

　

宇
都
宮
大
学
峰
キ
ャ
ン
パ
ス
内

　

放
送
大
学
栃
木
学
習
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
２
８（
６
３
２
）０
５
７
２

と
ち
ぎ
海
浜
自
然
の
家
主

催
事
業

「
山
の
子
・
海
の
子
交
流

キ
ャ
ン
プ
」募
集

■
期
日

　

８
月
10
日
㈪
〜

　
　
　

12
日
㈬
２
泊
３
日

■
内
容

　

砂
浜
活
動
・
野
外
調
理
・
漁

り
火
の
集
い　

ほ
か

■
募
集
人
員

後
5
時

※ 

定
員
を
超
え
る
応
募
が
あ
っ

た
場
合
は
抽
選
に
な
り
ま
す
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

生
涯
学
習
文
化
課

　

☎（
52
）１
１
１
９

放
送
大
学

10
月
生
募
集
の
お
知
ら
せ

　

放
送
大
学
で
は
平
成
27
年
度

第
２
学
期
（
10
月
入
学
）
の
学

生
を
募
集
中
で
す
。

　

放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
等
の
放

送
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
し

て
学
ぶ
通
信
制
の
大
学
で
す
。

　

心
理
学
・
福
祉
・
経
済
・
歴
史
・

文
学
・
自
然
科
学
な
ど
、
幅
広

い
分
野
を
学
べ
ま
す
。

　

働
き
な
が
ら
学
ん
で
大
学
を

卒
業
し
た
い
、
学
び
を
楽
し
み

た
い
な
ど
様
々
な
目
的
で
幅
広

い
世
代
、
職
業
の
方
が
学
ん
で

い
ま
す
。

○ 

15
歳
以
上
の
方
な
ら
、
１
科

目
か
ら
学
習
す
る
選
科
履
修

生
・
科
目
履
修
生
と
し
て
入

学
で
き
ま
す
。

○ 

18
歳
以
上
の
大
学
入
学
資
格

を
お
持
ち
の
方
な
ら
、
入
学

試
験
は
な
く
、
全
科
履
修
生

と
し
て
入
学
で
き
、
４
年
以

　

小
学
校
５
・
６
年
生　

約

１
２
０
名
（
栃
木
80
名
・
茨
城

40
名
）

■
参
加
費　

１
０
，８
０
０
円

　
（
バ
ス
代
・
食
事
代
等
含
む
）

※ 

県
内
４
か
所
か
ら
バ
ス
の
送

迎
あ
り

　
〈
予
定
バ
ス
ル
ー
ト
〉

　

Ａ
コ
ー
ス
（
往
路
）

　

 

○
矢
板
市
↓
○
宇
都
宮
市
↓

と
ち
ぎ
海
浜
自
然
の
家

　

Ｂ
コ
ー
ス
（
往
路
）

　

 

○
栃
木
市
↓
○
真
岡
市
↓
と

ち
ぎ
海
浜
自
然
の
家

　

い
ず
れ
も
復
路
は
逆
コ
ー
ス

　

※ 

○
印
４
か
所
の
み
が
発
着

点
（
駐
車
場
未
定
）

■
申
込
方
法

　

は
が
き
・FA

X

・
電
話
・
メ
ー

ル
で
直
接
施
設
へ
申
し
込
む

■
締
切
り　

７
月
６
日
㈪
必
着

（
申
込
み
多
数
の
場
合
は
バ
ス

の
コ
ー
ス
ご
と
に
抽
選
）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

と
ち
ぎ
海
浜
自
然
の
家

　

茨
城
県
鉾
田
市
玉
田
３
３
６

－

２

　

☎
０
２
９
１（
37
）４
０
０
４

　

０
２
９
１（
37
）４
０
０
８

　
kaihin-info@

tm
f.or.jp
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下
野
市
後
期
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画

〜
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
の
た
め
の
主
な
取
組
み
に
つ
い
て
〜

■
問
い
合
わ
せ
先　

高
齢
福
祉
課
☎（
52
）１
１
１
５

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の

構
築
の
た
め
に
、
高
齢
者
が
住

み
慣
れ
た
地
域
で
生
活
を
継
続

で
き
る
よ
う
取
り
組
む
主
な
施

策
は
次
の
と
お
り
で
す
。

１
在
宅
医
療
・
介
護
連
携
の

推
進

「
下
野
市
医
療
・
介
護
連
絡

協
会
」（
仮
称
）
を
発
足
し
ま
す
。

医
療
と
介
護
の
更
な
る
連
携
を

推
進
し
、
地
域
の
医
療
・
介
護

サ
ー
ビ
ス
資
源
の
把
握
や
連
携

の
課
題
を
抽
出
し
対
応
を
協
議

し
ま
す
。

２
認
知
症
施
策
の
推
進

２
０
１
５
年
１
月
厚
生
労
働

省
に
よ
り
、
２
０
２
５
年
の
認

知
症
患
者
は
、
現
状
の
約
１
・

５
倍
と
な
る
７
０
０
万
人
を
超

え
る
と
の
推
計
が
発
表
さ
れ
て

い
ま
す
。
市
で
は
、
認
知
症
を

正
し
く
理
解
し
、
早
期
発
見
・

早
期
治
療
の
た
め
「
認
知
症
初

期
集
中
支
援
チ
ー
ム
の
設
置
」

や
認
知
症
の
人
が
地
域
で
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
た
め
に
必
要
な

医
療
と
福
祉
な
ど
の
多
職
種
の

連
携
が
一
目
で
わ
か
る
よ
う
に

「
認
知
症
ケ
ア
パ
ス
」
を
作
成

す
る
な
ど
、
支
援
体
制
を
整
え

ま
す
。

３
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
の
基

盤
整
備
の
推
進

高
齢
者
が
交
流
を
深
め
、
近

隣
で
助
け
合
い
を
育
む
生
活
支

援
や
介
護
予
防
の
場
と
な
る
よ

う
「
地
域
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
」
や

「
高
齢
者
見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

事
業
」
の
充
実
に
よ
り
、
住
み
慣

れ
た
地
域
で
安
心
し
て
生
活
で

き
る
よ
う
支
援
を
行
い
ま
す
。

４
高
齢
社
会
に
対
応
す
る
居

住
環
境
施
策
と
の
連
携

要
介
護
状
態
に
なって
も
、在
宅

で
の
生
活
が
継
続
で
き
る
よ
う
に
、

居
住
系
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を
し
て
い

き
ま
す
。

ま
た
、在
宅
で
の
生
活
が
難
し
く

な
っ
た
と
き
の
た
め
に
、特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム
な
ど
の
施
設
系
サ
ー
ビ

ス
の
整
備
を
図
り
ま
す
。

新
し
い
介
護
予
防
・
日
常
生
活

支
援
総
合
事
業
の
取
組
み

今
回
の
介
護
保
険
法
の
改
正

は
、
医
療
・
介
護
一
体
改
革
に

向
け
「
医
療
か
ら
介
護
へ
」、「
施

設
か
ら
在
宅
へ
」
の
方
向
性
を

踏
ま
え
た
も
の
で
あ
り
、
２
０

２
５
年
を
目
標
と
し
た
「
地
域

包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」
の
構
築

に
向
け
た
第
一
歩
で
あ
る
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
法
改
正
に
盛
り
込
ま
れ

た
「
新
し
い
介
護
予
防
・
日
常

生
活
支
援
総
合
事
業
」（
新
し
い

総
合
事
業
）
は
、
運
動
、
口
腔
、

栄
養
改
善
、
在
宅
生
活
を
継
続

す
る
た
め
の
日
常
的
な
生
活
支

援
等
を
行
う
「
介
護
予
防
・
生

活
支
援
サ
ー
ビ
ス
事
業
」
と
全

て
の
高
齢
者
が
対
象
と
な
る
体

操
教
室
等
を
行
う
「
一
般
介
護

予
防
事
業
」か
ら
構
成
さ
れ
ま
す
。

下
野
市
で
は
、
平
成
29
年
４

月
か
ら
の
実
施
に
向
け
て
準
備

を
進
め
て
い
ま
す
。

　

生
活
支
援
・
介
護
予
防
は
、

高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で

生
活
を
継
続
す
る
た
め
に
、
地

域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
基
本

と
な
る
も
の
で
す
。
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地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
機

能
強
化

「
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム

の
構
築
」
に
向
け
て
は
、
保
険

者
で
あ
る
市
町
村
が
地
域
の
自

主
性
や
主
体
性
に
基
づ
き
、
地

域
そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴
、
特
性
に

応
じ
て
作
り
上
げ
て
い
く
も
の

で
す
。

今
回
の
地
域
支
援
事
業
の
充

実
と
介
護
予
防
給
付
の
見
直
し

に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
要
支

援
者
に
対
し
て
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
支
援
を
行
っ
て
い
る
「
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
」
が
重

要
な
役
割
を
担
う
こ
と
に
な
り

ま
す
。

そ
こ
で
、
本
年
度
か
ら
こ
れ

ま
で
以
上
の
役
割
を
果
た
し
、

円
滑
な
業
務
運
営
を
行
っ
て
い

く
た
め
に
「
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
の
機
能
強
化
」
を
行
い

ま
し
た
。

■
市
職
員
を
配
置

市
内
に
３
か
所
あ
る
「
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
み
な
み
か

わ
ち
・
こ
く
ぶ
ん
じ
・
い
し
ば

し
」
の
う
ち
、
市
直
営
で
運
営

し
て
い
る
「
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
み
な
み
か
わ
ち
」
に
市

職
員
３
名
を
配
置
し
ま
し
た
。

■
基
幹
型
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
と
し
て
位
置
づ
け

「
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」

の
構
築
に
向
け
た
「
在
宅
医
療

介
護
連
携
の
推
進
」「
認
知
症

施
策
の
推
進
」、
高
齢
者
の
ニ
ー

ズ
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
の
地
域

資
源
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
に
よ
り
、

多
様
な
主
体
に
よ
る
生
活
支
援

を
充
実
さ
せ
る
業
務
や
、
様
々

な
職
種
と
の
連
携
の
も
と
、「
地

域
ケ
ア
会
議
」
を
通
し
て
、
地

域
の
課
題
を
把
握
し
、
関
係
者

や
団
体
等
と
協
働
し
課
題
解
決

に
取
り
組
む
な
ど
の
業
務
を
担

い
ま
す
。

■
各
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
と
の

総
合
調
整
の
役
割

基
幹
型
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
は
、
市
内
３
か
所
の
「
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
」
が
同

じ
水
準
の
支
援
を
市
民
に
提
供

で
き
る
よ
う
後
方
支
援
を
行
い

ま
す
。

■
下
野
市
の
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で

は
、
高
齢
者
が
い
つ
ま
で
も
自

分
ら
し
く
地
域
で
生
活
す
る
お

手
伝
い
を
し
て
い
ま
す
。
高
齢

者
の
困
り
ご
と
で
、
ど
こ
に
相

談
し
よ
う
？
と
迷
っ
た
ら
ま
ず

は
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

○
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　

み
な
み
か
わ
ち

所
在
地
：
緑
三
丁
目
５
番
地
３

　
（
南
河
内
児
童
館
内
）

　

☎（
44
）３
０
０
２

○
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　

こ
く
ぶ
ん
じ

所
在
地
：
小
金
井
７
８
９

　
（
ゆ
う
ゆ
う
館
内
）

　

☎（
43
）１
２
２
９

○
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　

い
し
ば
し

所
在
地
：
下
古
山
１
２
２
０

　
（
き
ら
ら
館
内
）

　

☎（
51
）０
６
３
３

■
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
等
を

整
備
し
ま
す

市
で
は
、
よ
り
入
所
の
必
要

性
の
高
い
要
介
護
認
定
者
（
原

則
要
介
護
度
３
以
上
）
の
入
所

待
機
者
の
早
期
解
消
を
図
る
た

め
、
第
５
期
計
画
で
整
備
し

た
地
域
密
着
型
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
２
施
設
に
続
き
次
の
と

お
り
整
備
を
進
め
ま
す
。

　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

　
　
【
広
域
型
（
50
床
）】

　
　
【
地
域
密
着
型
（
29
床
）】

各
１
施
設

ま
た
、
介
護
状
態
が
軽
度
の

方
や
在
宅
で
の
生
活
が
困
難
な

高
齢
者
な
ど
が
利
用
で
き
る
施

設
と
し
て
「
サ
ー
ビ
ス
付
き
高

齢
者
向
け
住
宅
」
の
整
備
や
利

用
者
が
可
能
な
限
り
自
立
し
た

日
常
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
、
家
庭
的
な
環
境
と
地

域
住
民
と
の
交
流
の
下
で
日
常

生
活
上
の
支
援
や
機
能
訓
練
を

行
う
、「
小
規
模
多
機
能
型
居

宅
介
護
」
の
サ
ー
ビ
ス
提
供
を

計
画
し
て
い
ま
す
。

■
地
域
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
事
業

市
で
は
、
地
位
包
括
ケ
ア
シ

ス
テ
ム
構
築
の
た
め
の
取
組
み

の
一
つ
と
し
て
、
近
所
で
助
け

合
い
を
育
む
生
活
支
援
や
介
護

予
防
の
場
と
な
る
よ
う
、
歩
い

て
通
え
る
身
近
な
範
囲
を
基
本

に
「
地
域
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
」

の
開
設
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

現
在
、
市
内
に
は
14
か
所
の

サ
ロ
ン
が
あ
り
、
茶
話
会
の
ほ

か
、
軽
い
体
操
や
ゲ
ー
ム
な
ど

で
楽
し
く
過
ご
し
て
い
ま
す
。

お
近
く
の
サ
ロ
ン
で
、
お
茶
飲

み
や
お
し
ゃ
べ
り
な
ど
で
楽
し

い
時
間
を
過
ご
し
て
み
ま
せ
ん

か
？お

一
人
で
も
お
友
だ
ち
と
で

も
、、
散
歩
や
お
買
い
物
の
つ

い
で
に
、
ち
ょ
っ
と
立
ち
寄
っ

て
み
ま
せ
ん
か
？

地
域
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
を
開

設
し
て
み
た
い
方
々
や
、
現
在

登
録
済
み
の
サ
ロ
ン
で
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
と
し
て
一
緒
に
活
動
し

て
く
れ
る
方
々
な
ど
、
興
味
の

あ
る
方
は
高
齢
福
祉
課
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。
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相　
　

談

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談

「
眠
れ
な
い
、
食
欲
が
落
ち
た
、

体
や
頭
が
重
い
」
な
ど
、
誰
に

も
相
談
で
き
ず
に
つ
ら
い
思

い
を
し
て
い
る
方
は
い
ま
せ
ん

か
？市

で
は
、
精
神
科
医
が
対
応

す
る
「
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
」

を
実
施
し
ま
す
。
相
談
す
る
こ

と
で
、
今
の
つ
ら
さ
が
少
し
で

も
軽
く
な
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

ぜ
ひ
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
日
時

　

７
月
７
日
㈫

　

午
後
２
時
〜
４
時

■
場
所

　

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
き
ら
ら
館

■
相
談
員　

精
神
科
医

■
料
金　

無
料

※ 

予
約
制
と
な
り
ま
す
の
で
、

相
談
日
の
一
週
間
前
ま
で
に

ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

※ 

相
談
日
以
外
で
も
随
時
保
健

師
が
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
増
進
課
☎（
52
）１
１
１
６

お　

知　

ら　

せ

８ハ
チ
マ
ル
ニ
イ
マ
ル

０
２
０
達
成
者
を

募
集
し
ま
す

満
80
歳
以
上
で
、
ご
自
分
の

歯
が
20
本
以
上
あ
る
方
を
表
彰

し
ま
す
。（
小
山
歯
科
医
師
会

が
該
当
者
を
募
集
し
、
表
彰
し

ま
す
。）

■
応
募
資
格

　

審
査
日
に
お
い
て
満
80
歳
以

上
で
自
分
の
歯
が
20
本
以
上
あ

る
方（
過
去
の
表
彰
者
は
応
募

で
き
ま
せ
ん
。）

■
事
前
審
査

　

応
募
者
に
は
、
事
前
審
査（
無

料
）を
受
け
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

必
ず
小
山
歯
科
医
師
会
の
会

員
の
歯
科
医
院
に
予
約
し
て
か

ら
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。（「
８

０
２
０
達
成
者
の
審
査
」と
予

約
し
て
く
だ
さ
い
。）

■
実
施
期
間

　

６
月
１
日
㈪
〜
８
月
８
日
㈯

■
問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
増
進
課
☎（
52
）１
１
１
６

子
育
て
巡
回
相
談

子
育
て
に
関
す
る
様
々
な
悩

み
や
心
配
ご
と
の
相
談
会
を
、

市
内
の
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

で
実
施
し
ま
す
。

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
つ
く
し

■
日
程　

７
月
15
日
㈬

※
奇
数
月
に
実
施
予
定
。

■
時
間

　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

■
相
談
員　

心
理
士
・
保
育
士

■
会
場　

子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
つ
く
し（
ゆ
う
ゆ
う
館
内
）

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
ゆ
り
か
ご

■
日
程　

６
月
９
日
㈫

※
偶
数
月
に
実
施
予
定
。

■
時
間　

午
前
９
時
〜
11
時

■
相
談
員　

心
理
士
・
看
護
師
・

保
育
士

■
会
場　

子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
ゆ
り
か
ご（
あ
お
ば
保
育

園
内
）

※ 「
ゆ
り
か
ご
」を
初
め
て
利
用

さ
れ
る
場
合
に
は
、
防
犯
対

策
の
た
め
に
入
館
者
登
録

（
名
札
代
）３
１
０
円
が
か
か

り
ま
す
。

※ 

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、

子
育
て
巡
回
相
談
日
以
外
で

も
随
時
保
育
士
等
が
相
談
を

お
受
け
し
て
い
ま
す
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
増
進
課
☎（
52
）１
１
１
６

育
児
相
談

子
育
て
に
関
す
る
様
々
な
悩

み
や
心
配
ご
と
の
相
談
を
お
受

け
し
ま
す
。

■
日
程

　

６
月
11
日
㈭

　

７
月
９
日
㈭

　

８
月
６
日
㈭

　

９
月
14
日
㈪

※
月
１
回
実
施
予
定
。

■
受
付
時
間

　

午
前
９
時
30
分
〜
11
時

■
会
場

　

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
ゆ
う
ゆ

う
館　

大
ホ
ー
ル

■
相
談
員

　

保
健
師
・
助
産
師
・
管
理
栄

養
士
・
心
理
士

■
持
ち
物　

母
子
健
康
手
帳

※ 

受
付
順
に
ご
相
談
を
お
受
け

し
ま
す
。
相
談
ま
で
に
お
待

ち
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま

す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
増
進
課

　

☎（
52
）１
１
１
６

保 

り 便 

健
HealthInformationHealthInformation
ヘルスインフォメーション
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国
民
健
康
保
険
加
入
者
で
、
集

団
検
診
に
て
特
定
健
康
診
査
を
受

診
さ
れ
た
方
を
対
象
に
、
健
診
の

結
果
説
明
会
を
下
記
の
と
お
り
実

施
し
ま
す
。

健
診
の
結
果
を
手
渡
し
で
お
返
し

し
、
き
め
細
や
か
な
生
活
改
善
指
導

を
実
施
す
る
こ
と
で
、
生
活
習
慣
病

に
よ
る
病
気
の
発
症
を
予
防
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

結
果
の
返
却
に
合
わ
せ
て
保
健

師
、
栄
養
士
が
個
別
相
談
を
行
い

ま
す
。

■
説
明
会
受
付
時
間

　

午
前
９
時
〜
10
時

○
結
果
説
明
会
に
来
ら
れ
な
い
方

健
康
相
談
・
他
の
結
果
説
明
会

で
も
お
返
し
で
き
ま
す
。
そ
の
際

は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

○
特
定
健
康
診
査
受
診
者
以
外
で

健
康
相
談
ご
希
望
の
方

健
康
相
談
（
要
予
約
）・
結
果
説

明
会
に
て
健
康
相
談
を
実
施
し
て

お
り
ま
す
。

■
健
康
相
談

　

必
ず
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

　

会
場
： 

き
ら
ら
館
ま
た
は
ゆ
う

ゆ
う
館

　

日
時
： 

月
〜
金
曜
日
（
土
・
日
・

祝
日
を
除
く
）
午
前
８
時

30
分
〜
午
後
５
時 

健診結果説明会のお知らせ
～健康診査を受診される方へ～

●健康相談の予約・問い合わせ先　健康増進課（きらら館内）　☎（５２）１１１６

■検診結果の通知方法

集団検診 （きらら館・ゆうゆう館・南河内公民館・南河内東公民館・グリーンタ
ウンコミュニティセンターで受診）

個別検診
（医療機関で受診）

特定健康診査
（国民健康保険加入者）

特定健康診査
（社会保険加入者）

後期高齢者
健康診査

がん検診のみ
ヤング健診

特定健康診査、肺が
ん検診、大腸がん検
診、前立腺がん検診、
子宮頚がん検診

結果説明会にて返します 栃木県保健衛生事
業団から直接郵送 下野市から郵送 下野市から郵送

医療機関より返却
（子宮頚がんのみ下
野市から郵送）

■平成27年度集団検診・結果説明会日程表

集団検診日 結果説明会日 会　　場

６月

9 火 ７月22日 水 きらら館
11 木 ７月23日 木 南河内公民館
17 水 ７月29日 水 ゆうゆう館
28 日 ８月10日 月 ゆうゆう館
29 月 ８月12日 水 きらら館

７月
21 火 ９月３日 木 GTコミュニティセンター
25 土 ９月７日 月 きらら館
27 月 ９月９日 水 ゆうゆう館

8月
5 水 ９月17日 木 ゆうゆう館
21 金 10月７日 水 ゆうゆう館

９月

2 水 10月14日 水 きらら館
4 金 10月16日 金 南河内公民館
9 水 10月21日 水 きらら館
10 木 10月22日 木 ゆうゆう館
15 火 10月28日 水 GTコミュニティセンター
16 水 10月29日 木 ゆうゆう館
18 金 11月５日 木 きらら館
29 火 11月10日 火 きらら館

集団検診日 結果説明会日 会　　場

10月

6 火 11月19日 木 GTコミュニティセンター
19 月 12月２日 水 きらら館
23 金 12月７日 月 ゆうゆう館
30 金 12月14日 月 ゆうゆう館

11月

9 月 12月21日 月 きらら館
12 木 12月24日 木 南河内公民館
15 日 12月25日 金 ゆうゆう館
18 水 １月６日 水 ゆうゆう館
24 火 １月７日 木 南河内東公民館
30 月 １月15日 金 きらら館

12月
4 金 １月21日 木 ゆうゆう館
11 金 １月27日 水 南河内公民館
13 日 １月28日 木 きらら館

1月

12 火 ２月24日 水 きらら館
20 水 ３月３日 木 ゆうゆう館
22 金 ３月４日 金 南河内公民館
23 土 ３月７日 月 きらら館



検　
　

診

平
成
27
年
度
受
診
券

を
送
付
し
ま
し
た

　

が
ん
検
診
等
を
受
け
る
た
め

の
受
診
券（
圧
着
ハ
ガ
キ
）を
送

付
し
ま
し
た
。

　

受
診
で
き
る
項
目
が
個
人
に

よ
り
違
い
ま
す
の
で
、
必
ず
中

を
開
け
て
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
集
団
検
診
の
日
程
や

個
別
検
診
医
療
機
関
の
一
覧
が

掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

お
手
元
に
届
い
て
い
な
い
方

に
つ
き
ま
し
て
は
、
健
康
増
進

課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
増
進
課

　

☎（
52
）１
１
１
６

特
定
健
康
診
査
を
受
診
さ

れ
る
国
民
健
康
保
険
以
外

に
加
入
さ
れ
て
い
る
方
へ

■
特
定
健
康
診
査
受
診
券

国
民
健
康
保
険
以
外
の
医
療

保
険
（
健
康
保
険
組
合
・
協
会

け
ん
ぽ
・
共
済
組
合
・
国
保
組

合
等
）
の
加
入
者
の
家
族
の
方

が
特
定
健
診
受
診
を
希
望
さ
れ

る
場
合
、
加
入
保
険
よ
り
発
行

さ
れ
る
「
特
定
健
康
診
査
受
診

券
」
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

40
歳
か
ら
74
歳
ま
で
の
方
は
、

加
入
す
る
医
療
保
険
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
が
必
要
な
場
合
も

あ
り
ま
す
の
で
、
ご
自
身
で
該

当
の
医
療
保
険
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

■
受
診
で
き
る
健
診
機
関

下
野
市
で
も
集
団
検
診
の
日

程
で
受
診
で
き
ま
す
。
集
団
検

診
申
込
み
時
、
受
診
券
を
お
手

元
に
用
意
し
お
電
話
く
だ
さ
い
。

健
診
受
診
時
に
は
、
必
ず
「
特

定
健
康
診
査
受
診
券
」「
保
険

証
」
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。
こ

れ
ら
を
忘
れ
た
場
合
は
受
診
で

き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ

い
。な

お
、
加
入
保
険
に
よ
っ
て

は
、
集
団
検
診
で
は
対
応
で
き

な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

加
入
す
る
医
療
保
険
に
よ
っ

て
自
己
負
担
が
発
生
す
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
増
進
課

　

☎（
52
）１
１
１
６

教
室
・
講
座

個
別
健
康
教
育

（
糖
尿
病
）

個
人
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
等

に
合
わ
せ
た
健
康
教
育
を
行
い

ま
す
。
血
糖
値
が
気
に
な
る
方

や
生
活
習
慣
を
改
善
し
た
い
方

は
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

昨
年
度
は
参
加
者
の
80
％
に
血

糖
値
の
改
善
が
み
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
参
加
者
か
ら
「
食
事

へ
の
意
識
が
変
わ
っ
た
」「
今

後
も
継
続
し
て
い
き
た
い
」
と

の
感
想
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

■
実
施
期
間

７
月
か
ら
平
成
28
年
３
月
の

う
ち
、
面
接
６
回
及
び
血
液
検

査
４
回
（
面
接
日
は
、
受
講
者

の
ご
都
合
に
合
わ
せ
た
日
程
に

な
り
ま
す
。
血
液
検
査
は
指
定

日
と
な
り
ま
す
。）

■
対
象
者

　

健
康
診
断
を
受
診
し
た
人
で
、

①
②
③
の
条
件
の
い
ず
れ
か
を
満

た
す
方

① 

空
腹
時
血
糖　

１
１
０
〜
１
３

９
mg
／
dl

② 

随
時
血
糖　

１
４
０
〜
１
９
９

mg
／
dl

③ ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン
Ａ
１ｃ　

５・６
〜

５
・
９
％
（
た
だ
し
、
イ
ン

ス
リ
ン
注
射
及
び
血
糖
値
を

下
げ
る
薬
を
内
服
し
て
い
る

方
を
除
き
ま
す
。）

■
内
容

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
応
じ
た

ア
ド
バ
イ
ス
で
血
糖
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
の
支
援
を
行
い
ま
す
。

あ
な
た
の
予
定
と
調
整
し
な

が
ら
半
年
間
の
中
で
６
回
の
面

接
と
４
回
の
血
液
検
査
を
実
施

し
ま
す
。
１
回
の
面
接
時
間
は

30
分
〜
１
時
間
程
度
で
す
。

※ 

血
液
検
査
は
石
橋
総
合
病
院

に
て
行
い
、
面
接
は
き
ら
ら

館
に
て
行
い
ま
す
。

※ 

申
し
込
み
さ
れ
た
方
に
は
、

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ

い
て
通
知
し
ま
す
。

■
初
回
面
接
日
時

　

７
月
27
日
㈪
・
31
日
㈮

※
希
望
の
日
を
お
選
び
く
だ
さ
い
。

　

午
前
10
時
〜
正
午
（
受
付
：

午
前
9
時
45
分
〜
午
前
10
時
）

■
会
場　

き
ら
ら
館

■
費
用　

無
料
（
血
液
検
査
も

無
料
）

■
定
員　

10
名
程
度

■
申
込
期
限　

７
月
17
日
㈮

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
増
進
課

　

☎（
52
）１
１
１
６

忙
し
い
あ
な
た
も

元
気
な
あ
な
た
も

受
け
よ
う
！

定
期
け
ん
し
ん

あ
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み
そ
汁
塩
分
測
定
会

お
う
ち
の
み
そ
汁

計
っ
て
み
そ
！

（
健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
対
象

事
業
）

ま
ず
１
ｇ
の
減
塩
を
目
指
し

て
、
ご
家
庭
の
味
噌
汁
に
ど
れ

く
ら
い
塩
分
が
含
ま
れ
て
い
る

か
測
定
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

■
日
時
・
会
場

　

７
月
24
日
㈮
ゆ
う
ゆ
う
館　

小
ホ
ー
ル

時
間
：

 

①
〜
③
か
ら
選
択
し
て
く
だ
さ
い
。

①
午
前
９
時
30
分
〜
９
時
50
分

②
午
前
９
時
50
分
〜
10
時
10
分

③
午
前
10
時
10
分
〜
10
時
30
分

■
定
員

　

各
回
10
名
（
先
着
順
）

※ 

前
日
ま
で
に
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

■
費
用　

無
料

■
持
ち
物

　

味
噌
汁
ま
た
は
ス
ー
プ

（
１
０
０
㏄
以
上
を
タ
ッ
パ
ー
や

袋
に
入
れ
て
お
持
ち
く
だ
さ
い
。）

※ 

参
加
さ
れ
た
方
に
は
、
小
さ

じ
セ
ッ
ト
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し

ま
す
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
増
進
課
☎（
52
）１
１
１
６

ヘ
ル
シ
ー
ス
タ
ー
ト
教
室

育
児
や
家
事
に
忙
し
い
毎
日
、

ど
う
し
て
も
食
生
活
の
バ
ラ
ン

ス
が
崩
れ
が
ち
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

食
事
バ
ラ
ン
ス
ガ
イ
ド
を

使
っ
て
簡
単
に
食
事
バ
ラ
ン
ス

を
考
え
る
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

ま
た
、
お
子
さ
ん
の
離
乳
食

に
つ
い
て
も
ア
ド
バ
イ
ス
し
ま

す
。
お
子
さ
ん
と
一
緒
に
ぜ
ひ
、

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
日
時　

７
月
30
日
㈭

　

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

　
（
受
付
：
午
前
９
時
45
分
〜
）

■
会
場　

ゆ
う
ゆ
う
館
大
ホ
ー
ル

■
対
象
者　

平
成
26
年
12
月
・

平
成
27
年
1
月
生
ま
れ
の
、
生

後
6
〜
7
か
月
児
を
持
つ
保
護

者■
持
ち
物　

特
に
あ
り
ま
せ
ん

■
定
員　

約
20
名

■
内
容

・ 

食
事
バ
ラ
ン
ス
ガ
イ
ド
を

使
っ
て
自
分
・
家
族
の
食
事

チ
ェ
ッ
ク

・ 

野
菜
料
理
の
試
食
（
調
理
は

し
ま
せ
ん
。
）

・ 

大
人
の
食
事
か
ら
離
乳
食
へ

の
取
り
分
け
の
工
夫

歩あ
る

く
ら
す

〜
健
康
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
教
室
〜

（
夏
コ
ー
ス
）（
健
康
マ
イ
レ
ー

ジ
対
象
事
業
）

健
康
運
動
指
導
士
に
よ
る
効

果
的
な
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
方
法
を

学
び
ま
す
。

■
日
程
（
２
日
間
１
コ
ー
ス
）

　

１
回
目　

６
月
26
日
㈮

　

２
回
目　

７
月
６
日
㈪

　

午
前
９
時
45
分
〜
11
時
30
分

　
（
受
付
：
午
前
９
時
30
分
〜
）

■
場
所　

ゆ
う
ゆ
う
館
大
ホ
ー
ル

■
対
象
者　

下
野
市
民
で
昨
年

度
健
康
診
断
を
受
診
し
た
方

■
定
員　

30
名

■
内
容　

血
圧
測
定
、ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
に
つい
て
の
講
話
、ス
ト
レッ
チ・

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
実
践（
室
内・屋
外
。

た
だ
し
、雨
天
時
は
室
内
の
み
。）

■
参
加
費　

無
料

■
持
ち
物　

運
動
可
能
な
服
装
、

タ
オ
ル
、
運
動
靴
、
室
内
用
運

動
靴
水
分
（
水
ま
た
は
お
茶
）

■
申
込
締
切　

６
月
19
日
㈮

※ 

高
血
圧
、
関
節
に
痛
み
が
あ

る
等
で
運
動
に
制
限
の
あ
る

方
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
増
進
課

　

☎（
52
）１
１
１
６

■
申
込
締
切　

７
月
23
日
㈭

※ 

電
話
ま
た
は
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
で

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
増
進
課
☎（
52
）１
１
１
６

フ
レ
ッ
シ
ュ
マ
マ
・

パ
パ
教
室（
両
親
学
級
）

出
産
を
控
え
た
マ
マ
や
パ
パ

の
た
め
に
、
安
心
し
て
出
産
が

迎
え
ら
れ
、
赤
ち
ゃ
ん
と
の
生

活
が
楽
し
く
送
れ
る
よ
う
に
、

３
回
を
１
コ
ー
ス
で
実
施
し
て

い
ま
す
。

ご
夫
婦
で
も
マ
マ
だ
け
で
の

参
加
も
可
能
で
す
。
ぜ
ひ
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

レ
ッ
ス
ン
１

■
日
時　

７
月
15
日
㈬

　

午
後
１
時
30
分
〜
４
時　
　

　
（
受
付
：
午
後
１
時
15
分
〜
）

■
内
容　

骨
盤
体
操
、
妊
娠
中

の
生
活
・
食
事
に
つ
い
て
な
ど

レ
ッ
ス
ン
２

■
日
時　

８
月
20
日
㈭

　

午
後
１
時
30
分
〜
４
時

　
（
受
付
：
午
後
１
時
15
分
〜
）

■
内
容

お
産
の
経
過
・
安
産
の
コ
ツ
、

パ
パ
の
妊
婦
体
験
な
ど

レ
ッ
ス
ン
３

■
日
時　

９
月
17
日
㈭

　
（
Ａ
Ｍ
コ
ー
ス
）

　

午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分

　
（
受
付
：
午
前
９
時
15
分
〜
）

　
（
Ｐ
Ｍ
コ
ー
ス
）

　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

　
（
受
付
：
午
後
１
時
15
分
〜
）

■
内
容　

沐
浴
実
習
・
産
後
の

マ
マ
の
心
と
身
体
に
つ
い
て
な

どレ
ッ
ス
ン
１
〜
３
共
通

■
会
場　

ゆ
う
ゆ
う
館

■
対
象
者　

出
産
予
定
日
が
平

成
27
年
10
月
〜
12
月
の
方

■
持
ち
物　

母
子
健
康
手
帳
・

筆
記
用
具
・
水
分
補
給
の
た
め

の
飲
み
物

■
定
員　

レ
ッ
ス
ン
１
・
２
各

25
組
、
レ
ッ
ス
ン
３
午
前
・
午

後
各
16
組

■
申
込
締
切

各
レ
ッ
ス
ン
の
１
週
間
前
ま

で
（
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切

り
ま
す
。）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
増
進
課
☎（
52
）１
１
１
６
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※
一
部
納
付
制
度
は
、
納
付
す
べ
き
保
険

料
を
納
付
さ
れ
な
い
場
合
、
そ
の
期
間
の

一
部
免
除
が
無
効
（
未
納
と
同
じ
）
と
な

り
ま
す
。
そ
の
場
合
、
将
来
の
老
齢
基
礎

年
金
の
額
に
反
映
さ
れ
ず
、
ま
た
、
障
が

い
や
死
亡
と
い
っ
た
不
慮
の
事
態
が
生
じ

た
場
合
に
、
年
金
を
受
け
取
る
こ
と
が
で

き
な
く
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

一部納付となる所得の「めやす」
　前年所得が以下の計算式で計算した金額の範囲内であること
○４分の１納付
→78万円+扶養親族等控除額+社会保険料控除額等
○半額納付
→118万円+扶養親族等控除額+社会保険料控除額等
○４分の３納付
→158万円+扶養親族等控除額+社会保険料控除額等
※平成26年７月から平成27年６月分の申請については、前々年（平成25年）
の所得で審査を行います。

●全額免除、若年者納付猶予となる所
得の「めやす」
　前年の所得が以下の計算式で計算し
た金額の範囲内であること
（扶養親族の数+１）×35万円+22万円
※平成26年７月から平成27年６月分の
申請については前々年（平成25年）
の所得で審査を行います。

●４分の１納付（3,900円）
　→年金額５／８

●半額納付（7,800円）
　→年金額６／８

●４分の３納付（11,690円）
　→年金額７／８

※上記納付額は平成27年
度納付額

全
額
免
除
制
度

　

申
請
者
ご
本
人
と
配
偶
者
及
び
世
帯
主

の
方
の
前
年
所
得
が
基
準
の
範
囲
内
で
あ

る
場
合
、保
険
料
の
全
額
（
平
成
27
年
度
・

月
額
１
５
，５
９
０
円
）
が
免
除
さ
れ
ま
す
。

　

全
額
免
除
さ
れ
た
期
間
は
、
保
険
料
を

全
額
納
付
し
た
と
き
を
１
と
す
る
と
、
年

金
受
給
額
が
１
／
２
と
し
て
計
算
さ
れ
ま

す
。

若
年
者
納
付
猶
予
制
度

　

30
歳
未
満
の
方
（
学
生
を
除
く
）
で
、

本
人
・
配
偶
者
の
前
年
所
得
が
基
準
の
範

囲
内
（
全
額
免
除
の
所
得
基
準
と
同
じ
）

で
あ
る
場
合
、
保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ

れ
ま
す
。

　

納
付
猶
予
さ
れ
た
期
間
は
、
老
齢
基
礎

年
金
、
障
害
基
礎
年
金
、
遺
族
基
礎
年
金

を
受
け
取
る
た
め
に
必
要
な
期
間
に
は
算

入
さ
れ
ま
す
が
、
老
齢
基
礎
年
金
の
受
給

額
に
は
反
映
さ
れ
ま
せ
ん
。

一
部
納
付（
一
部
免
除
）制
度

　

◎
保
険
料
の
一
部
を
納
付
す
る
こ
と
に

よ
り
、
残
り
の
保
険
料
が
免
除
さ
れ
ま
す
。

　

一
部
納
付
は
３
種
類
で
す
。
そ
れ
ぞ
れ

の
納
付
額
と
年
金
額
の
計
算
は
以
下
の
と

お
り
で
す
。

　

経
済
的
な
理
由
等
で
、
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
が
困
難
な
場
合
に
は
、
申
請
に
よ

り
保
険
料
の
納
付
が
免
除
さ
れ
る
「
保
険
料
免
除
制
度
」
が
あ
り
ま
す
。
所
得
額
に
よ

り
全
額
免
除
、
若
年
者
納
付
猶
予
及
び
一
部
納
付
に
分
か
れ
ま
す
の
で
、
窓
口
で
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

国民年金だより

問い合わせ先
市民課　☎（40）5556
栃木年金事務所
☎0282（22）6074、 4134

国民年金保険料
免除制度

ご存知ですか？
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◆
過
去
2
年
間
に
国
民
年
金
保
険
料
の
未

納
期
間
が
あ
る
方
へ

　

平
成
26
年
４
月
か
ら
、
保
険
料
の
納
付

期
限
か
ら
２
年
を
経
過
し
て
い
な
い
期
間

（
申
請
時
点
か
ら
２
年
１
か
月
前
ま
で
の

期
間
）
に
つ
い
て
、
さ
か
の
ぼ
っ
て
免
除

を
申
請
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

◆
失
業
な
ど
の
特
例
免
除
の
対
象
期
間
も

拡
大
さ
れ
て
い
ま
す

　

災
害
・
失
業
な
ど
の
前
月
か
ら
、
災
害
・

失
業
な
ど
が
あ
っ
た
年
の
翌
々
年
６
月
ま

で
の
期
間
に
つ
い
て
、
特
例
免
除
の
申
請

が
で
き
ま
す
。

◆
ご
注
意
く
だ
さ
い

　

２
年
１
か
月
前
の
月
分
ま
で
さ
か
の

ぼ
っ
て
免
除
等
の
申
請
を
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
が
、
申
請
が
遅
れ
る
と
、
万
一
の

際
に
障
害
年
金
な
ど
を
受
け
取
れ
な
い
場

合
や
、
失
業
な
ど
の
特
例
免
除
を
受
け
ら

れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
す
み
や

か
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　

申
請
期
間
に
対
応
す
る
前
年
所
得
に
つ

い
て
審
査
を
行
い
ま
す
の
で
、
免
除
が
承

認
さ
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
世
帯
主
や
配
偶
者
が
い
る
方
は
、

世
帯
主
と
配
偶
者
の
所
得
も
審
査
の
対
象

と
な
り
ま
す
の
で
、
ご
本
人
の
所
得
が
少

な
い
場
合
で
も
、
免
除
等
が
承
認
さ
れ
な

い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
若
年
者
納
付
猶
予
に
つ
い
て
は
、
世
帯

主
の
所
得
審
査
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

免
除
区
分
に
よ
っ
て
は
、
翌
年
度
以
降

の
申
請
が
継
続
審
査
に
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

●
全
額
免
除
ま
た
は
若
年
者
納
付
猶
予

　

直
近
の
年
度
分
に
つ
い
て
、
所
得
審
査

に
よ
り
全
額
免
除
ま
た
は
納
付
猶
予
の
承

認
を
受
け
た
方
が
、
翌
年
度
以
降
も
引
き

続
き
全
額
免
除
ま
た
は
納
付
猶
予
の
申
請

を
希
望
す
る
場
合
は
、
継
続
希
望
の
欄
に

「
○
」
を
つ
け
て
申
請
書
を
提
出
す
る
こ

と
で
、
継
続
審
査
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

※
失
業
も
し
く
は
震
災
、
風
水
害
ま
た
は

火
災
に
よ
る
損
害
を
受
け
た
こ
と
を
理
由

に
し
た
全
額
免
除
及
び
若
年
者
納
付
猶
予

は
対
象
に
な
ら
な
い
た
め
、
翌
年
度
も
申

請
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
一
部
納
付
（
一
部
免
除
）

　

継
続
審
査
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
。

　

翌
年
度
も
申
請
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

　

※
所
得
要
件
の
審
査
は
、
市
町
村
民
税

の
申
告
内
容
を
も
と
に
行
い
ま
す
の
で
、

所
得
申
告
を
忘
れ
ず
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

●
受
付
期
間

　

平
成
27
年
７
月
か
ら
平
成
28
年
６
月
ま

で
の
期
間
の
免
除
等
申
請
の
受
付

　

平
成
27
年
７
月
１
日
㈬
か
ら

　

そ
の
ほ
か
、
保
険
料
の
納
付
期
限
か
ら

２
年
を
経
過
し
て
い
な
い
期
間
（
申
請
時

点
か
ら
２
年
１
か
月
前
ま
で
の
期
間
）
に

つ
い
て
は
、
さ
か
の
ぼ
っ
て
免
除
等
を
申

請
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
必
要
な
も
の

　

印
鑑
、
年
金
手
帳

失
業
し
た
場
合
は
、

　

雇
用
保
険
離
職
票
ま
た
は
、

　

雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証

※
公
務
員
の
場
合
は
退
職
の
辞
令

●
申
請
先

　

国
分
寺
庁
舎
市
民
課

　

石
橋
庁
舎
市
民
課
窓
口

　

南
河
内
図
書
館
２
階
市
民
課
窓
口

○
年
金
ひ
と
く
ち
メ
モ

保
険
料
の
後
納
制
度
に
つ
い
て

　

後
納
制
度
と
は
、
時
効
で
納
め
る
こ
と

が
で
き
な
か
っ
た
国
民
年
金
保
険
料
に
つ

い
て
、
平
成
24
年
10
月
か
ら
平
成
27
年
９

月
ま
で
の
３
年
間
に
限
り
、
過
去
10
年
分

ま
で
さ
か
の
ぼ
っ
て
納
め
る
制
度
で
す
。

　

後
納
制
度
を
利
用
す
る
こ
と
で
、
年
金

額
が
増
え
た
り
、
納
付
し
た
期
間
が
不
足

し
て
年
金
を
受
給
で
き
な
か
っ
た
方
が
年

金
受
給
資
格
を
得
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。

　

後
納
の
お
申
込
み
及
び
後
納
保
険
料
の

支
払
い
期
限
は
平
成
27
年
９
月
末
ま
で
と

な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
お
申
込
み
予
定

の
方
は
お
早
目
に
お
手
続
き
く
だ
さ
い
ま

す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

国民年金だより
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　　南河内図書館　　
■読書会　
６月13日㈯　午前10時～
テキスト／下重 暁子 著「家族という病」
■人形劇団くぐつの人形芝居
日時：６月13日㈯　午後２時開演
上演作品：やまんばのにしき
場　所：南河内公民館 ２階会議室
定　員：80名（先着順／３歳以上向け）
■赤ちゃんといっしょ～絵本とベビーマッサージ～
ベビーマッサージ＆絵本の紹介・読み語り
６月18日㈭　午前10時30分～（約１時間）
講　師：有野なつみ 先生（ＲＴＡ認定講師）
対　象：０歳児（生後２か月～）と保護者
用意するもの：バスタオル1枚
定　員：６組（※要申込み）／参加無料
■紙しばいと読み語り＆パネルシアター
６月27日㈯　午後２時～
絵本「かっぱぬま」　ほか

　　石橋図書館　　
■おはなし会　
６月６日㈯　「ティッチ」ほか
６月20日㈯　「ちいさなヒッポ」ほか
※両日とも開始時間は午前11時
■乳幼児向けちいさなおはなし会
６月15日㈪　午前10時30分～（約30分）
「たまごのあかちゃん」ほか
■ものつくり隊！ふれあい工作会 
６月14日㈰　午後２時～
内　容：消しゴムスタンプで作るパパへの贈り物
■読書会
６月10日㈬　午前10時～
テキスト／夏目漱石 著「行人」
■新聞コラム書き写し
６月15日㈪　午前10時～ 11時30分
※申し込み不要
■古典文学講座「平家物語」（第2回）
６月28日㈰　午後２時～３時30分
内　容：平家物語「赦文」「小松殿死去」
定　員：24名（※要申し込み）／参加無料
◇石橋図書館蔵書点検のお知らせ◇
期　間：６月21日㈰～ 26日㈮
返却はブックポスト（視聴覚資料は不可）また
は南河内館・国分寺館にお願いします。

　　国分寺図書館　　
■新聞コラム書き写しの会
６月５日、19日㈮　午前９時30分～ 10時30分
定　員：20名（※初めての方は要申し込み）
持ち物：筆記用具／参加無料
■お話ポケットの会のおはなし会

６月13日㈯　午後２時～
大型絵本「おじさんのかさ」
■読書会
６月20日㈯　午前10時～
テキスト／中沢 けい 著「仮寝」
■お父さんスイッチ「工作会」
６月20日㈯　午前10時30分～
■スタッフによるお楽しみ会
６月27日㈯　午前10時30分～
内　容：みんなでつくろう動物園
■食育講座～もっと知りたい子どものごはん～
６月28日㈰　午前10時～ 11時
講　師：松下 孝子 先生（よつ葉生協）
定　員：20名　※要申し込み／参加無料

　子ども司書体験講座受講生募集中　
第１回：図書館探検、分類について　ほか
　７/５㈰　午前10時～正午…石橋図書館
第２回：本の修理、ＰＯＰ作り
　７/18㈯　午前10時～正午…南河内図書館
第３回：貸出・返却業務、書架整理　ほか
　石橋８／３㈪、国分寺８／５㈬、南河内８／６
　㈭　午前10時30分～午後３時
　※いずれか１館で体験していただきます
対　象：市内在住の小学校４年生～６年生
人　数：６名×３図書館 　合計18名
締　切：６月14日㈰
※全３回履修後に子ども司書認定証を贈呈し
ます。認定後におはなし会や飾り付けなど子ど
も司書としての活動予定があります。詳しくは
市内各図書館にお問い合わせください。

ＱＲコード

利用案内
■6月の図書館カレンダー
 ■南河内図書館 ☎48-2395
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5 6
7 8 9 10 11 12 13
14 15 16 17 18 19 20
21 22 23 24 25 26 27
28 29 30

 ■石橋図書館 ☎52-1136
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5 6
7 8 9 10 11 12 13
14 15 16 17 18 19 20
21 22 23 24 25 26 27
28 29 30

 ■国分寺図書館 ☎44-3399
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5 6
7 8 9 10 11 12 13
14 15 16 17 18 19 20
21 22 23 24 25 26 27
28 29 30

■開館時間
　午前９時～午後７時

■蔵書検索・予約システム
　http://www.library.
 shimotsuke.tochigi.jp/
　携帯電話からのご利用
　https://www.e-tosho.
 com/shimotsuke/mb/

図書館 購入図書のご案内（一部）
＜一般書＞
ごんたくれ（石） … 西條 奈加
　 京画壇華やかなりし頃を舞台に、天才絵師の
矜持と苦悩、数奇な生き様を描いた時代小説。

ボーイミーツガールの極端なもの（石）
 … 山崎 ナオコーラ
今日も一日きみを見てた（南） … 角田 光代
「どうせ私は」を、やめてみる。（南）
 … 井上 裕之
モダン（国） … 原田 マハ
岩窟姫（国） … 近藤 史恵
＜児童書＞
だれかさん（石） … 内田 麟太郎
リンドバーグ（石） … トーベン・クールマン
十二夜（南） … ウィリアム・シェイクスピア
ご当地電力はじめました（南） … 高橋 真樹
コロッケです。（国） … 西村 敏雄
けんかともだち（国） … 丘 修三
※掲載の本は所蔵館に限らず、市内３図書館ど
こでも貸出(貸出中は予約)が可能です

Library Inform
ation

Shimotsuke
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図書館であなたの人生の一冊に出会おう

読書人
今月のテーマ

父の日特集

　６月の第３日曜日は父の日です。今
月の読書人は『お父さん』をキーワード
に、家族にもお父さん自身にも、そし
て、これからお父さんになる人に
も、ぜひ読んでいただきたい本を
集めました。
　家族のために頑張っているお父
さんに、エールを！

◇紹介文の最後に、所蔵している図書館を表示してあります。【(南)＝南河内　(石)＝石橋　(国)＝国分寺】
所蔵館以外でも予約をかけていただければ貸出しが可能です。詳しくは図書館にお尋ねください。

　南河内図書館 ☎48-2395　石橋図書館 ☎52-1136　国分寺図書館 ☎44-3399

お父さんと
伊藤さん

中澤 日菜子 著
講談社

34 歳の彩と 20 歳年上の彼氏・伊藤さん。同棲する二人の元に
74 歳の頑固なお父さんが同居しにくる。平凡な日常が描かれて
いるので、読みやすくてライブ感がある。綺麗ごとが許されない
家族のあり方を考えさせられる一冊。　　　　　　　　　　 （石）

読書人

パパの働き方
が社会を変え
る！

吉田 大樹 著
労働調査会

おとうさんは
ウルトラマン

みやにしたつや作絵
学研教育出版

おとうさん
もういっかい
たかいたかい

はたこうしろう 作
アリス館

働き方の見直しについて、実践に抵抗を感
じているパパ、会社、社会に向けて、その
第一歩を踏み出すための提言を収録。パパ
たちが笑顔で働くためのヒントが満載。

( 南 )

強くてかっこいいウルトラマン誕生から
30 年。かつて夢中になったお父さんたち
に向けて放つお父さん讃歌。一生懸命まじ
めで不器用なウルトラ・パパの子育て絵日
記。　　　　　　　　　　　　　　　 ( 南 )

子どもの大好きな遊び「たかいたかい」を
たくさん紹介。お父さんあそぼう！いっ
しょに読んでいっしょに遊ぶお父さんの子
育てを応援する本。＜シリーズ作品あり＞
　　　　　　　　　　　　　　　(国 )( 石 )

定職をもたない
息子への手紙
ロジャー＆
チャーリー・
モーティマー著
ポプラ社

競馬記者の父から、転々と職を変えなが
ら放浪を続けるわがままな息子へ 25 年に
渡って綴られたユーモラスな手紙が収録さ
れた一冊。父子のドラマが胸に迫る英国の
話題書。　　　　　　　　　　　　　( 石 )

新しいパパの
教科書

ファザーリング
ジャパン 著
学研マーケティング

これからパパになる人、3歳くらいまでの
子どもがいるパパに向けて、子育てを楽し
むためのマインド。知識・スキル・ネット
ワークを紹介。　　　　　　　　　　 （国）

おとうさん！
おとうさん！

中川ひろたか 作
ポプラ社

おとうさんと子どもの遊びの時間が描かれ
た一冊。コラージュの技法を取り入れたカ
ラフルで臨場感のある絵にも注目。

( 石 )

Shimotsuke

広報しもつけ　2015.6
35



凡ぼ
ん 

事じ 

徹て
っ 

底て
い

　

し
も
つ
け
風
土
記
の
丘
資
料
館
の
四
〜
六

月
期
は
、「
天
平
の
花
ま
つ
り
」
の
来
訪
者
の

ほ
か
、
毎
年
五
〇
〇
〇
人
ほ
ど
の
児
童
が
県

内
各
地
か
ら
見
学
に
訪
れ
て
く
れ
ま
す
。
六

年
生
に
な
る
と
社
会
科
で
「
日
本
の
歩
み
」

と
し
て
歴
史
の
勉
強
を
始
め
ま
す
。

　

資
料
館
に
来
て
く
れ
る
こ
の
時
期
は
、
古

墳
時
代
か
ら
奈
良
時
代
に
か
け
て
の
歴
史
に

つ
い
て
学
ん
で
い
る
頃
で
、
資
料
館
周
辺
に

保
存
・
整
備
さ
れ
て
い
る
実
物
の
古
墳
や
国

分
寺
跡
な
ど
の
史
跡
に
触
れ
、
栃
木
県
に
も

こ
ん
な
に
す
ご
い
歴
史
が
あ
る
こ
と
を
理
解

し
体
験
し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
か
ら
市
の
施
設
と
し
て
再
出
発
し

た
こ
と
を
機
に
、
解
説
の
た
め
改
め
て
六
年

生
の
教
科
書
に
目
を
通
し
た
と
こ
ろ
、「
十
七

条
憲
法
」
に
目
が
留
ま
り
ま
し
た
。
読
者
の

皆
さ
ん
も「
第
一
条
の
和
を
以
て
貴と

う
とし

と
せ
よ
、

第
二
条
の
篤あ
つ

く
三さ
ん
ぼ
う宝
（
仏
・
法
・
僧
）
を
敬う
や
まえ
」

は
ご
存
じ
の
こ
と
と
思
い
ま
す
。
約
三
〇
年

ぶ
り
に
全
文
を
読
み
直
し
た
と
こ
ろ
、
い
か

に
も
律
令
国
家
と
し
て
の
規
範
を
構
築
し
て

い
く
飛
鳥
時
代
の
役
人
に
向
け
た
規
律
で

あ
っ
た
こ
と
を
強
く
感
じ
ま
し
た
。
こ
こ
で

は
そ
の
う
ち
の
い
く
つ
か
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

第
四
条
「
官
僚
・
官
吏
は
庶
民
の
模
範
と

な
る
よ
う
に
日
頃
よ
り
礼
の
精
神
を
持
ち
な

さ
い
。」

　

第
五
条
「
官
僚
・
官
吏
は
饗き

ょ
う
お
う応

や
賄わ
い
ろ賂

な

ど
に
惑
わ
さ
れ
る
こ
と
な
く
訴そ
し
ょ
う訟

な
ど
を
厳

正
に
審
査
し
な
さ
い
。」

　

第
六
条
「
悪
を
懲こ

ら
し
め
て
善
を
勧
め
る

の
は
古
く
か
ら
良
い
こ
と
で
あ
る
。」

　

第
七
条
「
人
に
は
各
々
の
任
務
が
あ
る
。

そ
れ
に
あ
た
っ
て
は
職
務
を
忠
実
に
履
行
し
、

権
限
を
乱
用
し
て
は
な
ら
な
い
。」

　

第
八
条
「
官
吏
た
ち
は
早
く
か
ら
出
仕
し
、

夕
方
遅
く
な
っ
て
か
ら
退
出
し
な
さ
い
。
公

務
は
重
要
な
こ
と
で
、
一
日
か
け
て
も
全
て

終
わ
ら
せ
る
こ
と
は
難
し
い
。
遅
く
出
勤
し

た
の
で
は
緊
急
の
際
間
に
合
わ
ず
、
早
く
退

出
し
た
の
で
は
仕
事
を
残
し
て
し
ま
う
。」

　

十
三
条
「
様
々
な
官
職
に
任
じ
ら
れ
た
官

吏
は
前
任
者
と
同
じ
よ
う
に
職し

ょ
く
し
ょ
う掌

を
熟
知
し

な
さ
い
。
以
前
の
こ
と
は
知
ら
な
い
な
ど
と

い
っ
て
、公
務
を
停
滞
さ
せ
て
は
い
け
な
い
。」

　

十
四
条
「
官
吏
は
同
僚
や
周
囲
の
人
に
対

し
て
嫉
妬
し
て
は
い
け
な
い
」

　

十
五
条
「
私
心
を
捨
て
て
公
務
に
向
か
う

の
は
官
吏
の
と
る
べ
き
道
で
あ
る
。
私
心
が

あ
る
と
恨
み
や
不
和
が
起
こ
り
、
一
条
に
示

し
た
よ
う
に
（
和
）
を
以
て
協
調
す
る
こ
と

も
で
き
な
い
。」

　

十
七
条
「
も
の
ご
と
を
一
人
で
判
断
し
て

は
い
け
な
い
。
必
ず
皆
で
論
議
し
て
判
断
し

な
さ
い
。
特
に
重
大
な
こ
と
は
皆
で
検
討
す

れ
ば
、
理
に
か
な
っ
た
結
論
が
得
ら
れ
る
は

ず
で
あ
る
。」

　

以
上
の
よ
う
に
、
官
僚
・
官
吏
に
向
け
た

内
容
が
中
心
で
す
が
、
言
葉
を
置
き
換
え
る

と
現
代
の
ビ
ジ
ネ
ス
書
や
新
社
会
人
の
研
修

資
料
に
あ
る
よ
う
な
内
容
と
変
わ
り
が
な
く
、

千
四
百
年
経
っ
て
も
当
た
り
前
の
こ
と
は
変

わ
ら
な
い
よ
う
で
す
。

　

下
野
市
で
は
、
下
野
市
民
総
ぐ
る
み
で
未

来
を
拓
く
子
ど
も
た
ち
の
健
全
な
成
長
を

図
っ
て
い
く
運
動
「
フ
ァ
ミ
リ
エ
下
野
市
民

運
動
」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し
て
「
当
た
り
前

の
こ
と
を
当
た
り
前
に
や
ろ
う
！！
」
を
提
唱

し
て
い
ま
す
。

凡
事
徹
底
・
・
・

凡
事
（
あ
た
り
ま
え
の
こ
と
）・

徹
底
（
す
み
ず
み
ま
で
や
る
）
＝

当
た
り
前
の
こ
と
を
当
た
り
前
に

や
る

十
七
条
憲
法
・
・
・

聖
徳
太
子
が
制
定
し
た
と
伝
え

る
わ
が
国
最
初
の
成
文
法
。
成
立

年
代
に
つ
い
て
は
諸
説
あ
る
。『
日

本
書
紀
』
で
は
６
０
４
年
制
定
と

す
る
。
大
化
の
改
新
の
政
治
理
念

と
し
て
も
有
名
。
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市
教
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委
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習
文
化
課
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今
月
誕
生
日
！
…
誕
生
月
の
広
報
の
こ
の
ペ
ー
ジ
に
お
子
さ
ん(

小
学
生
ま
で
）の
写
真
を
載
せ
ま
せ
ん
か
。
メ
ー
ル
ま
た
は
窓
口（
総
合
政
策
課
☎
（40）
５
５
５
０
）で
掲
載
月
の
前
々
月
末
日（
例
12
月
号
希
望
の
場
合
は
10
月
31
日
）ま
で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

メ
ー
ル
申
し
込
み
の
場
合
は
、①
申
込
者（
保
護
者
）の
氏
名
・
住
所
・
電
話
番
号
②
誕
生
月
③
写
真
の
児
童
の
ニ
ッ
ク
ネ
ー
ム（
記
載
が
な
い
場
合
は
無
記
名
で
掲
載
し
ま
す
）及
び
写
真
デ
ー
タ（
２
メ
ガ
バ
イ
ト
以
内
）をinfo@

city.shim
otsuke.lg.jp

ま
で
送
信
く
だ
さ
い
。

申
込
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
。
提
出
い
た
だ
い
た
写
真
は
返
却
い
た
し
ま
せ
ん
。
掲
載
可
否
の
お
問
い
合
せ
に
は
お
答
え
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
版
権
は
市
に
帰
属
す
る
も
の
と
し
ま
す
。
広
報
し
も
つ
け
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
公
開
し
ま
す
。

一目でわかる
見逃せないイベントカレンダー
カッコの数字は広報掲載された月とページです。
詳しくは記事をご覧ください。

と
く
に
お
す
す
め
！

第１１回いしばし軽トラ市…P39

新庁舎建設　市民現場見学会…P39

自動交付機（国分寺庁舎内）廃止のお知らせ…P43

農業委員会委員選挙「立候補予定者説明会」を開催します…P47

ホストファミリー大募集…P50

月 火 水 木 金 土 日
6/1 2 3 4 5 6 7
パソコン基本
操作相談
（5.25）

みそ汁塩分
測定会（5.16）

アコーディオン
「歌声」（6.38）

いおくん

グリムのおはなしフェスト
（5.29）

8 9 10 11 12 13 14

ゆいか

ゆりかご子育て
巡回相談
（6.28）

ファミリーサ
ポートセンター
研修会（6.48）
司法書士無料
法律相談会
（6.52）

育児相談
（6.28）
アコーディオン
「歌声」（6.38）
がん患者と家
族のサロン
（6.43）

みーちゃん

中高生交流キャンプ（全7
回）（5.24）
国際ソングコンテスト
（6.56）

フッ素塗布・歯の相談
（5.9）
市民体育祭ティーボール
大会（4.30）
婚活イベント事業（6.2）

15 16 17 18 19 20 21
栃木県民の日
（6.46）

腕試しゴルフ
会（6.21）

普通救命講習会（6.41）
とちぎ県民のつどい（6.7）

いしばし軽トラ市（6.39）

22 23 24 25 26 27 28
献血（5.10）
国分寺特別
支援学校オー
プンスクール
（6.48）

行政書士無料
専門相談会
（6.52）

歩くらす①
（6.31）
レディスダブ
ルステニス大
会（6.20）

潤くん

市民硬式卓球大会（5.20）

29 30 7/1 2 3 4 5

いっくん

認知症サポー
ター養成講座
（6.44）

アコーディオン
「歌声」（6.38）
国分寺特別支
援学校高等部
見学会（6.48）

自治医大公開講座①
（6.24）

ダブルステニス大会
（6.20）
国分寺少年剣友会
創立記念大会（6.3）

6 7 8 9 10 11 12
歩くらす②
（6.31）
農業委員会委
員選挙立候補
予定者説明会
（6.47）
パソコン基
本操作相談
（5.25）

こころの健康
相談（6.28）
国分寺特別支
援学校小・中
学部見学会
（6.48）

栃木特別支援
学校見学会
（6.48）

育児相談
（6.28）
ほっと介護教
室（6.43）

ミニトライアスロン大会
（6.20）
自治医大公開講座②
（6.24）

しげちゃん

13 14 15 16 17 18 19
つくし子育
て巡回相談
（6.28）
フレッシュ
ママ・パパ教室
（6.31）

自治医大公開講座③
（6.24）

市民ラージボール卓球
大会（6.21）

今月誕生日の児童を掲載しています。
掲載されている日付けと写真児童の誕生日は関係ありません。

6月誕生日のみんな！
おめでとう
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イ
ベ
ン
ト

道
の
駅
し
も
つ
け
食
の
オ
ー

プ
ン
ス
ク
ー
ル　

実
施
中
！

7/30～
道
の
駅
し
も
つ
け
で
は
、
料
理

教
室
を
毎
月
実
施
し
て
い
ま
す
。

四
季
折
々
の
食
材
を
使
っ
た
家

庭
で
も
簡
単
に
作
れ
る
素
敵
な
メ

ニ
ュ
ー
を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

市
内
の
方
は
も
ち
ろ
ん
、
市
外
の

方
も
参
加
で
き
ま
す
の
で
、
お
誘

い
合
わ
せ
の
う
え
、
ぜ
ひ
ご
参
加

く
だ
さ
い
。
詳
し
く
は
、
道
の
駅

し
も
つ
け
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

■
講
師
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

料
理
研
究
家　

臼
居
芳
美
先
生

N
H
K
「
き
ょ
う
の
料
理
」
の
ア

シ
ス
タ
ン
ト
を
務
め
、
現
在
は
料

理
教
室
を
主
宰
。
栃
ナ
ビ
「
栃
木

っ
て
う
ま
か
ん
べ
？
」
レ
シ
ピ
連

載
や
、
レ
ス
ト
ラ
ン
で
も
料
理
教

室
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

■
定
員　

１
回
32
名

■
募
集　

そ
の
回
毎
に
募
集

（
開
催
日
の
５
日
前
ま
で
）

 

※ 

小
学
生
未
満
の
お
子
様
の
参

加
・
同
伴
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

 

※ 

応
募
者
多
数
の
場
合
に
は
抽
選

を
行
い
ま
す
。
当
選
結
果
は

「
参
加
の
し
お
り
」
の
発
送
を

も
っ
て
代
え
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

■
参
加
費　

１
，０
０
０
円
程
度

（
当
日
集
金
）

※
メ
ニ
ュ
ー
に
よ
り
異
な
り
ま
す
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

食
の
オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー
ル
運
営

事
務
局

☎ 

0
2
8（
6
3
5
）2
5
7
7

※ 

受
付
は
、
平
日
の
午
前
９
時
30

分
〜
午
後
６
時

グ
リ
ム
の
館
イ
ベ
ン
ト

7/25・26■
名
作
洋
画
劇
場

古
き
良
き
洋
画
を
大
画
面
で
楽

し
み
ま
し
ょ
う
。

日
時　

7
月
25
日
㈯

・
午
前
10
時
30
分
〜

「
第
三
の
男
」

・
午
後
1
時
30
分
〜

「
誰
が
為
に
鐘
は
鳴
る
」

前
売
券　

5
0
0
円

※ 

1
枚
の
前
売
券
で
2
作
品
ご
覧

に
な
れ
ま
す
。

■
活
動
写
真
上
映
会

無
声
映
画
に
生
演
奏
と
活
弁
士

の
語
り
が
つ
い
た
活
動
写
真
上
映

会
。
現
在
見
る
こ
と
が
で
き
る
最

も
古
い
赤
ず
き
ん
の
フ
ィ
ル
ム
映
画

と
、
無
声
映
画
ス
タ
ー
・
チ
ャ
ッ
プ

リ
ン
の
代
表
作
を
上
映
し
ま
す
。

日
時　

7
月
26
日
㈰

午
後
2
時
開
演

前
売
券　

5
0
0
円

出
演

・
映
楽
団　

F
i
l
m
u
s
i
k

・
活
弁
士　

片
岡　

一
郎

※ 

2
日
間
の
作
品
が
鑑
賞
で
き
る

お
得
な
「
セ
ッ
ト
券
」
を
8
0
0

円
で
販
売
し
て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

グ
リ
ム
の
森
「
グ
リ
ム
の
館
」

　

☎（
52
）1
1
8
0

ア
コ
ー
デ
ィ
オ
ン
に
よ

る「
歌
声
」

6/5・11
南
河
内
公
民
館
会
場
は
６
月
に

４
周
年
を
迎
え
ま
す
！

■
日
程
・
場
所

南
河
内
公
民
館

６
月
５
日
㈮
・
７
月
３
日
㈮

原
則
、
毎
月
第
１
金
曜
日
に
開

　

催
※ 

６
月
５
日
は
、
参
加
者
全
員
に

４
周
年
記
念
プ
レ
ゼ
ン
ト
が

あ
り
ま
す
。

石
橋
公
民
館

６
月
11
日
（
木
）　

第
６
回

原
則
、
偶
数
月
に
開
催
（
次
回

　

は
８
月
20
日
（
木
））

■
２
会
場
共
通
事
項

時
間
：
午
後
２
時
〜
４
時

参
加
費
：
５
０
０
円
（
歌
集
貸

　

出
・
申
し
込
み
不
要
）

　

講
師
：
三
好　

創は
じ
め　

先
生

■
問
い
合
わ
せ
先

　

歌
声
の
会
「
は
じ
め
」

　

代
表　

佐
藤

　

☎（
48
）１
６
６
３

イ
ベ
ン
ト

お
知
ら
せ

募　
　

集

相　
　

談

就　
　

職

くらしの情報

スケジュール ※開催時間が二部制の場合には、いずれかをお選び下さい。
月日 曜日 時間 テーマ（メニュー） 申込受付

7/30 木

10：30 ～ 
13：00

真夏のスパイシーレシピ(本格夏野菜カレ
ー・タンドリーチキン) 6/30 ～

14：30 ～ 
17：00

8/24 月 10：30 ～
13：00

簡単！ピリッと！本格！中華！
(麻婆豆腐・棒々鶏) 7/22 ～

9/14 月

10：30 ～
13：00 The JAPAN　美味しい出汁教室（昆布・

カツオ編）
［天ぷら・焼きおにぎり茶漬け（すまし汁：
昆布・カツオ）］

8/17 ～
14：30 ～
17：00

※内容は、変更になる場合がございます。
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イ
ベ
ン
ト

お
知
ら
せ

募　
　

集

相　
　

談

就　
　

職

くらしの情報

第
11
回
い
し
ば
し

軽
ト
ラ
市

6/21

軽
ト
ラ
ッ
ク
が
ズ
ラ
ッ
と
並

び
、
朝
採
り
野
菜
な
ど
、「
お
い

し
い
」・「
た
の
し
い
」
が
皆
様
を

お
迎
え
す
る
「
い
し
ば
し
軽
ト
ラ

市
」。
今
年
で
11
回
目
を
迎
え
ま

す
！こ

れ
ま
で
よ
り
も
っ
と
楽
し
ん

で
い
た
だ
け
る
よ
う
、
石
橋
地
区

以
外
か
ら
も
出
店
者
を
募
集
し
、

さ
ら
に
大
人
気
の
モ
ン
キ
ー
シ
ョ

ー
も
開
催
し
ま
す
。

■
日
時

６
月
21
日
㈰

午
前
９
時
〜
正
午

■
場
所

　

市
役
所
石
橋
庁
舎
か
ら
国
道
４

号
線
ま
で
の
区
間

■
問
い
合
わ
せ
先

　

い
し
ば
し
軽
ト
ラ
市
実
行
委
員

会
（
石
橋
商
工
会
内
）

　

☎（
53
）０
４
６
３

お
知
ら
せ

ご
寄
付
を
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た

石
橋
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
（
会

長　

前
原　

正
義
様
）
か
ら
、
金

20
万
円
の
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

栃
木
法
人
会
石
橋
地
区
会
（
会

長　

高
山　

功
様
）
か
ら
、
図
書

カ
ー
ド
５
３
，０
０
０
円
分
の
寄

付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

下
野
市
歌
の
作
曲
者
が

決
定
し
ま
し
た

市
歌
の
作
曲
者
が
市
内
在
住
の

矢
内
弘
子
さ
ん
に
決
定
し
ま
し
た
。

　

矢
内
さ
ん
は
、
現
在
フ
リ
ー
の

作
曲
家
と
し
て
の
傍
ら
、
県
内
の

合
唱
団
等
で
指
導
者
及
び
伴
奏
者

と
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

日
本
交
響
楽
団
レ
ジ
デ
ン
ト
コ
ン

ポ
ー
ザ
ー
と
し
て
ご
活
躍
さ
れ
て

い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

総
務
人
事
課
☎（
40
）5
5
5
1

新
庁
舎
建
設　
市
民
現
場
見
学
会
を
開
催
し
ま
す

新
庁
舎
建
設
工
事
は
、
建
物
の

骨
組
み
と
な
る
躯
体
（
鉄
筋
コ
ン

ク
リ
ー
ト
）
工
事
が
進
み
庁
舎
全

体
の
形
が
見
え
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

新
庁
舎
を
市
民
の
方
に
知
っ
て

い
た
だ
く
た
め
に
、
現
場
見
学
会

を
次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
日
時　
　

７
月
25
日
㈯

①
午
後
１
時
30
分
〜（
1
回
目
）

②
午
後
３
時
〜
（
2
回
目
）

■
場
所　

新
庁
舎
建
設
工
事
現
場

■
内
容　

工
事
進
捗
状
況
の
説
明

及
び
現
場
見
学
（
１
時
間
程
度
）

■
対
象　

市
民

■
定
員　

各
回
30
名

■
申
込
方
法

氏
名
・
年
齢
・
住
所
・
電
話
番
号
・

希
望
時
間
（
①
ま
た
は
②
）
を
記

載
の
う
え
、
郵
送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
電

子
メ
ー
ル
ま
た
は
直
接
お
持
ち
く

だ
さ
い
。（
様
式
は
任
意
）

■
申
込
期
間

　

６
月
８
日
㈪
〜
６
月
26
日
㈮

■
そ
の
他

・ 

申
込
み
状
況
に
よ
り
、
希
望
時

間
な
ど
を
調
整
さ
せ
て
い
た

だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

・ 

ヘ
ル
メ
ッ
ト
等
は
主
催
者
側
で

用
意
し
ま
す
が
、
服
装
は
運

動
靴
な
ど
見
学
に
ふ
さ
わ
し

い
も
の
で
お
願
い
し
ま
す
。

・ 

小
学
生
以
下
の
方
が
参
加
さ
れ

る
場
合
は
保
護
者
同
伴
で
お

願
い
し
ま
す
。

・ 

見
学
会
の
参
加
者
確
定
後
、
別

途
案
内
通
知
を
送
付
し
ま
す
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

〒
3
2
9 

― 

0
4
9
2

　

下
野
市
小
金
井
1
1
2
7

　

 

下
野
市
新
庁
舎
準
備
室

　
（
国
分
寺
庁
舎
2
階
）

☎（
40
）5
5
6
8

　

（
40
）5
5
7
2

　 　
shinchoushajunbi@

city.
shim

otsuke.lg.jp

固
定
資
産
評
価
審
査
委

員
会
委
員
が
選
任
さ
れ

ま
し
た

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
と

は
、
固
定
資
産
課
税
台
帳
に
登
録

さ
れ
た
価
格
に
関
す
る
不
服
を
審

査
決
定
す
る
た
め
に
、
法
律
に
基

づ
き
設
置
さ
れ
た
独
立
の
第
三
者

機
関
で
、
公
平
、
中
立
的
な
立
場

か
ら
固
定
資
産
の
価
格
が
適
正
に

評
価
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
か
ど
う

か
に
つ
い
て
、
審
査
を
行
い
ま
す
。

委
員
会
は
市
民
、
市
税
の
納
税

義
務
者
ま
た
は
学
識
経
験
者
等
の

中
か
ら
、
議
会
の
同
意
を
得
て
市

長
が
選
任
し
た
委
員
で
組
織
さ
れ
、

3
名
の
委
員
に
よ
り
構
成
さ
れ
て

お
り
、
こ
の
度
、
次
の
方
が
再
任

さ
れ
ま
し
た
。（
敬
称
略
）

委
員
長　
　
　

菅
井　

貞
雄

職
務
代
理　
　

飯
島　

陽
子

委　

員　
　
　

髙
山　
　

充

※
任
期

平
成
27
年
4
月
1
日
〜

平
成
30
年
3
月
31
日

■
問
い
合
わ
せ
先

　

 

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
事

務
局
（
行
政
委
員
会
事
務
局
内
）

　

☎（
40
）5
5
6
2

工事現場の様子

1

2
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現
況
届
の
提
出
を

忘
れ
ず
に
！

現
況
届
は
、
年
金
を
受
給
す
る

た
め
に
、
毎
年
必
要
に
な
る
手
続

き
で
す
。
農
業
者
年
金
を
受
給
さ

れ
て
い
る
方
は
、
現
況
届
を
必
ず

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

現
況
届
は
農
業
者
年
金
基
金
か

ら
直
接
、
受
給
者
ご
本
人
に
郵
送

さ
れ
て
い
ま
す
。

■
提
出
先　

６
月
30
日
㈫
ま
で
に

農
業
委
員
会
事
務
局
（
南
河
内
図

書
館
2
階
）
ま
た
は
市
民
課
（
国

分
寺
・
石
橋
）
窓
口
へ
必
ず
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

現
況
届
の
提
出
が
な
い
場
合
は
、

11
月
か
ら
年
金
の
支
払
が
差
し
止

め
ら
れ
ま
す
。
支
払
の
差
し
止
め

は
、
現
況
届
が
提
出
さ
れ
る
ま
で

継
続
さ
れ
ま
す
。

経
営
移
譲
年
金
を
受
給
し
て

い
る
方
へ

経
営
移
譲
年
金
を
受
給
し
て
い

る
方
は
、
後
継
者
や
特
定
の
第
三

者
に
農
業
経
営
を
移
譲
す
る
こ
と

に
よ
り
加
算
さ
れ
た
額
の
年
金
を

受
給
し
て
い
ま
す
。

次
の
名
義
人
等
に
な
る
と
、
農

業
経
営
を
再
開
し
た
と
見
な
さ
れ
、

経
営
移
譲
年
金
が
支
給
停
止
に
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
支
給
停
止
対
象
に
な
る
名
義

・
認
定
農
業
者

・
J
A
組
合
員

（
販
売
代
金
の
入
金
等
）

・ 
経
営
所
得
安
定
対
策
の
申
請
者

・
農
業
政
策
の
補
助
金
受
給
者

・
農
業
共
済
の
加
入
者

・
土
地
改
良
区
組
合
員

・
農
業
所
得
の
申
告
者

農
地
を
動
か
す
そ
の
前
に

　

経
営
移
譲
年
金
を
受
給
し
て
い

る
方
は
、
後
継
者
な
ど
に
貸
付
け

し
て
い
る
農
地
を
後
継
者
以
外
の

方
に
貸
付
け
た
り
、
転
用
し
た
場

合
、
年
金
の
一
部
が
支
給
停
止
に

な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

現
在
、
経
営
移
譲
年
金
を
受
給

さ
れ
て
い
る
方
で
、
農
地
の
貸
し

借
り
や
売
買
、
転
用
な
ど
を
ご
検

討
さ
れ
て
い
る
場
合
は
、
お
早
め

に
農
業
委
員
会
事
務
局
ま
で
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

下
野
市
農
業
委
員
会
事
務
局

　

☎（
48
）2
1
1
6

市
民
税・県
民
税
の
納
税

通
知
書
を
発
送
し
ま
す

市
民
税
・
県
民
税
の
納
税
通
知

書
（
普
通
徴
収
）
を
6
月
15
日
㈪

に
発
送
し
ま
す
。
第
1
期
の
納
期

限
は
6
月
30
日
㈫
で
す
。

な
お
、
平
成
27
年
度
所
得
証
明

等
が
必
要
な
方
は
、
6
月
16
日
㈫

以
降
に
各
庁
舎
市
民
課
窓
口
で
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。

○ 

市
税
の
納
付
は
口
座
振
替
が
便

利
で
す
。

○
コ
ン
ビ
ニ
で
も
納
付
可
能
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

税
務
課
☎（
40
）5
5
5
4

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
関
係

業
務
停
止
の
お
知
ら
せ

　

6
月
18
日
㈭
・
19
日
㈮
は
シ
ス

テ
ム
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の
た
め
、住

民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
の
発
行
・
住

民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
を
用
い
た
手

続
き
等
の
業
務
を
停
止
し
ま
す
。

ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
。

な
お
、
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド

を
利
用
し
た
証
明
書
の
コ
ン
ビ
ニ

交
付
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
は
通
常

ど
お
り
利
用
で
き
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

市
民
課（
40
）5
5
5
7

都
市
計
画
の
構
想
の
縦
覧
及
び

公
聴
会
の
開
催
に
つ
い
て

■
都
市
計
画
の
構
想

小
山
栃
木
都
市
計
画 

都
市
計

画
区
域
の
整
備
、
開
発
及
び
保
全

の
方
針
（
小
山
栃
木
都
市
計
画
区

域
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
）

■
対
象
と
な
る
区
域

下
野
市
を
含
む
小
山
栃
木
都
市

計
画
区
域
の
全
部

■
縦
覧
期
間　

６
月
23
日
㈫
〜
７

月
７
日
㈫
（
土
・
日
を
除
く
）

■
縦
覧
場
所　

県
都
市
計
画
課
、

栃
木
土
木
事
務
所
企
画
調
査
課
及

び
下
野
市
都
市
計
画
課

※ 

構
想
に
つ
い
て
意
見
が
あ
る
方

は
縦
覧
期
間
中
、
公
聴
会
で
公

述
人
と
な
る
意
思
の
有
無
を

明
記
し
て
、
直
接
ま
た
は
郵
送

で
意
見
申
出
書
を
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

■
公
聴
会

▽ 

日
時　

７
月
31
日
㈮
午
後
６
時

30
分
〜

▽ 

会
場

　

 

国
分
寺
公
民
館
（
１
階
大
ホ
ー

ル
）

※ 

公
述
希
望
者
が
い
な
い
場
合
は

公
聴
会
を
開
催
し
ま
せ
ん
。
傍

聴
を
希
望
す
る
方
は
、
開
催
の

有
無
に
つ
い
て
、
あ
ら
か
じ
め

次
の
問
い
合
わ
せ
先
に
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

○
栃
木
県

都
市
計
画
課

　

☎
0
2
8（
6
2
3
）2
4
6
5

栃
木
土
木
事
務
所
企
画
調
査
課

　

☎
0
2
8
2（
23
）3
5
9
3

○
下
野
市
都
市
計
画
課

　

☎
0
2
8
5（
48
）2
1
1
4

平
成
27
年
度

調
理
師
試
験
の
お
知
ら
せ

■
試
験
日
時

８
月
５
日
㈬

午
前
９
時
30
分
〜
正
午

■
試
験
会
場

宇
都
宮
短
期
大
学
附
属
高
等
学

校
（
宇
都
宮
市
睦
町
１
―
35
）

■
願
書
受
付

６
月
17
日
㈬
〜
19
日
㈮

※ 

受
験
に
は
、
２
年
以
上
の
調
理

業
務
な
ど
実
務
経
験
が
必
要

で
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

県
南
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

　

☎（
22
）４
２
３
５

イ
ベ
ン
ト

お
知
ら
せ

募　
　

集

相　
　

談

就　
　

職

くらしの情報

農
業
者
年
金
を
受
給
し
て
い
る
方
へ
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イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
か
ら
の

申
請・届
出
に
つ
い
て

次
の
申
請
・
届
出
は
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

に
よ
り
手
続
き
が
で
き
ま
す
。

　

 
h
ttp
://w

w
w
.city

.
sh
im
o
tsu

k
e
.lg
.jp
/

h
p
/m
en
u
000010200/

hpg000010118.htm

　

ぜ
ひ
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

【
総
合
政
策
課
】☎（
40
）5
5
5
0

・ 

統
計
調
査
員
の
登
録
者
を
募
集

し
て
い
ま
す

・ 

市
長
と
い
き
い
き
ラ
ン
チ
ト
ー

ク
・ 

広
報
し
も
つ
け
ア
ン
ケ
ー
ト　

ご
意
見
・
ご
要
望
を
お
寄
せ

く
だ
さ
い
！

・ 

下
野
市
デ
ー
タ
放
送
「
し
も
つ

け　

あ
れ
こ
れ
」
放
映
依
頼

・
下
野
市
へ
の
お
問
い
合
わ
せ

・
市
政
へ
の
提
案
書

・ 

下
野
市
デ
ジ
タ
ル
サ
イ
ネ
ー
ジ

（
電
子
看
板
）

【
総
務
人
事
課
】☎（
40
）5
5
5
1

・
行
政
情
報
公
開
請
求
書

・ 

平
成
27
年
度
臨
時
職
員
登
録
者

募
集

【
財
政
課
】
☎（
40
）5
5
5
2

・
「
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
」
に
よ
る

　

下
野
市
へ
の
寄
付
に
つ
い
て

【
税
務
課
】
☎（
40
）5
5
5
4

・ 

土
地
の
利
用
状
況
に
変
更
が
あ

っ
た
時
の
申
出

・ 

固
定
資
産
税
を
納
税
さ
れ
て
い

る
市
外
に
お
住
い
の
方
（
法

人
の
方
を
含
む
）
が
住
所
変

更
さ
れ
た
と
き
の
届
出

・
家
屋
を
取
り
壊
し
た
時
の
届
出

・ 
家
屋
を
新
築
ま
た
は
増
築
し
た

時
の
届
出

【
環
境
課
】
☎（
40
）5
5
5
9

・
不
用
品
リ
サ
イ
ク
ル
情
報

【
市
民
課
】
☎（
40
）5
5
5
6

・ 

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
再

交
付
申
請
書

【
安
全
安
心
課
】☎（
40
）5
5
5
5

・
防
犯
灯
の
修
繕
受
付

・ 

道
路
反
射
鏡
（
カ
ー
ブ
ミ
ラ

ー
）
の
修
繕
受
付
に
つ
い
て

【
こ
ど
も
福
祉
課
】☎（
52
）1
1
1
4

・ 

子
育
て
全
般
に
関
す
る
ネ
ッ
ト

相
談
・
質
問

・ 

地
域
の
サ
ポ
ー
タ
ー
が
育
児
を

支
援
！
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ

ー
ト
・
セ
ン
タ
ー

【
高
齢
福
祉
課
】☎（
52
）1
1
1
5

・ 

介
護
保
険
被
保
険
者
証
等
再
交

付
申
請
書

【
都
市
計
画
課
】☎（
48
）2
1
1
4

・
耐
震
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
派
遣
事
業

・
公
園
遊
具
危
険
箇
所
報
告
書

【
区
画
整
理
課
】☎（
48
）2
1
1
5

・
仮
換
地
証
明
・
底
地
証
明

【
水
道
課
】
☎（
48
）
2
1
2
1

・
上
下
水
道
開
始
・
中
止
届

【
生
涯
学
習
情
報
セ
ン
タ
ー
】

　

☎（
40
）0
9
1
1

・
ま
ち
づ
く
り
リ
ク
エ
ス
ト
講
座

・ 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
バ
ン
ク
の
申
し

込
み

申
請
・
届
出
の
詳
細
は
、
各
担

当
課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

（
平
成
27
年
4
月
1
日
現
在
：
27

項
目
）

普
通
救
命
講
習
会（
定
期
）

開
催
に
つ
い
て（
無
料
）

■
日
時　

６
月
20
日
㈯

午
前
９
時
〜
正
午

※
要
事
前
申
し
込
み

■
場
所　

石
橋
地
区
消
防
組
合
消

防
本
部　

３
階
大
会
議
室

■
内
容　

① 

救
命
手
当
て
の
必
要
性

②
心
肺
蘇
生
法
（
実
技
）

③
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
い
方

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

石
橋
地
区
消
防
組
合
消
防
本
部

　

警
防
課　

救
急
救
助
係

　

☎（
53
）6
1
6
7

　

 

（
53
）6
1
7
4

消
防
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

■
救
急
救
命
士
の
出
来
る
処
置
が

増
え
ま
し
た

認
定
を
受
け
た
救
急
救
命
士
が

血
糖
測
定
、静
脈
路
確
保
（
点
滴
）、

低
血
糖
状
態
へ
の
ブ
ド
ウ
糖
（
薬

剤
）
投
与
を
出
来
る
よ
う
に
な
り

ま
す
。
現
在
の
と
こ
ろ
、
2
名
の

救
急
救
命
士
が
認
定
を
受
け
て
い

ま
す
。

こ
れ
ら
は
、
症
状
が
著
し
く
悪

化
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
、
ま
た
は

生
命
が
危
険
な
状
態
に
あ
る
患
者

さ
ん
に
行
う
処
置
で
す
。
処
置
を

行
う
こ
と
に
よ
り
病
院
搬
送
が
数

分
長
く
な
る
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す

が
、
患
者
さ
ん
に
適
し
た
病
院
を

選
定
す
る
こ
と
が
で
き
、
症
状
の

悪
化
を
防
止
す
る
可
能
性
の
あ
る

処
置
で
す
。

■
搬
送
す
る
病
院
は
救
急
隊
が
選

定
し
ま
す

救
急
隊
は
、
あ
ら
か
じ
め
定
め

ら
れ
た
ル
ー
ル
に
従
い
搬
送
病
院

を
選
定
し
ま
す
。

栃
木
県
の
定
め
た
「
栃
木
県
傷

病
者
搬
送
・
受
入
実
施
基
準
」
に

従
い
病
院
選
定
し
、
受
入
れ
可
能

と
回
答
を
得
た
病
院
へ
搬
送
し
ま

す
。
救
急
車
の
適
正
利
用
を
お
願

い
し
ま
す
。

■
消
防
隊
と
救
急
隊
が
一
緒
に
出

動
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す

搬
送
が
困
難
な
場
合
や
高
度
処

置
が
必
要
な
場
合
は
、
救
急
隊
だ

け
で
は
対
応
が
難
し
い
場
合
が
あ

り
ま
す
。
そ
の
時
に
は
消
防
隊
も

出
動
し
、
一
緒
に
処
置
を
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

皆
さ
ん
の
ご
理
解
ご
協
力
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

 

石
橋
地
区
消
防
組
合
消
防
本
部

警
防
課
☎（
53
）6
1
6
7
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井
戸
水
か
ら
水
道
水
へ
の

切
り
替
え
を
お
す
す
め
し
ま
す

水
道
が
利
用
で
き
る
地
域
の
方

に
、
井
戸
水
か
ら
水
道
水
へ
の
切

り
替
え
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

市
の
水
道
水
は
地
下
水
を
水
源

と
し
、
深
さ
60
ｍ
か
ら
2
0
0
ｍ

の
深
井
戸
33
本
か
ら
く
み
上
げ
て

お
り
、
市
民
の
皆
さ
ま
に
安
全
で

お
い
し
い
水
を
24
時
間
安
定
し
て

供
給
す
る
た
め
に
、
水
道
法
に
よ

り
定
め
ら
れ
た
項
目
の
水
質
検
査

を
行
い
、
水
質
の
管
理
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

ま
た
、
水
道
水
中
の
放
射
性
物

質
に
つ
い
て
は
、
国
の
モ
ニ
タ
リ

ン
グ
方
針
に
基
づ
き
、
定
期
的
に

測
定
検
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
測
定
検
査
で
は
、

す
べ
て
新
基
準
値
を
下
回
っ
て
お

り
、
安
全
に
飲
用
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。（
新
基
準
値
は
、
放
射
性

セ
シ
ウ
ム
10
B
q
／
k
g
で
す
。）

給
水
工
事
の
申
し
込
み
は
、
市

指
定
給
水
工
事
事
業
者
へ
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

２
階
へ
給
水
す
る
場
合

の
メ
ー
タ
ー
口
径
基
準

が
緩
和
さ
れ
ま
し
た

4
月
1
日
か
ら
、
新
規
に
建
築

さ
れ
る
集
合
住
宅
等
で
2
階
へ
給

水
す
る
場
合
、
次
の
要
件
を
全
て

満
た
し
て
い
る
場
合
は
、
メ
ー
タ

ー
口
径
を
φ
13
m
m
に
す
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

⑴ 

集
合
住
宅
等
（
テ
ナ
ン
ト
や
2

世
帯
住
宅
を
含
む
）
で
あ
る
こ

と
。

⑵ 

直
結
給
水
で
戸
別
メ
ー
タ
ー
が

設
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

⑶
栓
数
が
6
栓
以
下
で
あ
る
こ
と
。

⑷ 
給
湯
器
を
除
き
、
メ
ー
タ
ー
先

の
水
栓
が
1
階
と
2
階
に
ま

た
が
ら
な
い
こ
と
。

⑸ 

配
水
管
が
片
送
り
の
場
合
、
φ

75
m
m
以
上
で
あ
る
こ
と
。

詳
細
は
水
道
課
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

閉
栓・開
栓
等
は
事
前
の

ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す

引
っ
越
し
等
に
よ
る
閉
栓
・
開

栓
の
お
申
し
込
み
は
、
4
〜
5
日

前
ま
で
に
水
道
課
へ
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

ま
た
、
使
用
者
や
所
有
者
の
名

義
が
変
更
（
死
亡
や
転
居
な
ど
）

に
な
っ
た
場
合
は
、
至
急
届
け
出

て
く
だ
さ
い
。

■
受
付
時
間

午
前
8
時
30
分
〜
午
後
5
時
15

分
（
土
・
日
・
祝
祭
日
を
除
く
）

水
道
メ
ー
タ
ー
検
針
に

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

２
か
月
に
１
回
（
お
お
む
ね
Ｊ

Ｒ
宇
都
宮
線
の
東
側
は
奇
数
月
、

西
側
は
偶
数
月
）、
水
道
メ
ー
タ

ー
の
検
針
を
行
っ
て
い
ま
す
。
検

針
員
が
正
確
に
、
ま
た
効
率
的
に

検
針
で
き
る
よ
う
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

・ 

メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
近
く
に

犬
を
つ
な
い
だ
り
、
放
し
飼
い

を
し
た
り
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

・ 

メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
上
に
物

を
置
か
な
い
で
く
だ
さ
い
（
植

木
鉢
、
資
材
、
車
な
ど
）
。

・ 
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
中
は
、

い
つ
も
き
れ
い
に
し
て
お
い
て

く
だ
さ
い
。

天
平
の
花
ま
つ
り
グ
ラ

ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会
を

開
催
し
ま
し
た

4
月
2
日
に
天
平
の
丘
公
園

に
て
、
1
0
0
名
の
参
加
に
よ
り

盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

下
野
市
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ

協
会
は
、
健
康
増
進
と
会
員
の
親

睦
交
流
を
図
る
た
め
、
国
分
寺
大

会
、
石
橋
大
会
、
南
河
内
大
会
を

定
期
的
に
実
施
し
て
お
り
、
天
平

の
花
ま
つ
り
大
会
で
は
、
全
地
域

か
ら
参
加
す
る
大
会
で
す
。

上
位
入
賞
者
は
、
次
の
と
お
り

で
す
。（
敬
称
略
）

■
総
合
優
勝

高
久　

君
代
（
石
橋
）

男
子
の
部

優　

勝　

淋　

國
弘（
南
河
内
）

 　

 

準
優
勝　

荒　

登
志
夫
（
南
河

内
）

　

 

第
3
位　

黒
川　

治
男
（
南
河

内
）

女
子
の
部

優　

勝　

高
久　

君
代（
石
橋
）

　

 

準
優
勝　

鈴
木　

ヨ
シ
エ
（
南

河
内
）

第
3
位　

市
川
ま
り
子（
石
橋
）

■
花
ま
つ
り
賞

山
田　

す
み
（
石
橋
）

くらしの情報

■
問
い
合
わ
せ
先　

水
道
課
☎（
48
）２
１
２
１

■メーター口径別水道加入金と手数料一覧（件／税込み）

口　径 加入金額 設計審査手数料 竣工検査手数料

13ｍｍ 54,000円

1,000円
分水工事
無　2,000 円
有　4,000 円

20ｍｍ 140,400円

25ｍｍ 248,400円
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くらしの情報

自
動
交
付
機（
国
分
寺
庁

舎
内
）廃
止
の
お
知
ら
せ

平
成
28
年
4
月
末
に
国
分
寺
庁

舎
内
に
設
置
し
て
あ
る
自
動
交
付

機
を
廃
止
し
ま
す
。

こ
れ
に
伴
い
現
在
自
動
交
付
機

が
利
用
で
き
る
下
野
市
民
カ
ー
ド

と
南
河
内
町
民
カ
ー
ド
は
印
鑑
登

録
証
と
し
て
の
ご
利
用
の
み
に
な

り
ま
す
。
印
鑑
登
録
証
明
書
が
必

要
な
と
き
は
、
カ
ー
ド
を
持
っ
て

市
民
課
窓
口
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

手
数
料
は
一
通
3
0
0
円
で
す
。

　

自
動
交
付
機
の
廃
止
後
も
市
民

課
窓
口
以
外
で
の
取
得
を
希
望
す

る
場
合
は
コ
ン
ビ
ニ
交
付
を
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

■
コ
ン
ビ
ニ
交
付
の
ご
案
内

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
に
あ

る
、
マ
ル
チ
コ
ピ
ー
機
で
住
民
票

の
写
し
や
印
鑑
登
録
証
明
書
を
取

得
で
き
る
、
コ
ン
ビ
ニ
交
付
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
手
数
料
は
一
通

2
0
0
円
で
す
。

ご
利
用
に
な
る
に
は
、
住
民
基

本
台
帳
カ
ー
ド
を
作
成
し
、
コ
ン

ビ
ニ
交
付
利
用
登
録
が
必
要
で
す
。

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

市
民
課
☎（
40
）５
５
５
７

情
報
公
開
制
度
及
び
個

人
情
報
保
護
制
度
の
運

用
状
況
に
つ
い
て

市
で
は
情
報
公
開
の
推
進
と
積

極
的
な
情
報
提
供
、
個
人
情
報
保

護
の
厳
格
化
を
行
っ
て
い
ま
す
。

平
成
26
年
度
中
の
運
用
状
況
に

つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■
情
報
公
開
制
度
と
は
？

市
が
保
有
し
て
い
る
行
政
情
報

を
「
行
政
と
市
民
の
共
通
の
情
報

資
産
」
と
し
て
公
開
し
て
い
く
制

度
で
、
市
民
が
公
開
請
求
す
る
権

利
を
保
障
す
る
も
の
で
す
。

■
個
人
情
報
保
護
制
度
と
は
？

保
有
個
人
情
報
の
適
正
な
取
扱

い
を
規
定
し
、
保
有
個
人
情
報
の

開
示
、
訂
正
、
利
用
停
止
を
求
め

る
権
利
を
保
障
す
る
制
度
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

総
務
人
事
課　
☎（
40
）5
5
5
1

ほ
っ
と
♥
介
護
教
室

「
認
知
症
に
つ
い
て
」

認
知
症
は
、
だ
れ
も
が
い
つ
発

症
し
て
も
不
思
議
で
は
な
い
病
気

で
す
。
認
知
症
に
つ
い
て
の
正
し

い
理
解
を
も
ち
、
助
け
合
う
こ
と

が
で
き
れ
ば
、
安
心
し
て
地
域
で

暮
ら
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

一
緒
に
認
知
症
に
つ
い
て
学
ん

で
み
ま
せ
ん
か
？

■
講
師

居
宅
介
護
支
援
事
業
所
え
び
は

ら　

介
護
支
援
専
門
員　

須
藤
知

道
氏

■
日
時　

７
月
９
日
㈭

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

■
会
場　

ゆ
う
ゆ
う
館　

会
議
室

■
対
象　

市
内
在
住
で
、
興
味
の

あ
る
方
な
ら
ど
な
た
で
も
参
加
で

き
ま
す
。（
参
加
無
料
）

■
定
員　

30
名

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

み
な
み
か
わ
ち

　

☎（
44
）３
０
０
２

　

こ
く
ぶ
ん
じ

　

☎（
43
）１
２
３
９

　

い
し
ば
し

　

☎（
51
）０
６
３
３

が
ん
患
者
と
家
族
の
サ
ロ
ン

（
６
月
）

病
気
で
つ
ら
い
気
持
ち
、
ひ
と

り
で
抱
え
て
い
ま
せ
ん
か
？

「
が
ん
患
者
と
家
族
の
サ
ロ
ン
」

は
病
気
と
の
向
き
合
い
方
を
学
ん

だ
り
、
話
し
合
い
の
時
間
を
持
っ

た
り
す
る
場
で
す
。
が
ん
の
種
別

は
問
い
ま
せ
ん
。
ど
な
た
で
も
、

お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

医
師
・
看
護
師
・
薬
剤
師
・
管

理
栄
養
士
・
社
会
福
祉
士
・
理
学

療
法
士
・
臨
床
心
理
士
・
事
務
職

員
が
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

■
日
時　

６
月
11
日
㈭

　

午
後
２
時
〜
４
時

■
場
所

　

自
治
医
科
大
学
附
属
病
院　

本

館
地
下
１
階
ス
タ
ッ
フ
ラ
ウ
ン
ジ

■
内
容

・ 

ミ
ニ
・
レ
ク
チ
ャ
ー
「
が
ん
に

つ
い
て
知
ろ
う
」

・
リ
ラ
ク
セ
ー
シ
ョ
ン
体
験

・
自
由
な
語
り
合
い

■
参
加
費　

無
料

■
問
い
合
わ
せ
先

　

 

自
治
医
科
大
学
附
属
病
院
が
ん

相
談
支
援
室

　

☎（
58
）7
1
0
7

3

■情報公開制度
公開
請求
件数

決定内容

公開 部分
公開 非公開

３３ １１ １４ ８
■個人情報保護制度

開示
請求
件数

決　定　内　容 訂正
請求
件数

利用
停止
請求
件数

開示 部分 
開示

非開
示

４ １ ３ ０ ０ ０

■コンビニ交付利用登録の流れ
　現在、下野市民カードまたは南河内町
民カードをお持ちで、コンビニ交付の利
用を希望する方

　市民課窓口にて住民基本台帳カードを
作成し、「コンビニ交付利用登録」をして
ください。
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平
成
27
年
度
臨
時
福
祉
給

付
金
の
支
給
の
準
備
を
進

め
て
い
ま
す

平
成
26
年
４
月
１
日
か
ら
消
費

税
率
が
８
％
に
引
き
上
げ
ら
れ
た

と
こ
ろ
で
す
が
、
消
費
税
の
引
き

上
げ
に
伴
う
負
担
を
緩
和
す
る
た

め
、
所
得
の
低
い
方
に
「
臨
時
福

祉
給
付
金
」
を
支
給
し
ま
す
。

な
お
、
こ
の
給
付
金
は
、
基
準

日
（
平
成
27
年
１
月
１
日
）
時
点

で
下
野
市
に
住
民
登
録
さ
れ
た
方

（
外
国
人
を
含
む
）
が
対
象
で
す
。

基
準
日
に
市
内
に
住
民
登
録
が

な
い
方
は
、
住
民
登
録
さ
れ
て
い

た
市
町
村
で
申
請
の
受
付
を
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

■
支
給
対
象

平
成
27
年
度
分
の
住
民
税
が
非

課
税
の
方

※ 

課
税
さ
れ
て
い
る
方
の
扶
養
親

族
お
よ
び
生
活
保
護
の
受
給
者

で
あ
る
場
合
な
ど
は
除
き
ま
す
。

■
支
給
額

１
人
に
つ
き
６
，０
０
０
円

■
申
請
受
付
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

支
給
対
象
と
な
り
得
る
方
に
は
７

月
頃
に
通
知
書
を
送
付
予
定
で
す
。

申
請
期
間
は
８
月
頃
か
ら
２
月

頃
ま
で
の
６
か
月
間
を
予
定
し
て

い
ま
す
。
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、

順
次
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

確
定
申
告
ま
た
は
住
民
税
の
申

告
が
お
済
み
で
な
い
方
は
申
告
を

お
願
い
し
ま
す
。

■〝
振
り
込
め
詐
欺
〞や〝
個
人
情

報
の
搾
取
〞に
ご
注
意
く
だ
さ
い
！

　

自
宅
や
職
場
な
ど
に
市
町
村
や

厚
生
労
働
省
の
職
員
を
か
た
っ
た

電
話
が
か
か
っ
て
き
た
り
、
郵
便

が
届
い
た
ら
、
市
役
所
や
警
察
署

（
ま
た
は
警
察
相
談
専
用
電
話（
＃

９
１
１
０
））に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

社
会
福
祉
課　
☎（
52
）１
１
１
２

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー

養
成
講
座
開
催
の
お
知
ら
せ

「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
」
は
、

認
知
症
に
つ
い
て
正
し
く
理
解
し
、

認
知
症
の
人
や
そ
の
家
族
を
見
守

る
応
援
者
で
す
。
認
知
症
に
つ
い

て
、
学
び
た
い
方
な
ど
、
ぜ
ひ
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

■
日
時　

７
月
１
日
㈬

　

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

■
場
所　

き
ら
ら
館
研
修
室

■
定
員　

40
名
程
度

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

・
高
齢
福
祉
課　

☎（
52
）１
１
１
５

・ 

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
み
な

み
か
わ
ち
☎（
44
）３
０
０
２

こ
ど
も
医
療
費
助
成
の
現

物
給
付
の
対
象
年
齢
を
拡

大
し
ま
す

平
成
27
年
7
月
診
療
分
か
ら
、

県
内
医
療
機
関
等
で
の
現
物
給
付

の
対
象
を
中
学
３
年
生
修
了
（
15

歳
に
達
す
る
日
以
後
の
最
初
の
３

月
31
日
）
ま
で
拡
大
し
ま
す
。

助
成
制
度
の
変
更
に
伴
い
、
小

学
生
・
中
学
生
の
お
子
様
へ
新
し

い
受
給
資
格
者
証
を
お
送
り
し
ま

す（
発
送
は
６
月
下
旬
発
送
予
定
）。

現
在
お
持
ち
の
受
給
資
格
者
証
は

７
月
以
降
返
却
ま
た
は
破
棄
し
て

く
だ
さ
い
。

※ 

未
就
学
の
お
子
様
は
、
現
在
お

持
ち
の
受
給
資
格
者
証
を
継
続

し
て
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
今
後
、

小
学
校
へ
入
学
さ
れ
る
お
子
様

へ
は
、
入
学
前
（
3
月
下
旬
）

に
受
給
資
格
者
証
を
送
付
し
ま

す
。

■
助
成
の
流
れ

○
現
物
給
付

県
内
の
医
療
機
関
等
を
受
診
す

る
場
合
、「
こ
ど
も
医
療
費
受
給

資
格
者
証
」
及
び
「
お
子
様
の
健

康
保
険
証
」
を
提
示
す
る
こ
と
で
、

窓
口
で
の
入
院
・
通
院
・
調
剤
に

か
か
る
保
険
診
療
分
の
負
担
金
に

つ
い
て
支
払
い
が
な
く
な
り
ま
す
。

○
償
還
払
い

県
外
の
医
療
機
関
等
を
受
診
す

る
場
合
や
、
小
学
生
以
上
の
お
子

様
の
県
内
の
一
部
医
療
機
関
で
の

受
診
（
整
骨
院
、
接
骨
院
で
の
柔

道
整
復
関
係
等
）
の
場
合
は
、
医

療
機
関
等
の
窓
口
で
保
険
診
療
分

の
負
担
金
を
お
支
払
い
い
た
だ
き
、

診
療
月
の
翌
月
か
ら
1
年
以
内
に

市
に
「
こ
ど
も
医
療
費
助
成
申
請

書
」
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
注
意
点

①　
「
こ
ど
も
医
療
費
受
給
資
格

者
証
」
及
び
「
お
子
様
の
健
康
保

険
証
」
を
提
示
し
な
い
場
合
、
現

物
給
付
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん
。
保
険
診
療
分
の
負
担
金
を

支
払
っ
た
場
合
は
、
償
還
払
い
の

申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

②　

重
度
心
身
障
が
い
者
医
療
費

助
成
ま
た
は
ひ
と
り
親
家
庭
医
療

費
助
成
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
中

学
生
以
下
の
お
子
様
に
つ
い
て
も
、

こ
ど
も
医
療
費
が
優
先
さ
れ
、

前
記
助
成
の
流
れ
の
と
お
り
と
な

り
ま
す
。

③　

制
度
の
拡
大
で
現
物
給
付
の

対
象
と
な
る
方
の
平
成
27
年
6
月

以
前
の
診
療
分
に
つ
い
て
は
、
従

来
ど
お
り
申
請
期
間
内
に
償
還
払

い
の
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

④　

独
立
行
政
法
人
日
本
ス
ポ
ー

ツ
振
興
セ
ン
タ
ー
が
実
施
す
る
災

害
共
済
制
度
に
該
当
す
る
け
が
や

疾
病
に
つ
い
て
は
、
共
済
制
度
が

優
先
と
な
り
ま
す
の
で
、
現
物
給

付
の
対
象
と
は
な
り
ま
せ
ん
。

■
制
度
の
変
更
点

■
問
い
合
わ
せ
先

　

社
会
福
祉
課　
☎（
52
）1
1
1
2

くらしの情報

対象区分 受給資格者
証の色

６月までの診療分 ７月までの診療分

県内 県外 県内 県外

未就学児 ピンク 現物給付

償還払い 現物給付 償還払い
小学生
中学生 ベージュ 償還払い
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談
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職

募　
　

集

空
き
店
舗
活
用
事
業
奨
励

金
を
ご
活
用
く
だ
さ
い

市
は
商
業
の
振
興
を
図
る
た
め
、

空
き
店
舗
活
用
事
業
奨
励
金
を
交

付
し
て
い
ま
す
。

下
野
市
内
に
出
店
を
お
考
え
の

事
業
者
の
皆
様
、
是
非
と
も
こ
の

制
度
を
ご
活
用
く
だ
さ
い
。 

■
空
き
店
舗
と
は

か
つ
て
事
業
の
用
に
供
さ
れ
、

そ
の
後
、
移
転
や
閉
店
等
に
よ
り

閉
鎖
さ
れ
、
３
か
月
以
上
事
業
の

用
に
供
さ
れ
て
い
な
い
店
舗 

■
交
付
額

・ 

事
業
を
開
始
し
た
月
か
ら
１
年

間
に
限
り
、
対
象
物
件
に
係

る
賃
借
料
の
２
分
の
１
に
相

当
す
る
額

・
限
度
額
は
60
万
円

・
奨
励
金
は
６
か
月
ご
と
に
交
付 

■
対
象
区
域　
　

市
内
全
域 

■
奨
励
金
受
給
資
格
の
認
定
申
請

奨
励
金
の
交
付
を
受
け
よ
う
と

す
る
方
は
、
交
付
申
請
の
前
に
、

資
格
認
定
申
請
書
を
記
入
の
う
え
、

事
業
開
始
後
２
か
月
以
内
ま
で
に

必
要
書
類
を
添
え
て
提
出
し
、
奨

励
金
受
給
資
格
者
の
認
定
を
受
け

て
く
だ
さ
い
。

■
認
定
の
要
件

⑴ 

市
内
に
お
い
て
空
き
店
舗
を
賃

借
し
て
事
業
を
開
始
す
る
方

⑵ 

１
年
以
上
営
業
を
継
続
で
き
る

方
⑶ 

風
俗
営
業
等
の
規
制
及
び
業
務

の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
（
昭

和
23
年
法
律
第
１
２
２
号
）
第

２
条
に
規
定
す
る
風
俗
営
業

以
外
の
業
務
を
営
む
方

⑷
市
税
等
を
完
納
し
て
い
る
方

⑸ 
市
民
の
生
活
の
安
全
及
び
平
穏

を
確
保
す
る
こ
と
を
阻
害
す

る
お
そ
れ
の
な
い
方 

■
認
定
の
通
知

　

申
請
後
、
審
査
を
行
い
、
奨
励

金
受
給
資
格
を
認
定
し
た
と
き
は
、

認
定
書
に
よ
り
通
知
い
た
し
ま
す
。

■
受
給
資
格
認
定
後
か
ら
奨
励

金
の
交
付
ま
で

① 

奨
励
金
受
給
資
格
を
認
定
さ
れ

た
方
（
認
定
者
）
は
、
事
業
開

始
の
月
か
ら
６
か
月
経
過
し

た
後
及
び
１
年
を
経
過
し
た

後
に
、
奨
励
金
の
交
付
を
申
請

し
ま
す
。

② 

奨
励
金
の
交
付
決
定
を
受
け
た

認
定
者
は
、
請
求
書
を
提
出
し

ま
す
。

③ 

認
定
者
に
奨
励
金
が
交
付
さ
れ

ま
す
。

詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

商
工
観
光
課

（
南
河
内
図
書
館
２
階
）

　

☎（
48
）２
１
１
２

農
地
台
帳
を
公
表
し
ま
す

農
地
法
の
改
正
に
よ
り
、
農
地

台
帳
及
び
農
地
に
関
す
る
地
図
を

公
表
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

本
年
4
月
1
日
か
ら
農
地
台
帳

の
情
報
を
次
の
と
お
り
公
表
し
て

い
ま
す
。

■
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
公
表

　

 

農
地
情
報
公
開
シ
ス
テ
ム
（
愛

称
「
全
国
農
地
ナ
ビ
」

　

 
http://w

w
w
.alis-ac.jp/

）

を
利
用
し
て
、
次
の
情
報
を
閲

覧
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

・
農
地
の
地
番
・
地
目
・
面
積

・
農
振
法
等
の
地
域
区
分

・
賃
借
権
等
の
種
類
・
存
続
期
間

・ 

農
地
中
間
管
理
機
構
の
中
間
管

理
権
の
設
定
状
況　
　

ほ
か

■
農
業
委
員
会
窓
口
で
の
閲
覧
ま

た
は
交
付
申
請

「
農
地
台
帳
閲
覧
請
求
書
」
ま

た
は
「
農
地
台
帳
記
録
事
項
要
約

書
交
付
請
求
書
」（
農
業
委
員
会

事
務
局
に
備
え
付
け
て
あ
り
ま

す
。）に
よ
り
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
公
表
さ
れ

れ
る
情
報
の
ほ
か
、
次
の
情
報
を

閲
覧
で
き
ま
す
。

・
所
有
者
の
氏
名
・
名
称

・
賃
借
人
等
の
氏
名
・
名
称

・
耕
作
者
の
氏
名
・
名
称

■
問
い
合
わ
せ
先

下
野
市
農
業
委
員
会
事
務
局

　

☎（
48
）2
1
1
6

下
野
市
雇
用
奨
励
金
交
付

制
度
に
つ
い
て

雇
用
機
会
の
増
大
と
雇
用
の
安

定
化
を
図
る
た
め
、
市
内
に
あ
る

事
業
所
が
対
象
労
働
者
を
常
用
雇

用
し
た
場
合
、
事
業
主
に
奨
励
金

が
交
付
さ
れ
ま
す
。

■
受
給
対
象
者

　

次
の
⑴
〜
⑸
す
べ
て
に
該
当
す

る
事
業
主
。

⑴
雇
用
保
険
適
用
の
事
業
主

⑵ 

１
週
間
当
た
り
の
所
定
労
働
時

間
が
、
既
に
雇
用
し
て
い
る
被

雇
用
者
の
１
週
間
当
た
り
の

所
定
労
働
時
間
と
同
程
度
で

あ
る
対
象
労
働
者
を
、
常
用
雇

用
者
（
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
を

除
く
）
と
し
て
期
間
を
定
め
ず
、

６
か
月
以
上
常
用
雇
用
し
て

い
る
事
業
主

⑶ 
対
象
労
働
者
に
対
す
る
雇
用
保

険
、
健
康
保
険
、
厚
生
年
金
に

加
入
し
て
い
る
事
業
主

⑷ 

対
象
労
働
者
の
雇
用
を
開
始
し

た
日
の
前
日
か
ら
起
算
し
て

６
か
月
前
の
日
か
ら
１
年
を

経
過
す
る
日
ま
で
の
間
に
解

雇
し
た
労
働
者
が
い
な
い
事

業
主

⑸
市
税
等
に
滞
納
が
な
い
事
業
主

■
対
象
労
働
者

下
野
市
内
に
住
所
を
有
し
公
共

職
業
安
定
所
の
紹
介
を
受
け
た
離

職
者
や
、身
体
障
が
い
者
手
帳
１
・

２
級
に
該
当
す
る
方
な
ど
。（
た

だ
し
、
事
業
主
の
２
親
等
以
内
の

者
を
除
く
。）

■
交
付
対
象
期
間

対
象
労
働
者
の
雇
用
を
開
始
し

た
日
か
ら
起
算
し
て
６
か
月
を
経

過
す
る
日
か
ら
６
か
月
以
内

■
交
付
額

１
人
に
つ
き　

20
万
円

（
同
一
年
度
内
で
同
一
事
業
者

に
交
付
で
き
る
額
は
、
１
０
０
万

円
ま
で
）

※
提
出
書
類
に
つ
い
て

　

 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
に
な
る

か
、
商
工
観
光
課
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　

　

商
工
観
光
課

（
南
河
内
図
書
館
２
階
）

　

☎（
48
）２
１
１
２

くらしの情報
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お
子
さ
ん
が
市
外
の
幼
稚

園
に
入
園
し
て
い
る
保
護

者
の
方
へ

私
立
幼
稚
園
就
園
奨
励
費
補
助

金
の
書
類
は
届
き
ま
し
た
か
？

市
外
の
幼
稚
園
に
入
園
し
て
い

て
も
下
野
市
に
住
所
の
あ
る
方
は

補
助
の
対
象
に
な
り
ま
す
が
、
承

諾
書
等
の
書
類
を
幼
稚
園
に
提
出

し
て
い
た
だ
か
な
い
と
補
助
金
が

受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

幼
稚
園
か
ら
平
成
27
年
度
の
書

類
が
届
い
て
い
な
い
場
合
は
、
幼

稚
園
に
確
認
し
て
い
た
だ
く
か
、

こ
ど
も
福
祉
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

■
対
象
者

下
野
市
に
住
所
が
あ
り
幼
稚
園

に
入
園
し
て
い
る
満
3
歳
〜
5
歳

児
の
保
護
者
の
方
。

年
度
途
中
か
ら
入
園
し
て
い
る

場
合
も
対
象
に
な
り
ま
す
。

■
手
続
き

書
類
の
交
付
・
提
出
・
補
助
金

の
支
払
い
等
は
全
て
幼
稚
園
を
通

し
て
行
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

こ
ど
も
福
祉
課

　

☎（
52
）１
１
１
４

６
月
15
日
は
県
民
の
日
で
す

栃
木
県
で
は
、
郷
土
へ
の
理
解

と
関
心
を
深
め
る
こ
と
等
を
目
的

に
、
６
月
15
日
を
県
民
の
日
と
定

め
て
い
ま
す
。

今
年
も
、
６
月
15
日
㈪
に
県
本

庁
舎
等
で
記
念
イ
ベ
ン
ト
の
開
催

や
、
県
内
外
協
賛
施
設
で
無
料
開

放
や
一
部
割
引
等
が
行
わ
れ
ま
す
。

詳
し
く
は
、
栃
木
県
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
や
イ
ベ
ン
ト
ガ
イ
ド
を
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

栃
木
県
県
民
文
化
課

　

☎
０
２
８（
６
２
３
）３
４
２
２

栃
木
県
政
世
論
調
査
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

暮
ら
し
や
県
政
へ
の
要
望
な
ど

に
つ
い
て
、
県
民
の
皆
様
が
日
頃

感
じ
て
い
る
こ
と
を
お
伺
い
し
、

県
政
施
策
の
基
礎
資
料
と
さ
せ
て

い
た
だ
く
た
め
、
栃
木
県
政
世
論

調
査
を
実
施
し
ま
す
。

■
対
象

栃
木
県
内
在
住
の
20
歳
以
上
の

方
か
ら
２
，０
０
０
名
を
無
作
為

抽
出

■
期
間

６
月
12
日
㈮
ま
で

■
実
施
方
法

対
象
者
へ
調
査
票
を
郵
送
し
ま

す
。

■
そ
の
他

　

お
答
え
い
た
だ
い
た
情
報
は
、

本
調
査
目
的
以
外
に
は
一
切
使
用

し
ま
せ
ん
。（
秘
密
は
厳
守
し
ま

す
。）

■
問
い
合
わ
せ
先

栃
木
県
広
報
課

　

☎
０
２
８（
６
２
３
）２
１
５
８

防
衛
大
学
校
等
入
学
試
験

及
び
自
衛
官
採
用
試
験
の

お
知
ら
せ

こ
の
表
の
内
容
は
、
自
衛
官
等

募
集
案
内
を
抜
粋
し
た
も
の
で
す
。

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

 

自
衛
隊
栃
木
地
方
協
力
本
部　

小
山
地
域
事
務
所

　

☎（
25
）４
７
６
３

イ
ベ
ン
ト

お
知
ら
せ

募　
　

集

相　
　

談

就　
　

職

くらしの情報

募集種目

防衛大学校
学　　　生

防衛医科大学校
医学科学生

高卒（見込含）
21歳未満の者

9月5日～9月9日

9月5日～9月30日

9月5日～9月30日

9月5日～9月30日

9月26・27日

1次：9月26日

1次：11月7・8日

1次：10月17日

8月1日～9月8日 1次：9月23日

8月1日～9月8日

年間を通じておこ
なっております。

受付時に通知　（H28年3月高校
卒業予定者は9月16日以降実施）

1次：9月18・19日

8月1日～9月8日 9月25～29日
（いずれか1日）

1次：10月31・11月1日

28年1月20日～1月29日 1次：28年2月20日

18歳以上
27歳未満の者

航空学生
一般曹候補生

自衛官候補生

防衛医科大学校
看護学科学生（自衛官）

推薦

前期
後期

男子

女子

総合選抜

資格 受付期間 試験期日

一
　
般
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くらしの情報

農
業
委
員
会
委
員
選
挙

「
立
候
補
予
定
者
説
明

会
」を
開
催
し
ま
す

9
月
3
日
に
任
期
満
了
を
迎

え
る
下
野
市
農
業
委
員
会
委
員
選

挙
に
つ
い
て
、
立
候
補
予
定
者
説

明
会
を
次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す

の
で
、
立
候
補
予
定
者
と
そ
の
関

係
者
の
方
は
ご
出
席
く
だ
さ
い
。

■
日
時

７
月
６
日
㈪

午
後
1
時
30
分
〜

■
会
場

国
分
寺
公
民
館
大
ホ
ー
ル

※ 

１
候
補
者
あ
た
り
２
名
ま
で
の

出
席
で
お
願
い
し
ま
す
。

※ 

立
候
補
届
出
に
必
要
な
書
類
は
、

説
明
会
当
日
に
会
場
で
お
渡

し
し
ま
す
。

※ 

下
野
市
農
業
委
員
会
委
員
選
挙

の
各
種
日
程
・
投
票
資
格
等
の

詳
細
は
、
広
報
７
月
号
及
び
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

 

下
野
市
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

　

☎（
40
）5
5
6
2

平
成
27
年
度
介
護
支
援

専
門
員
実
務
研
修
受
講

試
験
の
ご
案
内

■
日
時　

10
月
11
日
㈰

午
前
10
時
〜
正
午

■
会
場

第
１
会
場
：
宇
都
宮
大
学
（
峰

キ
ャ
ン
パ
ス
）

第
２
会
場
：
と
ち
ぎ
健
康
の
森

■
案
内
書
（
申
込
書
）
の
配
布

・ 

期
間
：
６
月
８
日
㈪
〜
７
月
８

日
㈬

・ 

場
所
：
各
市
役
所
・
町
役
場

（
介
護
保
険
担
当
窓
口
）
、
栃

木
県
庁
（
保
健
福
祉
部
高
齢
対

策
課
）
、
各
健
康
福
祉
セ
ン
タ

ー
、
と
ち
ぎ
福
祉
プ
ラ
ザ
、
栃

木
県
シ
ル
バ
ー
大
学
校
各
校
、

と
ち
ぎ
健
康
の
森　

総
合
受
付

（
と
ち
ぎ
健
康
の
森
で
は
土
・

日
・
祝
日
も
配
布
し
ま
す
。
）

■
受
験
申
込
書
の
受
付

６
月
22
日
㈪
〜
７
月
８
日
㈬
ま

で
に
、
簡
易
書
留
に
て
送
付
し
て

く
だ
さ
い
。（
消
印
有
効
）

■
受
験
料　

７
，７
０
０
円

■
問
い
合
わ
せ
先

　

 

社
会
福
祉
法
人
と
ち
ぎ
健
康
福
祉

協
会　

事
業
部
事
業
企
画
課（
栃

木
県
知
事
指
定
試
験
実
施
機
関
）

☎
０
２
８（
６
５
０
）５
５
８
７

事
業
主
の
皆
様
へ

労
働
保
険
年
度
更
新
の

申
告
・
納
付
に
つ
い
て

平
成
27
年
度
の
労
働
保
険
年
度

更
新
の
申
告
・
納
付
は
６
月
１
日

〜
７
月
10
日
に
行
っ
て
い
た
だ
く

こ
と
に
な
り
ま
す
。

■
労
働
保
険
料
の
算
定
方
法

平
成
26
年
４
月
１
日
〜
平
成
27

年
３
月
31
日
に
支
払
っ
た
賃
金
総

額
に
保
険
料
率
を
乗
じ
て
得
た
額

■
申
告
・
納
付
窓
口

概
算
・
確
定
保
険
料
の
申
告
・

納
付
は
、
栃
木
労
働
局
労
働
保
険

徴
収
室
、
労
働
基
準
監
督
署
、
日

本
銀
行
歳
入
代
理
店
、
郵
便
局
等

で
受
け
付
け
ま
す
。

■
申
告
・
納
付
方
法

申
告
書
と
納
付
書
を
切
り
離
さ

ず
に
保
険
料
を
添
え
て
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

労
働
保
険
料
申
告
等
の
事
務
を

社
会
保
険
労
務
士
や
労
働
保
険
事

務
組
合
に
委
託
す
る
方
法
も
あ
り

ま
す
。

※
申
告
書
作
成
の
結
果
、
納
付
す

べ
き
保
険
料
が
発
生
し
な
い
場
合

や
口
座
振
替
を
利
用
さ
れ
て
い
る

場
合
は
、
栃
木
労
働
局
ま
た
は
労

働
基
準
監
督
署
へ
直
接
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。（
金
融
機
関
で
は
取

扱
い
が
で
き
ま
せ
ん
。）

※ 

電
子
申
請
に
よ
る
労
働
保
険

の
年
度
更
新
の
申
告
も
e
‐

G
O
V（
電
子
政
府
の
総
合
窓
口
）

か
ら
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

栃
木
労
働
局
労
働
保
険
徴
収
室

　

☎
０
２
８（
６
３
４
）９
１
１
３

６
月
１
日
〜
10
日
は
、

「
電
波
利
用
環
境
保
護

周
知
啓
発
強
化
期
間
」で
す

電
波
は
暮
ら
し
の
中
で
欠
か
せ

な
い
大
切
な
も
の
で
す
。
電
波
の

ル
ー
ル
は
み
ん
な
で
守
り
ま
し
ょ

う
。

■
問
い
合
わ
せ
先

関
東
総
合
通
信
局

・ 

不
法
無
線
局
に
よ
る
混
信
・
妨

害
に
つ
い
て

　

☎
０
３（
６
２
３
８
）１
９
３
９

・ 

テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
の
受
信
障
害

に
つ
い
て

　

☎
０
３（
６
２
３
８
）１
９
４
５

・ 

地
上
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
放
送
の

受
信
相
談
に
つ
い
て

　

☎
０
３（
６
２
３
８
）１
９
４
４

オ
カ
リ
ナ
ク
ラ
ブ
ド
ル

チ
ェ
主
催
「
無
料
オ
カ

リ
ナ
入
門
講
座
」
開
講

■
日
時　

８
月
６
日
・
20
日
、
９

月
３
日
（
い
ず
れ
も
木
曜
日
）

　

午
後
３
時
〜
４
時

■
場
所　

国
分
寺
公
民
館　

視
聴

覚
室

■
持
ち
物　

オ
カ
リ
ナ
（
先
着
５

名
ま
で
無
料
貸
し
出
し
し
ま
す
。）

■
指
導
者　

伊
澤　

恵
子
氏

■
申
込
締
切　

７
月
23
日
㈭

○
メ
ン
バ
ー
募
集
中
！

　

30
歳
〜
80
歳
代
の
メ
ン
バ
ー
で

構
成
さ
れ
て
い
る
少
人
数
の
あ
た

た
か
い
ク
ラ
ブ
で
す
。

　

見
学
は
自
由
で
す
の
で
お
気
軽

に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
練
習
日　

毎
月
第
１
・
３
木
曜

日　

午
後
１
時
〜
３
時

■
場
所　

国
分
寺
公
民
館　

視
聴

覚
室

■
会
費　

月
額
２
，５
０
０
円

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

伊
澤
☎（
53
）７
８
０
５

　

 （
留
守
番
電
話
に
氏
名
・
連

絡
先
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

折
り
返
し
連
絡
差
し
上
げ
ま

す
。）
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イ
ベ
ン
ト

お
知
ら
せ

募　
　

集

相　
　

談

就　
　

職

くらしの情報

平
成
27
年
度
国
分
寺
特
別

支
援
学
校
見
学
会
等
の
お

知
ら
せ

学
校
見
学
会

■
日
時

○
小
・
中
学
部
合
同

７
月
７
日
㈫

午
前
９
時
20
分
〜
11
時

○
小
学
部

・
８
月
３
日
㈪

午
前
９
時
〜
11
時

・
10
月
７
日
㈬

　

午
前
９
時
20
分
〜
11
時

○
中
学
部

・
７
月
31
日
㈮

　

午
前
９
時
〜
11
時

・
９
月
28
日
㈪

　

午
前
９
時
20
分
〜
11
時

○
高
等
部

・
７
月
３
日
㈮

　

午
前
９
時
20
分
〜
正
午

・
７
月
30
日
㈭

　

午
前
９
時
〜
11
時
30
分

・
11
月
19
日
㈭

　

午
前
９
時
20
分
〜
正
午

■
内
容

学
校
概
要
説
明
、
施
設
見
学
、

授
業
参
観
、
授
業
参
加
、
教
育
相

談
等

オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー
ル

■
日
時

・
６
月
23
日
㈫

・
10
月
29
日
㈭

・
12
月
16
日
㈬

全
て
午
前
９
時
〜
午
後
２
時

■
内
容

　

自
由
見
学
（
施
設
・
授
業
）

学
校
行
事

■
内
容

学
習
発
表
会
「
お
お
ぞ
ら
祭
」

■
期
日

　

11
月
14
日
（
土
）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

 

栃
木
県
立
国
分
寺
特
別
支
援
学

校
（
下
野
市
柴
６

－

２
）

　

☎（
44
）５
１
２
１

　

（
44
）６
６
９
８

栃
木
特
別
支
援
学
校（
肢

体
不
自
由
教
育
部
門
）体

験
学
習
の
お
知
ら
せ

肢
体
不
自
由
の
あ
る
お
子
様
の

就
学
や
進
学
の
参
考
に
し
て
い
た

だ
く
た
め
体
験
学
習
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
入
学
を
前
提
と
す
る
も

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
お
気
軽

に
御
参
加
く
だ
さ
い
。

学
校
見
学
会

小
学
部
・
中
学
部
・
高
等
部

７
月
８
日
㈬

学
校
行
事

し
ら
さ
ぎ
祭

11
月
14
日
㈯

体
験
学
習

・
高
等
部　

９
月
29
日
㈫

・
小
学
部　

10
月
14
日
㈬

・
中
等
部　

10
月
23
日
㈮

・
高
等
部
（
中
学
３
年
生
対
象
）

　

11
月
27
日
㈮

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

○
栃
木
県
立
栃
木
特
別
支
援
学
校

　

 

地
域
支
援
部
（
栃
木
市
皆
川
城

内
町
１
０
５
３
）

　

☎ 

０
２
８
２（
24
）７
５
７
５

　

０
２
８
２（
25
）１
７
０
３

○
下
野
市
学
校
教
育
課

　

☎（
52
）１
１
１
８

募　

集

誕
生
月
の
広
報
に

お
子
さ
ん
の
写
真
を

の
せ
ま
せ
ん
か

　

小
学
生
ま
で
の
お
子
さ
ん
の
写

真
を
募
集
し
ま
す
。く
ら
し
の
情

報
イ
ベ
ン
ト
カ
レ
ン
ダ
ー
で
ご
紹

介
し
ま
す
。

■
申
込
方
法

　

メ
ー
ル
ま
た
は
窓
口
で
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
37
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

■
締
め
切
り

　

掲
載
月
の
前
々
月
の
末
日
ま
で

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

総
合
政
策
課

　

☎（
40
）5
5
5
0

　

 
info@

city.shim
otsuke.

lg.jp集
ま
れ
!!

育
児
サ
ポ
ー
タ
ー
さ
ん

◇
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ

ン
タ
ー
研
修
会
の
お
知
ら
せ

　

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ

ン
タ
ー
と
は
、
子
育
て
の
援
助
を

受
け
た
い
「
依
頼
会
員
」
と
援
助

を
行
う
「
提
供
会
員
」
に
よ
る
、

子
育
て
を
支
え
あ
う
会
員
組
織
で

す
。
セ
ン
タ
ー
で
は
会
員
募
集
を

随
時
行
っ
て
い
ま
す
。

■
依
頼
会
員

下
野
市
に
在
住
ま
た
は
在
勤
者

で
、
生
後
６
か
月
か
ら
小
学
６
年

生
ま
で
の
子
ど
も
を
養
育
し
て
い

る
方

■
提
供
会
員

下
野
市
内
に
在
住
し
、
心
身
と

も
に
健
康
で
積
極
的
に
援
助
活
動

を
行
う
こ
と
が
で
き
る
20
歳
以
上

の
方

提
供
会
員
に
な
る
に
は
研
修
の

受
講
が
必
要
で
す
。

〇
基
礎
研
修

■
日
時

６
月
10
日
㈬
、
７
月
23
日
㈭
、

８
月
24
日
㈪
、
９
月
11
日
㈮
、
10

月
19
日
㈪
、
11
月
26
日
㈭
、
12
月

21
日
㈪
、
平
成
28
年
１
月
５
日
㈫
、

２
月
26
日
㈮
、
３
月
９
日
㈬

■
時
間　

午
前
９
時
〜
午
後
３
時

■
会
場　

下
野
市
ゆ
う
ゆ
う
館

■
参
加
費　

無
料

■
定
員　

10
名
程
度

■
申
し
込
み　

随
時
受
付

基
礎
研
修
会
の
他
に
、
実
習
を

行
い
ま
す
。
日
程
や
時
間
は
人
数

に
よ
り
調
整
し
ま
す
。

○
学
童
保
育
室
実
習　

２
時
間

○
保
育
所
実
習　

３
時
間

○
普
通
救
命
講
習　

３
時
間

（
各
実
習
１
回
ず
つ
受
講
）

■
申
し
込
み
先
・
問
い
合
わ
せ
先

　

 

下
野
市
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー

ト
・
セ
ン
タ
ー
（
ゆ
う
ゆ
う
館

内
）
☎（
44
）1
1
7
6
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自
治
医
科
大
学
第
44
回
薬く

す

師し

祭さ
い

の
お
知
ら
せ

 

実
行
委
員
長
あ
い
さ
つ

は
じ
め
ま
し
て
。
こ
の
た
び
第

44
回
自
治
医
科
大
学
薬
師
祭
実
行

委
員
長
を
務
め
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
、
自
治
医
科
大
学
医
学
部
５

年
の
内
田
晃
史
と
申
し
ま
す
。

「
薬く

す

師し

祭さ
い

」
と
は
、
自
治
医
科

大
学
で
毎
年
開
催
す
る
学
園
祭
の

こ
と
で
す
。
今
年
の
開
催
は
10
月

9
日
㈮
、
10
日
㈯
、
11
日
㈰
の
３

日
間
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

毎
年
打
上
げ
花
火
や
模
擬
店
、

音
楽
ラ
イ
ブ
等
多
彩
な
企
画
が
あ

り
、
学
内
外
問
わ
ず
多
く
の
方
々

に
楽
し
ん
で
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。
今
年
の
薬
師
祭
の
テ
ー
マ
は

『JO
Y
'n us!

』
で
す
。
こ
の
テ
ー

マ
の
よ
う
に
た
く
さ
ん
の
人
が
参

加
し
、
ま
た
み
ん
な
が
楽
し
め
る

薬
師
祭
に
な
る
よ
う
、
我
々
第
44

回
薬
師
祭
実
行
委
員
会
は
精
力
的

に
活
動
し
て
い
ま
す
。

薬
師
祭
当
日
は
皆
様
の
お
越
し

を
薬
師
祭
実
行
委
員
会
一
同
、
心

よ
り
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

■
一
般
企
画
参
加
団
体
募
集
の
お

知
ら
せ

　

10
月
10
日
㈯
、
11
日
㈰
の
２
日

間
「
一
般
企
画
」
に
参
加
を
希
望

す
る
団
体
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

「
一
般
企
画
」
は
自
治
医
大
の
学

生
・
教
職
員
及
び
学
外
の
地
域
の

方
が
申
請
に
よ
り
参
加
で
き
、
①

出
店
企
画
、
②
看
護
教
室
で
の
展

示
企
画
、
③
ス
テ
ー
ジ
企
画
の
3

種
類
に
分
か
れ
て
い
ま
す
。

　

今
ま
で
参
加
し
て
い
た
だ
い
た

こ
と
の
あ
る
団
体
は
も
ち
ろ
ん
の

こ
と
、
初
め
て
の
団
体
で
も
大
歓

迎
で
す
。

■「
一
般
企
画
」日
時

①
出
店
企
画

　

10
月
10
日
㈯

　

午
前
９
時
〜
午
後
９
時

10
月
11
日
㈰

　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

②
看
護
教
室
で
の
展
示
企
画

10
月
10
日
㈯
〜
11
日
㈰

　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時　

③

ス
テ
ー
ジ
企
画

10
月
10
日
（
土
）

　

午
前
９
時
〜
午
後
３
時
30
分

10
月
11
日
（
日
）

　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時
30
分

■
参
加
申
込
方
法

参
加
ご
希
望
の
方
は
、
７
月
４

日
㈯
ま
で
に
、【
企
画
の
種
類
・
代

表
者
氏
名
・
連
絡
先
・
宛
先
】
を

明
記
の
う
え
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※ 
参
加
で
き
る
団
体
数
に
は
限
り

が
あ
り
ま
す
。
申
し
込
み
が
多

数
と
な
っ
た
場
合
は
、
参
加
を

お
断
り
す
る
場
合
が
ご
ざ
い

ま
す
。
予
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

■「
一
般
企
画
」に
関
す
る
問
い
合

わ
せ
・
参
加
申
し
込
み
先

一
般
企
画
部
門
長

医
学
部
３
年　

元
田　

晴
伸

　
☎
０
７
０（
２
１
５
２
）２
９
３
２

　

ippan-kikaku@
jichi.ac.jp

下
野
市
政
治
倫
理
審
査
会

の
委
員
を
公
募
し
ま
す

■
内
容

下
野
市
議
会
議
員
政
治
倫
理
条

例
の
規
定
に
よ
り
、
市
議
会
議
員

が
政
治
倫
理
基
準
に
違
反
す
る
疑

い
が
も
た
れ
、
市
民
か
ら
調
査
請

求
が
あ
っ
た
場
合
に
調
査
・
審
議

し
ま
す
。

■
任
期

　

２
年
（
平
成
27
年
10
月
25
日

〜
平
成
29
年
10
月
24
日
）

■
報
酬

　

６
，０
０
０
円
（
１
回
）

■
応
募
資
格

　

下
野
市
在
住
で
、
選
挙
権
を

有
す
る
方

■
募
集
人
員　

３
名

■
募
集
期
間

　

６
月
10
日
㈬
〜
７
月
10
日
㈮

※ 

郵
送
に
よ
る
場
合
は
当
日
消

印
有
効
。
総
務
人
事
課
窓
口

受
付
は
土･

日
を
除
く
午
前

８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分
。

■
応
募
方
法

応
募
用
紙
（
総
務
人
事
課
窓
口

ま
た
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
取

得
し
て
く
だ
さ
い
。）
に
必
要
事
項

を
記
入
の
う
え
、
総
務
人
事
課
ま

で
郵
送
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
電
子
メ
ー
ル

ま
た
は
直
接
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

な
お
、
応
募
用
紙
は
返
却
し
ま
せ

ん
。

■
選
考
結
果
等

市
の
定
め
る
委
員
選
任
指
針
等

に
基
づ
き
書
類
審
査
を
行
い
、
選

考
結
果
を
応
募
者
全
員
に
通
知
し

ま
す
。

■
応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

　

〒
３
２
９

－

０
４
９
２

　

下
野
市
小
金
井
１
１
２
７　

　

下
野
市
役
所　

総
務
人
事
課

　

☎（
40
）５
５
５
１

　

（
40
）５
５
７
２

　

 
soumujinji@city.shimotsuke.

lg.jp

イ
ベ
ン
ト

相　
　

談

お
知
ら
せ

募　
　

集

就　
　

職

広告
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ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー

大
募
集
！

市
国
際
交
流
協
会
で
は
、
毎
年

ド
イ
ツ
の
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
大
学
生
を

下
野
市
に
招
待
し
、
約
２
週
間
ホ

ー
ム
ス
テ
イ
し
な
が
ら
日
本
文
化

体
験
や
交
流
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し

て
い
た
だ
く「
グ
リ
ム
の
里
夏
期
日

本
語
講
習
会
」を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

開
催
期
間
中
、
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
大
学

生
を
受
け
入
れ
て
い
た
だ
け
る
ホ
ス

ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
を
募
集
し
ま
す
。

異
文
化
交
流
に
興
味
の
あ
る
方
、

ミ
ュ
ン
ヘ
ン
大
学
生
を
受
け
入
れ

て
み
ま
せ
ん
か
？

■
受
け
入
れ
期
間

８
月
17
日
㈪
〜
31
日
㈪

※ 

日
程
は
前
後
す
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

■
募
集
家
庭
数　

８
家
族

■
対
象
家
庭

・ 

市
内
在
住
で
個
室
を
１
室
用
意

で
き
、
平
日
の
朝
夕
の
送
迎

が
で
き
る
家
庭

・ 

外
国
人
の
受
け
入
れ
に
お
い
て
、

広
い
見
識
を
も
ち
、
大
学
生

と
友
好
的
な
交
流
を
図
る
こ

と
が
で
き
る
家
庭

■
報
酬
・
費
用

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
に
か
か
る
費
用

は
各
家
庭
で
ご
負
担
い
た
だ
き
ま

す
。（
謝
礼
と
し
て
国
際
交
流
協
会

か
ら
1
，0
0
0
円
／
1
泊
を
お

支
払
い
し
ま
す
。）

■
申
込
方
法

申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

市
民
協
働
推
進
課
ま
で
ご
持
参
く

だ
さ
い
。

※ 

申
込
書
・
募
集
要
項
は
市
民
協

働
推
進
課
及
び
各
庁
舎
市
民
課

窓
口
に
設
置
し
て
い
ま
す
。

■
申
込
受
付
期
間

６
月
５
日
㈮
〜
19
日
㈮

※
土
日
を
除
く

■
注
意
事
項

学
生
は
、
平
日
の
日
中
は
各
種

体
験
・
交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム
等
に
参

加
し
ま
す
。
土
日
は
各
家
庭
で
の

対
応
と
な
り
ま
す
。

詳
細
は
募
集
要
項
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

 

下
野
市
国
際
交
流
協
会
事
務
局

（
国
分
寺
庁
舎
２
階　

市
民
協

働
推
進
課
内
）☎（
40
）5
5
8
5

平
成
27
年
度

下
野
市
緊
急
在
学
奨
学
生
を
募

集
し
ま
す【
高
等
学
校・大
学
】

■
無
利
子
の
貸
付
で
す

　

や
む
を
得
な
い
事
情
に
よ
り
家

計
に
著
し
い
影
響
を
受
け
た
た
め
、

修
学
が
困
難
に
な
っ
た
方
を
対
象

と
し
て
い
ま
す
。

■
受
付
期
間

６
月
１
日
㈪
〜
平
成
28
年
２
月

29
日
㈪

■
申
請
資
格

⑴
〜
⑹
の
す
べ
て
の
条
件
を
満

た
す
方

⑴ 

申
請
日
前
の
1
年
以
内
に
、
や

む
を
得
な
い
事
情
（
主
た
る
家

計
支
持
者
が
、
死
亡
・
疾
病
・

失
職
・
被
災
等
に
よ
り
、
家
計

に
著
し
い
影
響
を
受
け
た
場

合
）
が
発
生
し
、
経
済
的
な
理

由
に
よ
り
修
学
の
継
続
が
困

難
な
方

⑵ 

高
等
学
校
（
高
等
専
門
学
校
、

中
等
教
育
学
校
の
後
期
課
程

及
び
専
修
学
校
の
高
等
課
程

を
含
む
）、
大
学
（
短
期
大
学

及
び
専
修
学
校
の
専
門
課
程

を
含
む
）
に
在
学
し
て
い
る
方

⑶ 

学
業
成
績
が
優
秀
で
意
欲
が
あ

り
、
品
行
方
正
な
方

⑷ 

確
実
な
連
帯
保
証
人
を
2
名
付

す
る
こ
と
が
で
き
る
方
（
保
護

者
及
び
県
内
在
住
者
１
名
）

※ 

連
帯
保
証
人
は
、
独
立
の
生
計

を
営
ん
で
い
る
満
20
歳
以
上

の
方
で
、
市
税
を
完
納
し
て
い

る
方

⑸ 

保
護
者
が
下
野
市
に
1
年
以
上

住
所
を
有
す
る
方

⑹ 

他
の
機
関
か
ら
奨
学
金
そ
の
他

こ
れ
に
類
す
る
も
の
の
給
付

ま
た
は
貸
付
を
受
け
て
い
な

い
方

■
貸
付
額
（
無
利
子
）

・ 

高
等
学
校
奨
学
生　

月
額　

1
5,
0
0
0
円

・ 

大
学
奨
学
生　

月
額

 　
3
0,
0
0
0
円

■
貸
付
期
間

正
規
の
修
業
期
間

※ 

本
人
名
義
の
口
座
に
ま
と
め
て

振
込
み
ま
す
。

■
募
集
要
項
等
配
布
場
所

教
育
総
務
課
、
各
市
民
課
窓
口
、

各
図
書
館
、
各
公
民
館
、
生
涯
学

習
情
報
セ
ン
タ
ー
、
ス
ポ
ー
ツ
交

流
館

※ 

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先　

　

教
育
総
務
課　
☎（
52
）1
1
1
7

「
生い
の
ち命
の
貯
蓄
体
操
」

無
料
体
験　
参
加
者
募
集

日
本
式
気
功
養
生
術
と
も
言
い
、

健
康
を
貯
蓄
す
る
体
操
で
す
。

転
倒
予
防
・
自
律
神
経
の
安
定

に
役
立
ち
ま
す
。

■
日
時
・
場
所

・
国
分
寺
公
民
館
２
階

　

 

毎
週
水
曜
日　

午
後
７
時
〜
９

時　
・
国
分
寺
駅
西
児
童
館
２
階

　

 

毎
週
木
曜
日　

午
前
９
時
〜
11

時
■
申
し
込
み

　

で
き
る
だ
け
事
前
に
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人　

生
命
の
貯
蓄
体

操
普
及
会　

篠
原

☎（
44
）3
3
5
4

5
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臨
時
保
育
士
等
を

募
集
し
て
い
ま
す

■
応
募
資
格

・
保
育
士
資
格
を
お
持
ち
の
方

・
保
健
師
資
格
を
お
持
ち
の
方

■
募
集
人
員　

若
干
名

■
賃
金
等

・
保
育
士
：
時
給
１
，０
５
０
円

・
保
健
師
：
時
給
１
，１
０
０
円

　

 （
通
勤
割
増
賃
金
・
時
間
外
勤

務
手
当
有
）
社
会
保
険
加
入

■
勤
務
日
・
勤
務
時
間

月
曜
日
〜
金
曜
日

午
前
７
時
〜
午
後
７
時
の
う
ち

① 

フ
ル
タ
イ
ム
：７
時
間
45
分（
休

憩
時
間
60
分
）

②
時
短
勤
務
：
４
時
間

※
週
５
日
勤
務
・
日
・
祝
日
休
み

※
土
曜
勤
務
・
時
間
外
勤
務
有
り

■
勤
務
先　

市
立
保
育
園

■
応
募
方
法

市
販
の
履
歴
書
に
写
真
を
貼
付

し
提
出
し
て
く
だ
さ
い
（
資
格
証

の
写
し
を
添
付
の
こ
と
）。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

〒
３
２
９

－

０
５
９
４

下
野
市
石
橋
５
５
２
番
地
４

下
野
市
こ
ど
も
福
祉
課

　

☎（
52
）１
１
１
４

税
務
職
員（
国
家
公
務
員
）

募
集

税
務
署
や
国
税
局
で
「
税
の
ス

ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
」
と
し
て
勤
務
す

る
税
務
職
員
（
国
家
公
務
員
）
を

募
集
し
ま
す
。

■
受
験
資
格

① 
平
成
27
年
４
月
１
日
に
お
い
て

高
校
ま
た
は
中
等
教
育
学
校

を
卒
業
し
た
日
の
翌
日
か
ら

起
算
し
て
３
年
を
経
過
し
て

い
な
い
方
及
び
平
成
28
年
３

月
ま
で
に
高
校
ま
た
は
中
等

教
育
学
校
卒
業
見
込
み
の
方

② 

人
事
院
が
①
に
準
ず
る
と
認
め

る
方

■
試
験
の
程
度

　

高
等
学
校
卒
業
程
度

■
第
１
次
試
験
日

　

９
月
６
日
㈰

※ 

第
２
次
試
験
日
は
、
10
月
14

日
㈬
〜
23
日
㈮
の
い
ず
れ
か
。

（
第
１
次
試
験
合
格
通
知
書
で

指
定
し
ま
す
。）

■
合
格
発
表
日

　

第
１
次
試
験
：
10
月
８
日
㈭

　

最
終
合
格
者
：
11
月
17
日
㈫

■
申
込
方
法

　

原
則
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

・
申
し
込
み
U
R
L

　

 
http://w

w
w
.jinji-shiken.

go.jp/juken.htm
l

・
受
付
期
間

　

６
月
22
日
㈪
午
前
９
時
〜
７
月

１
日
㈬
（
受
信
有
効
）

※ 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
申
し
込

み
が
で
き
な
い
場
合
は
、
希
望

す
る
第
１
次
試
験
地
を
管
轄

す
る
人
事
院
各
地
方
事
務
局

へ
郵
送
ま
た
は
持
参
し
て
く

だ
さ
い
。（
受
付
期
間
：
６
月

22
日
㈪
〜
24
日
㈬
（
消
印
有

効
））

■
問
い
合
わ
せ
先

・ 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
し
込
み
に

関
す
る
も
の

　

人
事
院
人
材
局
試
験
課

　

☎
０
３（
３
５
８
１
）５
３
１
１

　

内
線
２
３
３
２

　
 （

土
・
日
・
祝
日
を
除
く
午
前

９
時
30
分
〜
午
後
５
時
）

・
右
記
以
外
に
関
す
る
も
の

　

 

関
東
信
越
国
税
局
人
事
第
二
課

試
験
係

　

☎
０
４
８（
６
０
０
）３
１
１
１

　

内
線　

２
０
９
７

　

 （
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
午
前

８
時
30
分
〜
午
後
５
時
）

平
成
27
年
度「
学
校
支
援

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座
」

受
講
生
募
集

国
分
寺
特
別
支
援
学
校
の
教
育

や
児
童
生
徒
を
理
解
し
て
い
た
だ

く
と
と
も
に
、
将
来
に
わ
た
り
学

校
支
援
を
行
っ
て
い
た
だ
く
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
を
育
成
す
る
た
め
に
開

催
し
ま
す
。

■
対
象

障
が
い
の
あ
る
方
た
ち
へ
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
興
味
が
あ
り
、

か
つ
、
本
趣
旨
に
賛
同
す
る
高
校

生
以
上
の
生
徒
・
学
生
及
び
一
般

の
方

■
募
集
人
数　
　

20
名
程
度

■
費
用

受
講
は
無
料
で
す
が
、
保
険

に
加
入
し
て
い
た
だ
く
た
め
に

２
０
０
円
程
度
の
保
険
料
が
か
か

り
ま
す
。

■
申
込
方
法

７
月
10
日
㈮
ま
で
に
電
話
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
、
Ｅ
メ
ー
ル
に
て
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。（
応
募
者
多
数
の

場
合
は
、
抽
選
と
し
ま
す
。）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

 

栃
木
県
立
国
分
寺
特
別
支
援
学

校　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
係

☎（
44
）５
１
２
１

　

（
44
）６
６
９
８
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■講座内容・スケジュール（全５回）
日時 内容

１
７月25日㈯
午前９時30分～正午

・開講式
・ 講話「ボランティア
について」、「国分寺
特別支援学校の概要
について」

２
９月26日㈯
午前９時30分～正午

・ 講話「障がいの理解
と対応について」、体
験研修と校内見学

３
10月24日㈯
午前９時30分～正午

・ 実習「いろいろな障
がいを体験してみよ
う」

４
11月14日㈯
午前８時30分～
午後3時（おおぞら
祭）

・ 実習　交流学習発表
会「おおぞら祭に参
加しよう」

５
12月５日㈯
午前９時～正午

・ 実習「冬のお楽しみ
会に参加しよう」
・閉講式
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相　

談

６
月
１
日
は「
人
権
擁
護

委
員
の
日
」で
す

人
権
擁
護
委
員
が
国
民
の
人
権

擁
護
と
自
由
人
権
思
想
の
普
及
高

揚
を
図
る
た
め
、
相
談
を
行
っ
て

い
ま
す
。

人
権
擁
護
委
員
と
は
、
地
域
の

皆
さ
ん
の
身
近
な
相
談
相
手
と
し

て
人
権
相
談
を
受
け
、
問
題
解
決

の
お
手
伝
い
を
し
た
り
、
法
務
局

の
職
員
と
協
力
し
て
人
権
侵
害
に

よ
る
被
害
者
の
救
済
を
し
ま
す
。

ま
た
、
地
域
の
皆
さ
ん
に
人
権

に
つ
い
て
、
関
心
を
も
っ
て
も
ら

え
る
よ
う
な
啓
発
活
動
を
行
っ
て

い
ま
す
。

■
実
施
機
関

法
務
省
人
権
擁
護
局
・
全
国
人

権
擁
護
委
員
連
合
会

■
専
用
相
談
電
話

○
全
国
共
通
人
権
相
談
ダ
イ
ヤ
ル

　

☎
０
５
７
０（
０
０
３
）１
１
０

○
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

　

☎
０
５
７
０（
０
７
０
）８
１
０

行
政
書
士

無
料
専
門
相
談
会

■
相
談
内
容

相
続
や
遺
言
、
農
地
転
用
、
開

発
行
為
な
ど
役
所
に
提
出
す
る
書

類
や
手
続
に
関
す
る
こ
と
。
ま
た

成
年
後
見
、
離
婚
に
つ
い
て
の
相

談
な
ど
。

■
日
時　

6
月
25
日
㈭

午
前
10
時
〜
正
午

■
会
場　

ゆ
う
ゆ
う
館
会
議
室

■
定
員　

４
名
（
予
約
制
）

■
相
談
時
間

１
相
談
者
あ
た
り
概
ね
30
分
間

■
予
約
・
問
い
合
わ
せ
先

　

行
政
書
士
会
小
山
支
部

　

高
山　

久　

☎（
53
）１
６
７
２

司
法
書
士

無
料
法
律
相
談
会

■
相
談
内
容

不
動
産
登
記
関
係
（
相
続
、
売

買
な
ど
）、
商
業
・
法
人
登
記
関

係
、
多
重
債
務
関
係
、
裁
判
手
続

き
関
係
（
1
4
0
万
円
を
超
え
な

い
簡
易
裁
判
所
の
民
事
裁
判
手
続

き
）、
成
年
後
見
関
係

■
日
時　

6
月
10
日
㈬

午
前
10
時
〜
正
午

■
会
場　

ゆ
う
ゆ
う
館
会
議
室

■
相
談
時
間

１
相
談
者
あ
た
り
概
ね
30
分
間

（
予
約
制
）

■
予
約
・
問
い
合
わ
せ
先

　

栃
木
県
司
法
書
士
会
小
山
支
部

　

小
杉
孝
一
☎（
21
）６
３
１
２

全
国
一
斉

「
子
ど
も
の
人
権
１
１
０
番
」

強
化
週
間

い
じ
め
、
い
や
が
ら
せ
、
強
制
・

強
要
、
暴
行
・
虐
待
等
様
々
な
子

ど
も
の
人
権
問
題
を
め
ぐ
る
相
談

に
応
じ
ま
す
。

悩
み
を
も
っ
た
児
童
・
生
徒
及

び
保
護
者
の
方
々
、
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

■
日
時

６
月
22
日
㈪
〜
28
日
㈰

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
７
時

　

 （
土
・
日
は
午
前
10
時
〜
午
後

５
時
）

■
実
施
機
関

宇
都
宮
地
方
法
務
局
・
栃
木
県

人
権
擁
護
委
員
連
合
会

■
相
談
電
話
番
号

　

☎
０
１
２
０（
０
０
７
）１
１
０

　

 （
全
国
共
通
・
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ

ル
）

福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る

苦
情
・
相
談
を
お
受
け
し

ま
す

利
用
し
て
い
る
福
祉
サ
ー
ビ
ス

が
、
事
前
に
説
明
さ
れ
た
内
容
や

契
約
内
容
と
違
っ
て
い
た
り
、
職

員
の
言
動
に
傷
つ
け
ら
れ
た
等
、

サ
ー
ビ
ス
の
内
容
に
疑
問
や
不
満

を
感
じ
て
い
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
か
？

栃
木
県
運
営
適
正
化
委
員
会
は
、

福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
苦
情
を
解
決
す

る
た
め
、
利
用
者
や
家
族
等
か
ら

の
苦
情
や
相
談
を
受
け
、
事
業
所

へ
の
調
査
や
話
し
合
い
に
よ
る
あ

っ
せ
ん
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。

相
談
は
、
電
話
や
来
所
の
ほ
か
、

文
書
や
メ
ー
ル
で
も
受
け
付
け
て

い
ま
す
。
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

■
相
談
時
間

　

祝
日
・
年
末
年
始
を
除
く
平
日

の
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

■
費
用　

無
料

■
相
談
・
問
い
合
わ
せ
先

　

 

栃
木
県
運
営
適
正
化
委
員
会

（
宇
都
宮
市
若
草
１

－

10

－

６

と
ち
ぎ
福
祉
プ
ラ
ザ
内
）

　

☎
0
2
8（
6
2
2
）2
9
4
1

　
 
 asu.sw

@
dream

.ocn.ne.jp

就　

職

県
南
産
業
技
術
専
門
校

｢

技
能
講
習
会｣

の
開
催

■
申
込
締
切

　

各
講
座
開
催
日
の
１
週
間
前

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

 

栃
木
県
立
県
南
産
業
技
術
専
門

校（
足
利
市
多
田
木
町
76
）

　

☎
０
２
８
４（
91
）０
８
０
３

イ
ベ
ン
ト

お
知
ら
せ

募　
　

集

相　
　

談

就　
　

職

講座名 定員 実施期間 受講料
2 次元機械 CAD① 10 6月15日㈪～17日㈬ 3,520円
第 2種電気工事士技能試験
準備講習① 20 7月7日㈫～9日㈭

4,950円
第 2種電気工事士技能試験
準備講習② 20 7月21日㈫～23日㈭

表計算データ処理
（Excel2013 応用編） 14 7月16日㈭～17日㈮ 3,520円

アーク溶接特別教育① 20 7月22日㈬～24日㈮ 4,950円
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「
現
役
時
の
苦
労
話
な
ど
体
験

談
を
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い
」
と
、

取
材
だ
け
が
目
的
で
あ
る
か
の
よ

う
に
高
齢
者
宅
を
訪
問
し
、
長
時

間
話
を
聞
い
て
断
り
に
く
い
状
況

に
し
た
後
で
、
体
験
談
を
載
せ
た

本
を
高
額
で
売
り
つ
け
る
、
と
い

う
ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

戦
時
中
の
苦
労
話
、
国
鉄
職
員

や
教
員
の
現
役
時
の
体
験
談
な
ど
、

本
の
テ
ー
マ
は
様
々
で
す
。

必
要
が
な
け
れ
ば
、
そ
の
場
で

断
り
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
知
ら
な

い
人
を
家
に
上
げ
る
こ
と
は
慎
重

に
判
断
し
ま
し
ょ
う
。
困
っ
た
と

き
は
、
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
へ
！

■ 

相
談
日
時　

月
〜
金
曜
日

　
 （

祝
日
・
年
末
年
始
を
除
く
）

　
 

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

　
（
正
午
〜
午
後
1
時
を
除
く
）

※ 
来
所
で
の
相
談
の
場
合
は
、
事

前
に
電
話
で
ご
予
約
く
だ
さ
い
。

※ 

土
曜
日
の
電
話
相
談
は
栃
木

県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
へ

　

☎
0
2
8（
6
2
5
）2
2
2
7

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
築
こ
う

　
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
（
対
等
な

協
力
関
係
）
と
は
、
立
場
の
異

な
る
者
が
、
お
互
い
の
違
い
を

認
め
合
う
と
と
も
に
そ
れ
ぞ
れ

の
自
主
性
や
自
立
性
を
尊
重
し
、

共
通
の
目
的
の
た
め
に
対
等
な

立
場
で
力
を
合
わ
せ
、
成
果
を

分
か
ち
合
う
こ
と
で
す
。

　

男
女
共
同
参
画
社
会
を
実
現

す
る
た
め
に
は
、
男
女
が
対
等

な
立
場
で
協
力
関
係
を
確
立
し
、

さ
ら
に
、
市
民
・
民
間
団
体
と

行
政
が
連
携
し
て
い
く
こ
と
が

必
要
で
す
。

　

家
庭・地
域・職
場
な
ど
の
様
々

な
場
面
で
、
男
女
が
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
を
築
く
こ
と
が
で
き
れ
ば
、

そ
れ
ぞ
れ
の
ア
イ
デ
ィ
ア
や
視
点

を
活
か
し
、
よ
り
充
実
し
た
活

動
が
可
能
に
な
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
み
な
さ
ん
も
、
男

女
共
同
参
画
の
視
点
で
、
身
近

な
と
こ
ろ
で
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シッ
プ

に
つい
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

下
野
市
は
、
関
東
平
野
の
北

部
に
位
置
し
、
平
坦
で
自
然
災

害
の
少
な
い
地
域
で
す
。

　

発
掘
調
査
の
成
果
で
は
、
今

か
ら
1
万
年
以
上
前
の
旧
石
器

時
代
か
ら
人
が
生
活
し
た
痕
跡

が
見
つ
か
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
約
1
7
0
0
年
前
の

古
墳
時
代
の
始
ま
り
頃
に
は
有

力
な
豪
族
が
現
れ
、
古
墳
時
代

を
と
お
し
て
大
型
の
古
墳
が
造

ら
ま
し
た
。

　

7
世
紀
後
半
の
白
鳳
時
代
に

は
、
日
本
三
戒
壇
の
一
つ
で
あ

る
下
野
薬
師
寺
が
、
８
世
紀
前

半
に
は
聖
武
天
皇
の
命
に
よ
り

下
野
国
分
寺
・
国
分
尼
寺
が
建

立
さ
れ
、
古
代
下
野
国
の
中
心

と
し
て
栄
え
ま
し
た
。
こ
れ
ら

の
史
跡
は
、
現
在
史
跡
公
園
と

し
て
整
備
さ
れ
、
市
民
の
憩
い

の
場
・
学
習
の
場
と
し
て
活
用

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

鎌
倉
・
室
町
時
代
（
中
世
）

に
は
宇
都
宮
氏
と
小
山
氏
の
勢

力
争
い
な
ど
に
よ
り
、
児
山
城

を
は
じ
め
と
し
た
城
郭
が
数
多

く
造
ら
れ
ま
し
た
。

　

江
戸
時
代
に
は
日
光
街
道
の

宿
場
町
（
小
金
井
宿
・
石
橋
宿
）

と
し
て
栄
え
ま
し
た
。
国
道
４

号
沿
い
に
は
、
国
指
定
史
跡
と

し
て
小
金
井
一
里
塚
が
保
存
整

備
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
多
く
の
史
跡
が
残
っ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
下
野
市
は

昔
か
ら
住
み
や
す
い
地
域
だ
っ

た
と
い
う
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　

現
在
は
、
ド
イ
ツ
の
デ
ィ
ー

ツ
ヘ
ル
ツ
タ
ー
ル
と
姉
妹
都
市

を
結
び
、
ド
イ
ツ
の
建
物
を
イ

メ
ー
ジ
し
た
グ
リ
ム
の
館
を
中

心
に
文
化
交
流
を
深
め
て
い
ま

す
。

再
発
見

で

まずは相談

『
下
野
市
ふ
る
さ
と
か
る
た
』

今
月
は「
れ
」で
す

高
額
な「
紳
士
録
」の

訪
問
販
売
に

ご
注
意
く
だ
さ
い
！

２枚の写真には違っている
ところが３つあります。
見つけてみてください。
（印刷の汚れは除く。）

※答えは 55ページ
カンピくんとルリちゃん▶
（春の交通安全運動 開会式）

まちがいさがし

わかるかな？

男
女
共
同
参
画
社
会

下
野
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

専
用
ダ
イ
ヤ
ル（
44
）4
8
8
3

国
分
寺
庁
舎
２
階

安
心
安
全
課
内　

し
も
つ
け
ミ
ニ
情
報

音
声
版
広
報
（
デ
イ
ジ
ー
版
Ｃ
Ｄ
及
び
テ
ー
プ
版
）
が
無
償
で
ご
利
用
で
き
ま
す
。

こ
の
音
声
版
は
音
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
作
成
し
て
い
ま
す
。

ご
希
望
の
方
は
、
社
会
福
祉
協
議
会
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー　

☎（
43
）１
２
３
６
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
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小　山
警察署

若　木
小学校

新小山市民病院
ファミ
レス

4

夜間休日
急患センター
（新小山市民病院
1階外来北西部）

日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4 5 6
②④ ③⑤ ④⑥ ①⑤ ②⑥ ①③

7 8 9 10 11 12 13
②④ ③⑤ ④⑥ ①⑤ ②⑥ ①③ ②④
14 15 16 17 18 19 20
③⑤ ④⑥ ①⑤ ②⑥ ①③ ②④ ③⑤
21 22 23 24 25 26 27
④⑥ ①⑤ ②⑥ ①③ ②④ ③⑤ ④⑥

28 29 30
①⑤ ②⑥ ①③

番号・医療機関名・所在地
①小金井中央病院  下野市小金井2‒4‒3
　☎44－7000 
②石橋総合病院　下野市石橋628
　☎53－1134
③小山整形外科内科  小山市雨ケ谷753
　☎31－1331
④杉村病院　小山市城山町2‒7‒18
　☎25－5533・5534
⑤光南病院　小山市乙女795‒4
　☎45－7711
⑥野木病院　野木町友沼5320‒2
　☎0280－57－1011

し
も
つ
け
ミ
ニ
情
報

■小山地区夜間休日急患センター 
新小山市民病院とは、別の医療機関になります。
小山市若木町1-1-5
（新小山市民病院1階外来北西部）
☎0285－23－6832
【診療日時】
平　日 19時～22時（内科・小児科）
土曜日 19時～22時（内科・小児科・外科）
　日曜、祝日、振替、年末年始（12月31日～1月3日）       
       10時～12時、 13時～17時
       18時～21時
          （内科・小児科・外科）

救急告示医療機関当番（一次急患）
　カレンダー内番号が当番医
療機関となっています。事前
に電話で確認してください。
各医療機関では夜間、医師が
交代で当直制をとっており、
希望する治療が困難な場合も
あります。

とちぎ子ども救急電話相談　☎028－ 600－ 0099（携帯電話とプッシュ回線は、局番なしの☎＃8000）
【相談日時】　月～土曜日：午後６時～翌朝８時　日曜日・祝休日：24時間（午前８時～翌朝８時）
【相談内容】　子どもの急な病気やけがに関する家庭での対処方法などを看護師がアドバイスします。慢性疾患や育児相談には応じられません。

一次救急医療機関情報

ふれあい館・ゆうゆう館・きらら館  休館日

◉平日・日曜日　17：00 ～翌日9：00
◉土曜日・祝日の前日（ の部分）
　　　　　　　　17：00～翌日17：00

ふれあい館　☎47-1126

日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4 5 6

7 8 9 10 11 12 13
14 15 16 17 18 19 20
21 22 23 24 25 26 27
28 29 30

ゆうゆう館　☎43-1231

日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4 5 6

7 8 9 10 11 12 13
14 15 16 17 18 19 20
21 22 23 24 25 26 27
28 29 30

きらら館　☎52-3711

日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4 5 6

7 8 9 10 11 12 13
14 15 16 17 18 19 20
21 22 23 24 25 26 27
28 29 30

おもちゃの図書館

納税ごよみ

メール配信サービス下野インフォメーション

心配ごと相談シルバー人材センター

平美林清掃計画

ハンディをもつ子も、もたない子も、
一緒に遊ぶ場所です。

■問い合わせ先
　社会福祉協議会☎43－1236

■刃物研ぎ　午前9時～午後2時

9日㈫ 旧石橋町建設課車庫
（石橋841-3)

16日㈫ 旧やすらぎ荘（小金井1189）
■入会説明会（要申し込み）
　午前10時～
17日㈬ ふれあい館
■問い合わせ先
　シルバー人材センター☎47－1124

　人権、児童母子、行政など、日常生
活でのあらゆる相談に応じています。

国
分
寺
会
場

一般相談・総合相談
6月9・16日、7月7日

　（いずれも火曜日）
児童母子相談 6月23日㈫
会場：ゆうゆう館

石
橋
会
場

一般相談・総合相談
6月8･15日､ 7月6日

（いずれも月曜日）
児童母子相談 6月22日㈪
会場：きらら館

南
河
内
会
場

一般相談・総合相談
6月12・19日、7月3・10日

（いずれも金曜日）
児童母子相談　6月26日㈮
法律相談 6月11日㈭
会場：ふれあい館

■時間　午後1時30分～ 3時30分
　 　　　　法律相談のみ要予約
　　　　　午後1時～ 4時30分
■問い合わせ先
　社会福祉協議会　☎43－1236

6
月
天平公園 しあわせ奉仕団下町支部

花広場 陶遊会

7
月
天平公園 下野市商工会女性部

花広場 下野市商工会

■問い合わせ先
　商工観光課☎48－2112

■納期　6月30日㈫
市県民税　第１期

■納期　6月30日㈫
国民年金保険料　　　　５月分

簡単登録で気象情報（注
意報・警報）や地震情報、
行政情報、イベント情報な
どをメール配信します。
■問い合わせ先
総合政策課☎40－5550↑携帯電話用

ＱＲコード

（ ）

日時 1 3 日㈯ ･ 2 7 日㈯
場所 南河内児童館

　
　
　
　
　
　
　

け
や
き
ネ
ッ
ト　

市
内
小
中
学
校
の
情
報
は
こ
ち
ら
か
ら

　
　
　
　
　
　
　

h
ttp

：//w
w
w
.sc
h
o
o
l.sh
im
o
tsu
ke
.e
d
.jp
/in
d
e
x.h
tm

「
広
報
し
も
つ
け
」
を
市
内
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
（
一
部
）
に
設
置

し
て
い
ま
す
。
順
次
、
設
置
店
を
拡
張
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

しもつけシティーガイド　観光スポットから生活に役立つ情報まで、下野の
情報がいっぱいの電子地図です。パソコンは市ホームページから、携帯電話
は右のＱＲコードからアクセスしてください。

6
June

きらら館は
トレーニング室
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記念市民提案事業

Shimotsuke-City Topics　まちの話題

男女共同参画週間

敬老会のお知らせ

第１期下野市歯科保健基本計画を策定し

ました

児童手当現況届のお知らせ

子育て世帯臨時特例給付金

プレミアム付商品券発行事業

国民健康保険からのお知らせ

子育て応援　しもつけっ子プランその３
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Let’s SPORTS

自治医科大学附属病院　連携協働コラム

～治療を化学的な視点からサポート～

下野後期高齢者保健福祉計画

保健便り

国民年金だより

図書館Library Information

読書人

新・下野市風土記

くらしの情報

国際交流員マシアスのコラム

今月
の

表紙

目次　Contents

市ではホームページの新着情報や、災害発生時の避難場所などの
情報配信を行います。右のＱＲコードからアクセスできます。

下野市公式アカウント　@city_shimotsuke 
下野市公式
ツイッター

ま
ち
が
い
さ
が
し
の
答
え

①
カ
ン
ピ
く
ん
の
胸
章（
リ
ボ
ン
）　

②
ル
リ
ち
ゃ
ん
の
目　

③
カ
ン
ピ
く
ん
の
目

今月の何の日

６
月
16
日

和
菓
子
の
日

　

８
４
８
年
（
嘉
祥
元
年
）
６
月
16
日
、
時

の
仁
明
天
皇
が
16
個
の
菓
子
や
餅
を
神
前
に

供
え
て
、
疫
病
よ
け
と
健
康
招
福
を
祈
っ
た

と
さ
れ
る
故
事
に
ち
な
ん
で
全
国
和
菓
子
協

会
が
制
定
し
ま
し
た
。

　

と
こ
ろ
で
、
和
菓
子
は
何
種
類
あ
る
で
し
ょ

う
か
。
例
え
ば「
饅
頭
」は「
焼
き
饅
頭
」と「
蒸

し
饅
頭
」
が
あ
り
ま
す
が
、
餡
の
種
類
だ
け

で
も
数
限
り
な
く
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
日

本
全
国
ど
こ
に
行
っ
て
も
、
地
方
色
を
生
か
し
、

和
菓
子
店
ご
と
工
夫
を
凝
ら
し
た
饅
頭
が
見

つ
か
り
ま
す
。
和
菓
子
は
形
や
大
き
さ
、
餡

や
種
（
皮
の
部
分
）
に
自
由
な
発
想
を
盛
り

込
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。
和
菓
子
は
作
る
人

の
数
だ
け
種
類
が
あ
る
と
い
え
ま
す
。

　

現
代
の
よ
う
に
流
通
や
情
報
伝
達
が
発
達

し
て
い
な
い
昔
か
ら
、
誰
か
に
教
え
ら
れ
た

わ
け
で
も
な
く
、
地
方
色
豊
か
な
農
産
物
を

材
料
と
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
方
法
で
作
り
出

さ
れ
て
き
た
和
菓
子
。
同
じ
素
材
で
も
地
域

に
よ
っ
て
ま
っ
た
く
違
っ
た
も
の
に
な
り
、

ま
た
、
遠
く
離
れ
た
土
地
で
あ
る
の
に
似
通
っ

た
和
菓
子
も
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
洋
菓
子

の
道
具
や
技
法
を
取
り
入
れ
た
こ
と
も
、
和

菓
子
の
種
類
が
広
が
っ
た
理
由
と
考
え
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

全
国
和
菓
子
協
会
の
サ
イ
ト
（

http://
w
w
w
.w
agashi.or.jp/

）
で
は
、
和
菓
子
の

味
わ
い
方
や
、
保
存
の
仕
方
、
ま
た
、
手
土

産
に
持
っ
て
い
く
際
の
ち
ょ
っ
と
し
た
気
遣

い
な
ど
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
の
で
、
参
考
に

し
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　道の駅しもつけ東側の田んぼが菜の花畑になりました。
（一社）下野市観光協会が地域の方と協力して、昨年の秋
に種をまきました。種は芽をだし小さな双葉のまま厳し
い冬をすごし、春を迎えきれいに咲きました。道の駅し
もつけを訪れる人々の目を楽しませてくれました。

Shimotsuke

広報しもつけ　2015.6
55



■人口と世帯（５月１日現在）
　　人口／ 60,225 人（+159）、男性／ 29,968 人（+75）、女性／ 30,257 人（+84）、世帯数／ 22,757
世帯（+190）

カ
ラ
オ
ケ
の
楽
し
み
方

日
本
で
生
ま
れ
た
楽
し
い
ア
ク
テ
ィ
ビ

テ
ィ
文
化
で
あ
る
カ
ラ
オ
ケ
は
、
今
で
は

世
界
中
に
広
ま
っ
て
い
ま
す
。
み
ん
な
で

歌
を
歌
う
の
は
確
か
に
楽
し
い
し
、
友
達

の
歌
を
聴
く
の
も
ま
た
楽
し
い
で
す
よ
ね
。

ま
た
、
カ
ラ
オ
ケ
の
ス
タ
イ
ル
は
ア
ジ

ア
と
欧
米
で
は
違
い
ま
す
。
日
本
な
ど
の

ア
ジ
ア
地
域
で
は
、
友
人
と
一
緒
に
小
さ

な
カ
ラ
オ
ケ
ボ
ッ
ク
ス
で
歌
い
、
欧
米
で

は
、
バ
ー
で
歌
手
が
見
知
ら
ぬ
人
の
グ

ル
ー
プ
の
前
で
歌
う
の
が
一
般
的
で
す
。

欧
米
で
は
、
バ
ー
で
の
カ
ラ
オ
ケ
に
加

え
て
、〝Sing Star

〞
（
シ
ン
グ
ス
タ
ー
）

と
言
う
ビ
デ
オ
ゲ
ー
ム
を
使
用
し
て
、
自
宅

で
歌
う
こ
と
も
人
気
と
な
っ
て
き
ま
し
た
。

こ
の
ビ
デ
オ
ゲ
ー
ム
を
使
え
ば
家
で
も

カ
ラ
オ
ケ
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
採
点

機
能
も
付
い
て
い
る
の
で
、
日
本
の
カ
ラ

オ
ケ
ボ
ッ
ク
ス
の
よ
う
に
、
友
達
と
家
で

盛
り
あ
が
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

各
国
で
人
気
の
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン

番
組歌

っ
て
楽
し
み
、
歌
の
う
ま
さ
を
競
争

す
る
よ
う
に
な
っ
た
一
番
の
理
由
は
、
世

界
中
の
テ
レ
ビ
で
放
送
さ
れ
て
い
る
オ
ー

デ
ィ
シ
ョ
ン
番
組
「
キ
ャ
ス
ト
・
シ
ョ
ー
」

の
影
響
だ
と
思
い
ま
す
。
ア
メ
リ
カ
で
は

「
ア
メ
リ
カ
ン
・
ア
イ
ド
ル
」、
イ
ギ
リ
ス

で
は
「
ブ
リ
テ
ン
ズ
・
ゴ
ッ
ト
・
タ
レ
ン

ト
」、
ド
イ
ツ
で
は
「
ザ
・
ボ
イ
ス
・
オ

ブ
・
ジ
ャ
ー
マ
ニ
ー
」
な
ど
、
各
国
に
独

自
の
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
番
組
が
あ
り
ま
す

が
、
基
本
的
な
形
式
は
同
じ
で
す
。
ど
の

番
組
も
参
加
者
全
員
が
有
名
な
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
と
な
る
チ
ャ
ン
ス
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
に
関
連
し
て
今
月
の
国
際
交
流
員

イ
ベ
ン
ト
で
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
全
体
で
行

わ
れ
る
歌
の
祭
典
「
ユ
ー
ロ
ビ
ジ
ョ
ン
・

ソ
ン
グ
コ
ン
テ
ス
ト
」
の
映
像
を
参
加
者

の
方
に
観
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
興
味

の
あ
る
方
は
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

国
際
交
流
員
イ
ベ
ン
ト

第
9
回
「
マ
シ
ア
ス
の
町
遊
び
」

国
際
・
ソ
ン
グ
・
コ
ン
テ
ス
ト

今
回
の
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
ソ
ン
グ
・

コ
ン
テ
ス
ト
を
再
度
開
催
し
ま
す
。

ソ
ン
グ
・
コ
ン
テ
ス
ト
と
言
っ
て
も
、

参
加
者
の
皆
さ
ん
が
歌
う
わ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
皆
さ
ん
に
は
大
会
の
審
査

員
に
な
っ
て
い
た
だ
き
、
ユ
ー
ロ
ビ

ジ
ョ
ン
・
ソ
ン
グ
コ
ン
テ
ス
ト
と
い
う

実
際
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
コ
ン
テ
ス
ト
映

像
を
観
て
、
ど
の
歌
手
が
良
か
っ
た
か

判
定
し
て
も
ら
い
ま
す
。

下
野
市
で
は
ど
の
国
が
優
勝
す
る
で

し
ょ
う
か
？
色
ん
な
国
の
音
楽
を
体
験

で
き
る
良
い
機
会
で
す
の
で
、
皆
さ
ん

ぜ
ひ
参
加
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

■
日
時　

６
月
13
日
㈯

　
　
　
　

午
後
２
時
〜
６
時
頃

■
場
所　

 

石
橋
公
民
館
２
０
１
会
議
室

（
下
野
市
石
橋
４
１
６
）

■
定
員　

１
０
０
名

■
参
加
費　

無
料

■
持
ち
物　

筆
記
用
具

※ 
事
前
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。
当
日

会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

下
野
市
国
際
交
流
協
会
事
務
局
（
下

野
市
役
所
市
民
協
働
推
進
課
内
）

　

☎（
40
）５
５
８
５

　

 sia.shim
otsuke@

gm
ail.com

国
際
交
流
員
マ
シ
ア
ス
の
コ
ラ
ム

　
　

カ
ラ
オ
ケ

下
野
市
国
際
交
流
協
会

会
員
募
集
！

　

下
野
市
国
際
交
流
協
会
で
は
、
随
時

会
員
の
募
集
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ご
入
会
い
た
だ
き
ま
す
と
、
年
に

３
回
発
行
さ
れ
る
会
報
（
イ
ベ
ン
ト
・

パ
ー
テ
ィ
ー
等
各
種
行
事
の
案
内
が
記

載
さ
れ
ま
す
）
が
届
く
ほ
か
、
語
学
講

座
（
英
語
・
ド
イ
ツ
語
・
中
国
語
・
韓

国
語
）
の
受
講
が
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
す
。
ま
た
、
国
際
交
流
員
イ
ベ
ン
ト

な
ど
の
協
会
主
催
の
イ
ベ
ン
ト
に
お
安

い
会
員
料
金
で
ご
参
加
い
た
だ
け
ま
す
。

　

外
国
・
国
際
交
流
に
ご
興
味
の
あ
る

方
、
外
国
人
と
交
流
し
て
み
た
い
方
は

ぜ
ひ
入
会
を
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

■
年
会
費

・
個
人
会
員 

一
口　

１
，０
０
０
円　

・
学
生
会
員 

一
口　

 　

５
０
０
円　

・
フ
ァ
ミ
リ
ー
会
員

 

一
口　

２
，０
０
０
円　

・
法
人
会
員 

一
口　

５
，０
０
０
円　

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

下
野
市
国
際
交
流
協
会
事
務
局

（
下
野
市
役
所
市
民
協
働
推
進
課
内
）

　

☎（
40
）５
５
８
５

　

多
く
の
皆
さ
ま
の
ご
入
会
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

©ヨアヒム・ミューラ

［
 広
報
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も
つ
け
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